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Toray Industries, Inc. 
 

2025 CDP コーポレート質問書 2025 

 
Word バージョン 
 
重要: このエクスポートには未回答の質問は含まれません 
このドキュメントは、組織の CDP アンケート回答のエクスポートです。回答済みまたは進行中の質問のすべてのデータ ポイントが含まれています。提供を要求された質問またはデータ ポイントが、現在

未回答のためこのドキュメントに含まれていない場合があります。提出前にアンケート回答が完了していることを確認するのはお客様の責任です。CDP は、回答が完了していない場合の責任を負いませ

ん。 
情報開示規約 
. 
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内容 
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C1. イントロダクション 
(1.1) どの言語で回答を提出しますか。 

選択: 

☑ 日本語 

(1.2) 回答全体を通じて財務情報の開示に使用する通貨を選択してください。 

選択: 

☑ JPY 

(1.3) 貴組織の一般情報・概要を提供してください。 

(1.3.2) 組織の種類 

選択: 

☑ 上場組織  

(1.3.3) 組織の詳細 

東レグループは、世界 29 の国と地域で事業を展開している総合化学工業グループです。 東レグループは、有機合成化学、高分子化学、バイオテクノロジーをコア

テクノロジーとして、ナノテクノロジーを事業に融合させています。 東レは、繊維・テキスタイル・高性能化学品の成長を牽引する中核事業に加え、炭素繊維複合

材料、医薬・医療製品、水処理を含む環境工学、その他の重要な事業分野での開発をグローバルに推進しています。 

[固定行] 
 

(1.4) データの報告年の終了日を入力してください。排出量データについて、過去の報告年における排出量データを提供す

るか否かを明記してください。  
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報告年の終了日 
本報告期間と財務情報の報告期間は一

致していますか 

過去の報告年の排出量データを回答し

ますか 

 03/30/2025 選択: 

☑ はい 

選択: 

☑ いいえ 

[固定行] 

(1.4.1) 報告対象期間における貴組織の年間売上はいくらですか。 

2563300000000 

(1.5) 貴組織の報告バウンダリ（境界）の詳細を回答してください。 

 

CDP 回答に使用する報告バウンダリは財務諸表で使用されているバウンダリと同

じですか。 

 選択: 

☑ はい 

[固定行] 

(1.6) 貴組織は ISIN コードまたは別の固有の市場識別 ID (たとえば、ティッカー、CUSIP 等) をお持ちですか。  

ISIN コード – 債券 

(1.6.1) 貴組織はこの固有の市場識別 ID を使用していますか。 

選択: 
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☑ はい 

(1.6.2) 組織固有の市場識別 ID を提示してください。 

JP3621000003 

ISIN コード – 株式 

(1.6.1) 貴組織はこの固有の市場識別 ID を使用していますか。 

選択: 

☑ はい 

(1.6.2) 組織固有の市場識別 ID を提示してください。 

JP3621000003 

CUSIP 番号 

(1.6.1) 貴組織はこの固有の市場識別 ID を使用していますか。 

選択: 

☑ いいえ 

ティッカーシンボル 

(1.6.1) 貴組織はこの固有の市場識別 ID を使用していますか。 

選択: 

☑ はい 

(1.6.2) 組織固有の市場識別 ID を提示してください。 
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3402 

SEDOL コード 

(1.6.1) 貴組織はこの固有の市場識別 ID を使用していますか。 

選択: 

☑ はい 

(1.6.2) 組織固有の市場識別 ID を提示してください。 

6897143 

LEI 番号 

(1.6.1) 貴組織はこの固有の市場識別 ID を使用していますか。 

選択: 

☑ いいえ 

D-U-N-S 番号 

(1.6.1) 貴組織はこの固有の市場識別 ID を使用していますか。 

選択: 

☑ はい 

(1.6.2) 組織固有の市場識別 ID を提示してください。 

690535422 

その他の固有の市場識別 ID 
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(1.6.1) 貴組織はこの固有の市場識別 ID を使用していますか。 

選択: 

☑ いいえ 

[行を追加] 
 

(1.7) 貴組織が事業を運営する国/地域を選択してください。  

該当するすべてを選択 

☑ 中国 ☑ インド 

☑ 日本 ☑ スイス 

☑ タイ ☑ ブラジル 

☑ チェコ ☑ フランス 

☑ ドイツ ☑ イタリア 

☑ メキシコ ☑ ハンガリー 

☑ オランダ ☑ マレーシア 

☑ 大韓民国 ☑ ポルトガル 

☑ スペイン ☑ チュニジア 

☑ ベトナム ☑ インドネシア 

☑ スウェーデン ☑ アメリカ合衆国（米国） 

☑ 台湾(中国) ☑ グレート・ブリテンおよび北アイルランド連合王国(英国) 

☑ バングラデシュ  

☑ サウジアラビア  

☑ 香港特別行政区(中国)  

(1.8) 貴組織の施設についての地理位置情報を提供できますか。 
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貴組織の施設についての地理位置情報を提供できますか。 コメント 

   選択: 

☑ いいえ、現時点ではありませんが、今後 2 年以内に行う予

定です 

提供については、今後検討します。 

[固定行] 

(1.14) 貴組織は化学セクターバリューチェーンのどの部分で事業を行っていますか。 

その他の化学品 

☑ その他、具体的にお答えください :機能科学、合成繊維、炭素繊維など 
 

(1.22) 貴組織が生産および／または調達するコモディティに関する詳細を提供してください。 

パーム油 

(1.22.1) 生産および／または調達 

選択: 

☑ 調達 

(1.22.2) コモディティのバリューチェーン段階 

該当するすべてを選択 

☑ 加工 

(1.22.4) 生産および／または調達されたコモディティの総量を開示しますか 
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選択: 

☑ いいえ、総量は機密情報です 

(1.22.11) コモディティの形態 

該当するすべてを選択 

☑ パーム油誘導体 

(1.22.12) 調達コストに占める割合(%) 

選択: 

☑ 1%未満 

(1.22.13) コモディティに依存する売上の割合（%） 

選択: 

☑ 不明 

(1.22.14) 質問書の設定で、このコモディティについて開示することを選択しましたか。 

選択: 

☑ いいえ、開示していません 

(1.22.15) このコモディティは貴組織の売上において重要性が高いと考えられますか。 

選択: 

☑ いいえ 

(1.22.19) 説明してください 

特にございません。 

[固定行] 
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(1.24) 貴組織はバリューチェーンをマッピングしていますか。  

(1.24.1) バリューチェーンのマッピング 

選択: 

☑ はい、バリューチェーンのマッピングが完了している、または現在マッピングしている最中です 

(1.24.2) マッピング対象となるバリューチェーン上の段階 

該当するすべてを選択 

☑ バリューチェーン上流 

☑ バリューチェーン下流 

(1.24.3) マッピングされた最上位のサプライヤー層 

選択: 

☑ 4 次以上のサプライヤー 

(1.24.4) 既知であるが、マッピングされていない最上位のサプライヤー層 

選択: 

☑ 既知のすべてのサプライヤー層がマッピングされています  

(1.24.6) 小規模農家のマッピング 

選択: 

☑ 小規模農家は関連性がなく、マッピングに含まれない 

(1.24.7) マッピングプロセスと対象範囲の詳細 

既知のすべてのサプライヤー層をマッピングしています。 

[固定行] 
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(1.24.1) 直接操業またはバリューチェーンのどこでプラスチックが生産、商品化、使用、または廃棄されているかについ

てマッピングしましたか。  

 

プラスチックのマッピング 
マッピング対象となるバリューチェ

ーン上の段階 

 選択: 

☑ はい、バリューチェーンにおけるプラスチックのマッピングが完了している、ま

たは現在、マッピングしている最中です 

該当するすべてを選択 

☑ バリューチェーン下流 

[固定行] 

(1.24.2) 貴組織はバリューチェーン上流 (つまり、サプライチェーン) でどのコモディティをマッピングしていますか。 

 

この調達コモディティについてのバリューチェーンの

マッピング 

この調達コモディティに対して、既知であるが、マッ

ピングされていない最上位のサプライヤー層 

パーム油 選択: 

☑ いいえ 

選択: 

☑ １次サプライヤー 

[固定行] 
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C2. 依存、インパクト、リスク、機会の特定、評価、管理 
(2.1) 貴組織は、貴組織の環境上の依存、インパクト、リスク、機会の特定、評価、管理に関連した短期、中期、長期の時

間軸をどのように定義していますか。 

短期  

(2.1.1) 開始(年) 

0 

(2.1.3) 終了(年) 

1 

(2.1.4) この時間軸が戦略計画や財務計画にどのように関連付けられていますか。  

東レは年度ごとに年度目標を予算としてまとめ上げて、進捗を管理している。 

中期 

(2.1.1) 開始(年) 

1 

(2.1.3) 終了(年) 

3 

(2.1.4) この時間軸が戦略計画や財務計画にどのように関連付けられていますか。  

東レは、中期戦略として 3 年間の中期経営課題を策定している。 2023 年 3 月に、2023〜2025 年度のプロジェクト「AP-G 2025」（2025 年度に向けての事業成長
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のためのアクションプログラム）を策定し、その進捗を管理している。 

長期 

(2.1.1) 開始(年) 

3 

(2.1.2) 期間の定めのない長期の時間軸を設けていますか 

選択: 

☑ はい 

(2.1.4) この時間軸が戦略計画や財務計画にどのように関連付けられていますか。  

東レは 10 年間の長期ビジョンを策定し、経営改革を推進してきた。 2020 年から 2030 年までの 10 年間について、長期経営ビジョン「東レビジョン 2030」（2030
年度に向けての長期戦略）を策定した。10 年間の長期ビジョンの内容を、３年単位の中期経営課題に反映し、具体的実行計画として定めるこ とで、ビジョンの実

現を目指している。 

[固定行] 
 

(2.2) 貴組織には、環境への依存やインパクトを特定、評価、管理するプロセスがありますか。 

 

プロセスの有無 このプロセスで評価された依存やインパクト 

 選択: 

☑ はい 

選択: 

☑ 依存とインパクトの両方 

[固定行] 

(2.2.1) 貴組織には、環境リスクや機会を特定、評価、管理するプロセスがありますか。 
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プロセスの有無 
このプロセスで評価されたリスクや機

会 

このプロセスでは、依存やインパクト

の評価プロセスの結果を考慮していま

すか 

 選択: 

☑ はい 

選択: 

☑ リスクと機会の両方 

選択: 

☑ はい 

[固定行] 

(2.2.2) 環境への依存、インパクト、リスク、機会を特定、評価、管理する貴組織のプロセスの詳細を回答してください。 

Row 1 

(2.2.2.1) 環境課題 

該当するすべてを選択 

☑ 気候変動 

☑ ウォーター 

(2.2.2.2) この環境課題と関連したプロセスでは、依存、インパクト、リスク、機会のどれを対象としていますか 

該当するすべてを選択 

☑ 依存 

☑ インパクト 

☑ リスク 

☑ 機会 

(2.2.2.3) 対象となるバリューチェーン上の段階 

該当するすべてを選択 

☑ 直接操業 
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☑ バリューチェーン上流 

☑ バリューチェーン下流 

(2.2.2.4) 対象範囲 

選択: 

☑ 全部 

(2.2.2.5) 対象となるサプライヤー層 

該当するすべてを選択 

☑ 4 次以上のサプライヤー 

(2.2.2.7) 評価の種類 

選択: 

☑ 定性、定量評価の両方 

(2.2.2.8) 評価の頻度 

選択: 

☑ 年に複数回 

(2.2.2.9) 対象となる時間軸 

該当するすべてを選択 

☑ 短期 

☑ 中期 

☑ 長期 

(2.2.2.10) リスク管理プロセスの統合 

選択: 
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☑ 部門横断的かつ全社的なリスク管理プロセスへの統合 

(2.2.2.11) 使用した地域固有性 

該当するすべてを選択 

☑ 拠点固有 

☑ 近隣地域 

☑ 国 

(2.2.2.12) 使用したツールや手法 

市販/公開されているツール 

☑ EcoVadis 

☑ LEAP (Locate, Evaluate, Assess and Prepare) アプローチ、TNFD 

☑ TNFD – 自然関連財務情報開示タスクフォース 

☑ WRI Aqueduct 
 

企業リスク管理 

☑ 社内の手法 
 

国際的な方法論や基準 

☑ ISO 14001 環境マネジメント規格 

☑ ライフサイクルアセスメント 
 

その他 

☑ 社外コンサルタント 

☑ 社内の手法 

☑ マテリアリティ評価 

☑ シナリオ分析 
 

(2.2.2.13) 考慮されたリスクの種類と基準 
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急性の物理的リスク 

☑ サイクロン、ハリケーン、台風 

☑ 洪水 (沿岸、河川、多雨、地下水) 

☑ 豪雨(雨、霰・雹、雪/氷) 
 

慢性の物理的リスク 

☑ 降水パターンと種類の変化(雨、霰・雹、雪/氷) 
 

政策 

☑ カーボンプライシングメカニズム 

☑ これまで規制されていなかった汚染物質に対する規制基準の導入 
 

市場リスク 

☑ 認証を受けた持続可能原材料の可用性またはコスト増 

☑ 原材料の可用性またはコスト増 

☑ 顧客行動の変化 
 

評判リスク 

☑ パートナーやステークホルダーの懸念の増大、パートナーやステークホルダーからの否定的なフィードバック 

☑ 環境に悪影響を及ぼすプロジェクトや活動（GHG 排出、森林減少・転換、水ストレス等）の支援に関するネガティブな報道 
 

技術リスク 

☑ 低排出技術および製品への移行 

☑ 水利用効率性が高く、水量原単位の低い技術および製品への移行 

☑ 水を大量に利用する低炭素エネルギー源に移行 
 

賠償責任リスク 

☑ 訴訟問題 

☑ 規制の不遵守 
 

(2.2.2.14) 考慮されたパートナーやステークホルダー 
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該当するすべてを選択 

☑ 顧客 ☑ サプライヤー 

☑ 従業員 ☑ 地域コミュニティ 

☑ 投資家  

☑ NGO  

☑ 規制当局  

(2.2.2.15) 報告年の前年以来、このプロセスに変更はありましたか。 

選択: 

☑ いいえ 

(2.2.2.16) プロセスに関する詳細情報 

東レグループは、カーボンニュートラル・資源循環・ネイチャーポジティブへの対応を含む「サステナビリティ・ビジョン」実現に向け、取り組みを推進していま

す。東レグループはカーボンニュートラル実現に向けて、事業を通じた社会の GHG 排出量削減への貢献（サステナビリティイノベーション事業拡大各プロジェク

ト（以下、SI 事業拡大各 PJ））と自社の活動における GHG 排出量削減（気候変動対策各プロジェクト（以下、気候変動対策各 PJ））の両輪で推進します。 従

来、気候変動対策推進の統括機関として運営していたサステナビリティ委員会を発展的に解消し、SI 事業拡大各 PJ と気候変動対策各 PJ の活動における基本戦

略、設備投融資等の重要課題については、刻々と変化する経営環境を踏まえて、取締役会の協議機関である経営会議で随時審議する体制に変更しました。従来の機

能を維持しながら機動性を高めて、気候変動への対応を加速させていきます。 また、サステナビリティ推進活動は、ガバナンス、工場・設備・生産、安全・衛生・

環境、リスクマネジメント、人権・人的資本、研究・技術開発などの各機能と密接に結びついており、これらと連携した活動を通じて、東レグループ全体の気候変

動に関する課題に取り組んでいます。さらに、サステナビリティ推進活動の進捗、結果は取締役会で年 1 回以上報告され、取締役会は、気候変動への対応を適切に

モニタリングするとともに、経営判断に際して、気候変動に関する問題を重要な要素の 1 つとして考慮し、監督と総合的な意思決定を行っています。 SI 事業拡大

各 PJ では、各事業本部での取り組みを基本としつつ、モビリティ、資源循環、水素などの事業横断領域については個別に部会を設置し、連携して SI 事業の拡大に

取り組んでいます。 気候変動対策各 PJ では、2030 年の Scope1 および Scope2 の GHG 排出量削減目標の実現に向けた取り組みをチャレンジ 50＋プロジェクトと

して全社的に推進しています。また、同 PJ の GHG 削減部会（気候変動対策部会から名称変更）においては、さらなる GHG 排出量削減に向けた全体戦略や、

Scope3 排出量の削減、社外発信、カーボンプライシングなどの議論を進めています。 東レグループのカーボンニュートラルへの取り組みは、事業拡大とカーボン

ニュートラル実現の両立を目指すものです。生産活動に伴う GHG 排出量として、Scope1、2 排出量からカーボンネガティブに貢献する事業による CO2 吸収量を

差し引いた「実質排出量」を対象とし、GHG 排出量の売上収益原単位の低減を通じて Scope1、2 排出量を徹底的に削減します。削減しきれない排出は、CO2 資源

化などを通じて CO2 を利活用することにより、2050 年の「実質排出量」ゼロを目指します。合わせて、Scope3 排出量の削減につながる資源循環への取り組み、

生物多様性・自然資本の保全との両立も推進しています。 

[行を追加] 
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(2.2.7) 環境への依存、インパクト、リスク、機会間の相互関係を評価していますか。 

(2.2.7.1) 環境への依存、インパクト、リスク、機会間の相互関係の評価の有無 

選択: 

☑ はい 

(2.2.7.2) 相互関係の評価方法についての説明 

東レＧの事業活動を、従来取組みの活用・サステナビリティビジョンとの整合性・ガイダンスとの合致 を条件に、 自然への依存／インパクト 、 自社活動における

リスク／機会 の４象限で分類し、影響度の大 きさで評価・整理し、重点項目としてまとめ直した。分析の結果、東レＧのＮＰ重点項目は、 ＧＨＧ排出量削減 、 

資源循環 に加えて、 汚染物質の削減 、 水 の利用効率向上 が影響度が大きく、次いで天然資源の利用効率向上、自然・生態系保全となった。こ の結果は、ＮＰに

関する分析ツールとして推奨されている ＥＮＣＯＲＥの分析とも合致 した。 

[固定行] 
 

(2.3) バリューチェーン内の優先地域を特定しましたか。 

(2.3.1) 優先地域の特定 

選択: 

☑ はい、優先地域を現在特定している最中です 

(2.3.2) 優先地域が特定されたバリューチェーンの段階 

該当するすべてを選択 

☑ 直接操業 

☑ バリューチェーン上流 

☑ バリューチェーン下流 

(2.3.3) 特定された優先地域の種類 

要注意地域 
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☑ 生物多様性にとって重要な地域 

☑ 水の利用可能性が低い、洪水による影響が高い、または水質が劣悪な地域 
 

重大な依存、インパクト、リスク、または機会がある地域 

☑ 水に関連する重大な依存、インパクト、リスク、または機会がある地域  

☑ 生物多様性に関連する重大な依存、インパクト、リスク、または機会がある地域 
 

(2.3.4) 優先地域を特定したプロセスの説明 

LEAP アプローチの一環として、Aqueduct や BRF 等でリスクのあるエリアを特定しています。 

(2.3.5) 優先地域のリスト/地図を開示しますか 

選択: 

☑ いいえ、優先地域のリストまたは地図はありますが、開示しません 

[固定行] 
 

(2.4) 貴組織は、組織に対する重大な影響をどのように定義していますか。 

リスク 

(2.4.1) 定義の種類 

該当するすべてを選択 

☑ 定性的  

☑ 定量的  

(2.4.2) 重大な影響を定義するための指標 

選択: 

☑ その他、具体的にお答えください  :売上収益 
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(2.4.3) 指標の変化 

選択: 

☑ 絶対値の減少  

(2.4.5) 絶対値の増減数  

50000000000 

(2.4.6) 定義する際に考慮する尺度  

該当するすべてを選択 

☑ 影響が発生する可能性  

(2.4.7) 定義の適用  

全社委員会であるリスクマネジメント委員会は、気候関連の問題を含むリスクマネジメント活動全体を管理しています。 気候関連リスクの評価の過程で、東レは、

「実質的な財務的影響」を「7 つの事業部門のうち東レの複数の事業部門への直接的な影響を与えるもの」と定義し、この影響の軽減のために、グループ全体のサ

ポートのもと、リスクマネジメント委員会（事務局：経営企画室）が全社的なリスクマネジメントを行っています。また、それら「実質的な財務的影響」を実現す

るリスクの軽減あるいは機会の獲得のための事業戦略への変化を「実質的な戦略的影響」と定義しています。東レは、2024 年 6 月に東レグループ TCFD レポート

v2.1 を作成しました。このレポートでは、シナリオ分析に基づく財務影響分析を行っており、定量可能な指標は売上高とし、「実質的な財務的影響」のうち「売上

収益 500 億円を超えるもの」を特に大きな財務影響として影響「大」と定義しています。 

機会 

(2.4.1) 定義の種類 

該当するすべてを選択 

☑ 定性的  

☑ 定量的  

(2.4.2) 重大な影響を定義するための指標 

選択: 
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☑ その他、具体的にお答えください  :売上収益 

(2.4.3) 指標の変化 

選択: 

☑ 絶対値の減少  

(2.4.5) 絶対値の増減数  

50000000000 

(2.4.6) 定義する際に考慮する尺度  

該当するすべてを選択 

☑ 影響が発生する可能性  

(2.4.7) 定義の適用  

全社委員会であるリスクマネジメント委員会は、気候関連の問題を含むリスクマネジメント活動全体を管理しています。 気候関連リスクの評価の過程で、東レは、

「実質的な財務的影響」を「7 つの事業部門のうち東レの複数の事業部門への直接的な影響を与えるもの」と定義し、この影響の軽減のために、グループ全体のサ

ポートのもと、リスクマネジメント委員会（事務局：経営企画室）が全社的なリスクマネジメントを行っています。また、それら「実質的な財務的影響」を実現す

るリスクの軽減あるいは機会の獲得のための事業戦略への変化を「実質的な戦略的影響」と定義しています。東レは、2024 年 6 月に東レグループ TCFD レポート

v2.1 を作成しました。このレポートでは、シナリオ分析に基づく財務影響分析を行っており、定量可能な指標は売上高とし、「実質的な財務的影響」のうち「売上

収益 500 億円を超えるもの」を特に大きな財務影響として影響「大」と定義しています。 

[行を追加] 
 

(2.5) 貴組織では、事業活動に関連し、水の生態系や人間の健康に有害となりうる潜在的水質汚染物質を、どのように特

定、分類していますか。 

  

(2.5.1) 潜在的な水質汚染物質の特定と分類 
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選択: 

☑ はい、潜在的な水質汚染物質を特定・分類しています 

(2.5.2) 潜在的な水質汚染物質をどのように特定・分類していますか 

東レでは、汚染物質の特定・分類を目的として、国の法令が定める（水質汚濁 防止法、ＰＲＴＲ等）有害物質が「水質汚濁の可能性がある物質」であると捉えて分

類しています。また、全ての工場では法令に基づいた「使用化学物質のリス ト」を作成しており、どの工場でこれらの物質を使用・保管しているかを把握できてい

ます。このリストには、各物質の識別番号（通称：CAS( Chemical Abstracts Service )番号）が記載されており、どのような健康被害や環境被害の リスクを有して

いるかを 化学物質等安全データシート （通称：SDS( Safety Data Sheet )）等を通じて関係者間で共有できています。さらに、汚染物質が大 気や水質中にどれほど

漏洩しているかを数量把握しています。 汚染物質の特定のため、工場の排水等に対してＢＯＤやＣＯＤ、ｐH 等を指標と して特定をしています。汚染物質につい

ては、国の定める基準を遵守できている ため、水の生態系に影響を与えることはありません。万が一、これらの物質が漏 洩して国の基準をオーバーした場合は、

オンラインで異常を素早く検知して、工 場外への漏洩を防止するための体制を整えています。たとえば、東レ本体工場では工場により数値は異なりますが、ｐｈだ

と規制値５．８～８．６に対して自主管理基準値６．０～８．０、ＢＯＤだと規制値８０mg/L に対して自主管理基準値７０mg/L など規制値よりも厳しい自主管理

基準値を設定し、傾向監視しています。また、これら物質の取り扱いにおいては適切な保護具を着用し、人間への曝露を防止するための対策を徹底 しています。 

サプライチェーンに関しては、調達において、「CSR 調達行動指針」「購買基 本方針」などの社内基準に基づき、水質汚染防磁やリサイクルの推進等、水関連 の
問題への配慮をサプライヤー・委託先に求めています。また、CSR 調達アンケートにおいて、各サプライヤー・委託先に対し「汚染物質・廃棄物質の抑制」 「化

学物質・汚染物質の法規則に従った適切な管理」「水資源や生物多様性への 配慮とアセスメントの実施」の取り組みの有無を確認し、潜在的水質汚染物質の 生態

系への流出が無いかを確認しています。 

[固定行] 
 

(2.5.1) 水の生態系や人間の健康に悪影響を及ぼす、事業活動に伴う潜在的な水質汚染物質について、貴組織ではどのよう

にその影響を最小限に抑えているか説明してください。 

Row 1 

(2.5.1.1) 水質汚染物質カテゴリ 

選択: 

☑ その他の有機合成化合物 

(2.5.1.2) 水質汚染物質と潜在的影響の説明 

工場からの排水には、水生生物への影響が懸念される有機溶剤などの水質汚濁物質が微量に含まれています。しかし東レでは、これら汚染物質が含まれる排水を、



23 

法令の規制値に適合するように適切に処理した上で放流することで、水質汚濁物質の環境への流出リスクを低減しており、水生生物や環境への影響は殆どないと考

えています。 万が一、処理が不十分な汚染物質が排水に混入し、大量に河川や海に放出された場合、魚などの水生生物に直接影響を与え、それを摂取する人々の健

康にも間接的に影響を与える可能性があります。どのような化学物質がどれだけ水域に放出されたかによって、その影響の規模や大きさは異なりますが、大量に放

出された場合影響は甚大なものになる可能性もあります。 

(2.5.1.3) バリューチェーンの段階 

該当するすべてを選択 

☑ 直接操業 

(2.5.1.4) 悪影響を最小限に抑えるための行動と手順 

該当するすべてを選択 

☑ 重要インフラおよび貯蔵施設の状態(漏出、流出、パイプの腐食等)およびそのレジリエンスの評価  

(2.5.1.5) 説明してください 

活性汚泥処理などの排水処理装置を用いて水質汚濁物質を無害化し、水生生物や環境への影響を最小限に抑えています。特に、漏出防止には万全を期し、ＴＯＣや

ｐH などのパラメータをオンライン監視して異常を検知し、異常時は漏出した汚染物質が公共水域に流出しないよう迅速に対応できる管理体制を整えて、漏洩防止

に努めています。 汚染物質が公共水域に漏洩したか否かについては、ＴＯＣ計やｐＨ等のパラメータが法令および自主管理値を超過したか否かで管理しています。

たとえば、東レ本体工場では工場により数値は異なりますが、ｐｈだと規制値５．８～８．６に対して自主管理基準値６．０～８．０、ＢＯＤだと規制値８０mg/L

に対して自主管理基準値７０mg/L など規制値よりも厳しい自主管理基準値を設定し、傾向監視しています。これまで、公共水域への汚染物質漏洩を防ぐことに成

功していますが、万が一漏洩したケースでも、早期に発見することで素早く漏洩を遮断しＴＯＣやｐＨを正常範囲内に戻すことで、水生生物や環境への影響は最小

限に抑えることができると考えています。 

[行を追加] 
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C3. リスクおよび機会の開示 
(3.1) 報告年の間に貴組織に重大な影響を及ぼした、あるいは将来的に重大な影響を及ぼすと考えられる何らかの環境リス

クを特定していますか。 

気候変動 

(3.1.1)  環境リスクの特定  

選択: 

☑ はい、直接操業とバリューチェーン上流／下流の両方において特定 

フォレスト 

(3.1.1)  環境リスクの特定  

選択: 

☑ いいえ 

(3.1.2)  貴組織が直接操業やバリューチェーン上流/下流に環境リスクがないと判断した主な理由 

選択: 

☑ 当面の戦略的優先事項ではない 

(3.1.3)  説明してください  

弊社にとっては、当面の戦略的優先事項ではありません。 

ウォーター 

(3.1.1)  環境リスクの特定  
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選択: 

☑ はい、直接操業とバリューチェーン上流／下流の両方において特定 

プラスチック 

(3.1.1)  環境リスクの特定  

選択: 

☑ はい、直接操業とバリューチェーン上流／下流の両方において特定 

[固定行] 
 

(3.1.1) 報告年の間に貴組織にを重大な影響を及ぼした、あるいは将来的に重大な影響を及ぼすことが見込まれると特定さ

れた環境リスクの詳細を記載してください。 

気候変動 

(3.1.1.1) リスク識別 ID  

選択: 

☑ Risk1 

(3.1.1.3) リスクの種類と主な環境リスク要因 

政策 

☑ カーボンプライシングメカニズム 
 

(3.1.1.4) リスクが発生するバリューチェン上の段階 

選択: 

☑ 直接操業  
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(3.1.1.6)  リスクが発生する国/地域 

該当するすべてを選択 

☑ 日本 

(3.1.1.9)  リスクに関する組織固有の詳細  

数種類のカーボンプライシングメカニズムが議論されており、日本においてはどのような仕組みになるかはまだ未定である。例えば、炭素税の場合は、各社の CO2
排出量（トン）に応じて課税がされる形式である。カーボンニュートラルを達成するには、炭素税率は 2040 年に 1.5℃目標（先進国）で約 US $ 110/CO2 トン

（IEA WEO2021)と言われており、東レグループは 2022 年度に約 512 万トン（Scope1、2）の GHG を排出したことから、全世界に炭素税を導入されることを想

定リスクとして財務影響を算定した。 炭素税率が 1 トンあたりの CO2 が 110US ドルの場合、東レは炭素税として 2040 年近傍に約 790 億円（1US ドル＝140 円で

計算）を負担しなければならない可能性がある。 東レグループ全体の Scope1、2 排出量の合計の 40%は日本国内で発生しており、国・地域別では日本が最も多

く、日本での GHG 排出量の削減が最も重要である。 

(3.1.1.11) リスクの主な財務的影響  

選択: 

☑ 資本支出の増加 

(3.1.1.12) このリスクが組織に重大な影響を及ぼすと考えられる時間軸  

該当するすべてを選択 

☑ 長期 

(3.1.1.13) 想定される時間軸でこのリスクが影響を及ぼす可能性  

選択: 

☑ 可能性が高い 

(3.1.1.14)  影響の程度 

選択: 

☑ 高い 
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(3.1.1.16) 選択した将来的の時間軸において、当該リスクが組織の財務状況、業績およびキャッシュフローに及ぼすことが

考えられる影響 

いくつかの異なるシステムがあり、メカニズムが市場で議論されている。 選択肢の 1 つは炭素税であり、カーボンニュートラルを達成するには炭素税率を約 US 

$ 110/トン-CO2 にする必要があると言われている。東レグループは 2022 年度に約 512 万トンの GHG を排出しており、もしこのまま排出削減が進まない場合、仮

に炭素税率が CO2- 1 トンあたり 110US ドルとすると、東レは炭素税として 2040 年近傍に約 790 億円（1US ドル＝140 円で計算）を負担しなければならない可能

性がある。 790 億円=US$ 110/CO2 トン×512 万トン-CO2×140 円/US$ 

(3.1.1.17) リスクの財務的影響を定量化することができますか。 

選択: 

☑ はい 

(3.1.1.23) 長期的に見込まれる財務上の影響額ー最小 (通貨)  

0 

(3.1.1.24) 長期的に見込まれる財務上の影響額ー最大 (通貨) 

79000000000 

(3.1.1.25) 財務上の影響額の説明 

いくつかの異なるシステムがあり、メカニズムが市場で議論されている。 選択肢の 1 つは炭素税であり、カーボンニュートラルを達成するには炭素税率を約 US 
$ 110/トン-CO2 にする必要があると言われている。東レグループは 2022 年度に約 512 万トンの GHG を排出しており、もしこのまま排出削減が進まない場合、仮

に炭素税率が CO2- 1 トンあたり 110US ドルとすると、東レは炭素税として 2040 年近傍に約 790 億円（1US ドル＝140 円で計算）を負担しなければならない可能

性がある。 790 億円=US$ 110/CO2 トン×512 万トン-CO2×140 円/US$ 

(3.1.1.26) リスクへの主な対応 

プライシング、クレジット  

☑ インターナルカーボンプライシングの引き上げ 
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(3.1.1.27) リスク対応費用  

72000000 

(3.1.1.28) 費用計算の説明  

リスク対応費用として、太陽光発電設備の導入にかかる設備投資額を報告しており、2021 年の 250-1,000kW スケールの平均設備投資額 18 万円/kW（資源エネル

ギー庁報告の数値）に、当社で導入している太陽光発電設備の最低規模である 400kW を乗じ、年間の設備投資額として 72,000,000 円/年と算出した。

（72,000,000 円 18 万円/kW400kW） 

(3.1.1.29) 対応の詳細  

・状況 カーボンニュートラルは世界的な目標であり、炭素税は各国、各社の CO2 排出量削減への取り組みを加速するための選択肢となる可能性がある。 また、欧

州では国境炭素税の議論も行われており、将来、国境を跨いで課税されるリスクもある。 ・課題 当社グループは世界 29 か国に生産・事業拠点を持っており、日本

においては滋賀事業場をはじめとする 13 事業場が温対法や省エネ法の対象工場である。今後、日本や世界各国でのカーボンプライシングが当社グループの事業所

に課せられ、政策が強化されて炭素価格の引き上げや、排出取引制度の導入等が想定される。これらによって財務影響が生じ、間接費の増加につながるリスクとな

るため、スコープ 1、スコープ 2 排出量を削減する必要がある。 ・アクション 東レグループは、ボイラーの天然ガスへの燃料転換を体系的に推進し、コージェネ

レーションを導入している。 2016 年度は、名古屋工場に流入する工業用水圧を利用して発電する小型水力発電システムを設置し、運転を開始した。 2017 年度

は、瀬田工場に太陽光発電システムを設置している。 また、東海工場ではボイラー燃料としてカーボンニュートラルである汚泥燃料の混焼を開始した。 2018 年度

は、名古屋工場とマレーシアの PenfabricSdn の屋上に太陽光発電設備を設置した。 2019 年度までにフロンを使用した冷凍装置のアップグレードも完了している。

2021 年度には瀬田の第３工場および東レ・プレシジョン（TPC）に太陽光発電設備を導入し、それぞれ運転を開始した。 ・結果 2022 年度は、新型コロナウイル

スのパンデミックから経済が回復し、生産活動が従来並に回復したが、省エネやプロセス改善等により、GHG 排出量は 2021 年度対比で 7%削減し約 512 万トンと

なった。 ・「管理費」の計算方法とケーススタディ 本リスクへの対応策の１つとして太陽光発電設備の導入を想定している。ここ数年間に導入した太陽光発電設

備の規模は 400kW／年から 600kW／年程度であり、今後も継続的に太陽光発電設備の導入を検討している。 リスク対応費用として、太陽光発電設備の導入にかか

る設備投資額を報告しており、2021 年の 250-1,000kW スケールの平均設備投資額 18 万円/kW（資源エネルギー庁報告の数値）に、当社で導入している太陽光発電

設備の最低規模である 400kW を乗じ、年間の設備投資額として 72,000,000 円/年と算出した。（72,000,000 円＝18 万円/kW×400kW） 

ウォーター 

(3.1.1.1) リスク識別 ID  

選択: 

☑ Risk1 
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(3.1.1.3) リスクの種類と主な環境リスク要因 

急性の物理的リスク 

☑ 干ばつ  
 

(3.1.1.4) リスクが発生するバリューチェン上の段階 

選択: 

☑ 直接操業  

(3.1.1.6)  リスクが発生する国/地域 

該当するすべてを選択 

☑ 日本 

(3.1.1.7)  リスクが発生する河川流域  

該当するすべてを選択 

☑ 木曽川 

(3.1.1.9)  リスクに関する組織固有の詳細  

東レ東海工場は、ナイロン 6 用カプロラクタム、ポリエステル用テレフタル酸、PPS 樹脂「トレリナ」などの化成品や、各種ファインケミカルを生産しています。

木曽川流域の愛知用水から取水し、設備の冷却や放流水の希釈に使用しています。深刻な渇水が続き、自治体の要請で数ヶ月間取水量を減らさざるを得なくなった

場合、カプロラクタムやテレフタル酸などを製造時に、冷却水が不足し冷却効率の低下による生産量の減少や、排水の希釈用水が不足し排水処理能力がネックとな

って生産量を下げる（操業率を下げる）必要が生じるなど、工場の操業に影響を及ぼす可能性があります。 

(3.1.1.11) リスクの主な財務的影響  

選択: 

☑ 生産能力低下による減収  
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(3.1.1.12) このリスクが組織に重大な影響を及ぼすと考えられる時間軸  

該当するすべてを選択 

☑ 中期 

(3.1.1.13) 想定される時間軸でこのリスクが影響を及ぼす可能性  

選択: 

☑ 可能性が非常に低い  

(3.1.1.14)  影響の程度 

選択: 

☑ 低い  

(3.1.1.16) 選択した将来的の時間軸において、当該リスクが組織の財務状況、業績およびキャッシュフローに及ぼすことが

考えられる影響 

深刻な干ばつが数週間続き、東海工場が減産を余儀なくされた場合、概算で 1 億円から 10 億円の減収を見込んでいます。 上記の財務上の影響額の試算は、数週間

分の減産による売上高減少を計算したもので、生産量減の概算値に各製品の単価を掛け合わせ、合計したものです。 

(3.1.1.17) リスクの財務的影響を定量化することができますか。 

選択: 

☑ はい 

(3.1.1.21) 中期的に見込まれる財務上の影響額ー最小（通貨） 

100000000 

(3.1.1.22) 中期的に見込まれる財務上の影響額ー最大（通貨）  

1000000000 
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(3.1.1.25) 財務上の影響額の説明 

深刻な干ばつが数週間続き、東海工場が減産を余儀なくされた場合、概算で 1 億円から 10 億円の減収を見込んでいます。 上記の財務上の影響額の試算は、数週間

分の減産による売上高減少を計算したもので、生産量減の概算値に各製品の単価を掛け合わせ、合計したものです。 

(3.1.1.26) リスクへの主な対応 

インフラ、テクノロジー、支出  

☑ 水の効率的な利用、再利用、リサイクル、および保全活動を採用  
 

(3.1.1.27) リスク対応費用  

194000000 

(3.1.1.28) 費用計算の説明  

冷却水や希釈水を含む取水・排水設備の整備（水のバッファータンクなど）にかかる費用。 費用としては 2024 年度の設備保全費用と同程度の規模の費用がかかる

と想定しているため、2024 年度の設備保全費用の実績値の概算値を示した。 

(3.1.1.29) 対応の詳細  

水不足対策としては、水量原単位の向上と、漏水などの原因となる設備保全に取り組んでいます。 水量効率の向上では、工場敷地内の水の適正配分、再生水の利用

頻度向上、生産プロセス改善に努めることで、用水使用量の売上収益原単位を 2030 年までに 2013 年対比で 50％削減することを目指して取り組んでいます。これ

までの取り組みの成果から、2024 年度実績で既に 37.8%削減を実現しています。また環境保全については、毎年設備診断を実施して老朽化検討を行い、優先順位

をつけて設備更新対応を行っています。これにより冷却水を始めとした幾つかの工程での漏水を防止し、水使用量の改善につなげることで干ばつ影響を少しでも軽

減するように努めています。 

プラスチック 

(3.1.1.1) リスク識別 ID  

選択: 

☑ Risk3 
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(3.1.1.3) リスクの種類と主な環境リスク要因 

慢性の物理的リスク 

☑ 大気、土壌、淡水または海洋へのマクロプラスチックまたはマイクロプラスチックの流出度の悪化 
 

(3.1.1.4) リスクが発生するバリューチェン上の段階 

選択: 

☑ EOL（End-of-life）管理  

(3.1.1.6)  リスクが発生する国/地域 

該当するすべてを選択 

☑ 日本 

(3.1.1.9)  リスクに関する組織固有の詳細  

不明 

(3.1.1.11) リスクの主な財務的影響  

選択: 

☑ ブランドダメージ 

(3.1.1.12) このリスクが組織に重大な影響を及ぼすと考えられる時間軸  

該当するすべてを選択 

☑ 長期 

(3.1.1.13) 想定される時間軸でこのリスクが影響を及ぼす可能性  

選択: 
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☑ 不明  

(3.1.1.14)  影響の程度 

選択: 

☑ 不明 

(3.1.1.16) 選択した将来的の時間軸において、当該リスクが組織の財務状況、業績およびキャッシュフローに及ぼすことが

考えられる影響 

不明 

(3.1.1.26) リスクへの主な対応 

インフラ、テクノロジー、支出  

☑ マイクロプラスチックの排出を削減するための行動をとる 
 

(3.1.1.29) 対応の詳細  

マイクロプラスチックの排出を削減するための行動をとる。 

[行を追加] 
 

(3.1.2) 報告年における環境リスクがもたらす重大な影響に脆弱な財務指標の額と割合を記入してください。 

気候変動 

(3.1.2.1)  財務指標  

選択: 

☑ 売上  
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(3.1.2.2) この環境課題に対する移行リスクに脆弱な財務指標の額 (質問 1.2 で選択したものと同じ通貨単位で) 

0 

(3.1.2.3) この環境課題に対する移行リスクに脆弱な財務指標の全体に対する割合 (%) 

選択: 

☑ 1%未満 

(3.1.2.4)  この環境課題に対する物理的リスクに脆弱な財務指標の額 (質問 1.2 で選択したものと同じ通貨単位で)  

0 

(3.1.2.5)  この環境課題に対する物理的リスクに脆弱な財務指標の全体に対する割合 (%) 

選択: 

☑ 1%未満  

(3.1.2.7)  財務数値の説明 

特になし 

ウォーター 

(3.1.2.1)  財務指標  

選択: 

☑ 売上  

(3.1.2.2) この環境課題に対する移行リスクに脆弱な財務指標の額 (質問 1.2 で選択したものと同じ通貨単位で) 

0 

(3.1.2.3) この環境課題に対する移行リスクに脆弱な財務指標の全体に対する割合 (%) 
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選択: 

☑ 1%未満 

(3.1.2.4)  この環境課題に対する物理的リスクに脆弱な財務指標の額 (質問 1.2 で選択したものと同じ通貨単位で)  

0 

(3.1.2.5)  この環境課題に対する物理的リスクに脆弱な財務指標の全体に対する割合 (%) 

選択: 

☑ 1%未満  

(3.1.2.7)  財務数値の説明 

特になし 

[行を追加] 
 

(3.2) 各河川流域には、水関連リスクの重大な影響にさらされている施設はいくつありますか。これは施設総数のどれぐら

いの割合を占めていますか。 

Row 1 

(3.2.1) 国/地域および河川流域 

日本 

☑ 木曽川 
 

(3.2.2) この河川流域でリスクにさらされている施設が特定されたバリューチェーンの段階  

該当するすべてを選択 

☑ 直接操業  
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(3.2.3) 貴組織の直接操業内のこの河川流域における水関連リスクにさらされている施設の数  

1 

(3.2.4) 貴組織の直接操業内の総施設数に占める、この河川流域における水関連リスクにさらされている施設の割合 (%)  

選択: 

☑ 1-25% 

(3.2.10) 貴組織のグローバルな総売上のうち、影響を受ける可能性のある売上の割合 (%) 

選択: 

☑ 1-10% 

(3.2.11) 説明してください 

東レ東海工場では、主に設備の冷却と排水の希釈に水を使用しています。もし、深刻な干ばつが続き、数ヶ月にわたって取水量を減らさざるを得なくなった場合、

冷却効率の低下による生産量の減少や、排水の希釈のための水不足など、工場の操業に影響を及ぼします。 

[行を追加] 
 

(3.3) 報告年の間に、貴組織は水関連の規制違反を理由として罰金、行政指導等、その他の処罰を科されましたか。 

 

水関連規制に関す

る違反 
罰金、執行命令またはその他の罰則 コメント 

  選択: 

☑ はい 

該当するすべてを選択 

☑ 執行命令またはその他の罰

則。ただし、重大だと見なされ

るものはなし 

海外関係会社にて下水道への放流基準（色度）の違反があったとして改善を命令された。 
東レ本体にて有害物質が土壌に漏洩した。漏洩物の回収地下水の監視を指導された。 上記

2 件の軽微な命令・指導があった。 

[固定行] 
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(3.5) 貴組織の事業や活動はカーボンプライシング制度 (ETS、キャップ・アンド・トレード、炭素税) による規制を受けて

いますか。 

選択: 

☑ はい 

(3.5.1) 貴組織の事業活動に影響を及ぼすカーボンプライシング規制を選択してください。 

該当するすべてを選択 

☑ 日本炭素税 

(3.5.3) 貴組織が規制を受ける税制それぞれについて、以下の表に記入してください。 

日本炭素税  

(3.5.3.1) 期間開始日 

03/30/2024 

(3.5.3.2) 期間終了日 

05/29/2025 

(3.5.3.3) 税の対象とされるスコープ 1 総排出量の割合 

60 

(3.5.3.4) 支払った税金の合計金額 

391096 

(3.5.3.5) コメント 

特になし 
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[固定行] 
 

(3.5.4) 規制を受けている、あるいは規制を受けることが見込まれる制度に準拠するための貴組織の戦略を回答してくださ

い。 

自社が排出する炭素を独自の基準で金銭価値化し、コストやインセンティブとして可視化することにより、自社の経営を低炭素、脱炭素にシフトしていくためにイ

ンターナルカーボンプライシング（ICP）を活用する。 省エネおよび脱炭素化の設備投資に加え、低炭素排出プロセスの適用判断等にも活用する。 ICP 価格設定

は、炭素税の動向を確認し適宜見直しをしていく。 今後、自社の ICP による投資採算基準を明確化し、低炭素、脱炭素活動を促進していく。 また、これまでの活

動についても以下の通り記載する。 事業の成長拡大によってエネルギー使用量は必然的に増大するが、弊社では生産設備のエネルギー効率の向上、再生可能エネル

ギーの導入、CO2 排出係数の低い原燃料への転換などの手段によって、CO2 削減目標を各工場毎に設定し、CO2 排出量の増加を抑制し削減する努力を行ってい

る。 再生可能エネルギーの取り組み事例としては以下の通り。 ・2016 年度に名古屋事業場にマイクロ水力発電を設置。 ・2017 年度に瀬田工場の遊休地に太陽光

発電設備を設置。 ・2018 年度にマレーシア工場、名古屋事業場の工場屋根に太陽光発電設備を設置。 ・2019 年度に中国南通社、堺織物の建物屋根に太陽光発電

を設置。名古屋事業場に CFCs を利用する冷凍機を廃止 ・2020 年度に中国関係会社の工場屋根に太陽光発電設備を設置。 ・2021 年度に東京本社でカーボンフリ

ー電力を導入。瀬田工場の工場屋根に太陽光発電設備を設置。 ・2022 年度に基礎研究センター（鎌倉）に太陽光発電設備を設置。 ・2023 年度に滋賀事業場に太

陽光発電設備を設置、名古屋支店カーボンフリー電力を導入した。 ・2024 年度に石川工場に太陽光発電設備を設置、中国関係会社で太陽光発電設備の増強し、滋

賀事業場と岐阜工場では一部の電力をカーボンフリー電力を導入した。 東レグループでは 2025 年度に 2022 年度の設備能力増加を KPI に設定し再生可能エネルギ

ー設備の導入を推進しており、2024 年度実績は前年度比 182%の増加となった。 

(3.6) 報告年の間に貴組織に大きな影響を与えた、あるいは将来的に貴組織に大きな影響を与えることが見込まれる何らか

の環境上の機会を特定していますか。 

気候変動 

(3.6.1) 特定された環境上の機会 

選択: 

☑ はい、機会を特定しており、その一部/すべてが実現されつつあります 

フォレスト 

(3.6.1) 特定された環境上の機会 
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選択: 

☑ いいえ 

(3.6.2) 自組織に環境上の機会がないと考える主な理由 

選択: 

☑ 機会は存在しています。しかしそのいずれも組織にとって大きな影響を与えるものではありません。 

(3.6.3) 説明してください 

RSPO 認証品や同等レベルで環境・人権問題に悪影響を及ぼしていないことが確認されたパーム油を用いた油剤を調達し、環境・人権問題フリーのパーム油を使用

した繊維製品であることがアピールできる。ただし、現状そのような市場は存在していないこと、存在しても一般市民のパーム油に対する知識は不足しており、当

社繊維製品の事業拡大にはそれほど効果はないと予測する。 

ウォーター 

(3.6.1) 特定された環境上の機会 

選択: 

☑ はい、機会を特定しており、その一部/すべてが実現されつつあります 

[固定行] 
 

(3.6.1) 報告年の間に貴組織に大きな影響を与えた、あるいは将来的に貴組織に大きな影響を与えることが見込まれる特定

された環境上の機会の詳細を記載してください。 

気候変動 

(3.6.1.1) 機会 ID 

選択: 

☑ Opp1 
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(3.6.1.3) 機会の種類と主な環境機会要因 

製品およびサービス  

☑ R&D 及び技術革新を通じた新製品やサービスの開発  
 

(3.6.1.4) 機会が発現するバリューチェーン上の段階 

選択: 

☑ バリューチェーン下流 

(3.6.1.5) 機会が発現する国/エリア 

該当するすべてを選択 

☑ 日本 

(3.6.1.8) 組織固有の詳細 

東レグループでは、気候変動に関連する機会として、環境配慮型製品のうち、「省エネルギー」「新エネルギー」カテゴリー（以下の関連産業で使用される材料、

部品、技術と定義）の売上高増加を想定しております。 1）東レ製品を使用することによって、LCA（使用時を含めたライフサイクル全体を通じて）でエネルギー

消費を削減できるもの ・比較対照とする従来製品・技術レベルは、認定対象品種を申請した時点の世の中の標準的レベルとする ・ここでのエネルギー消費はＧＨ

Ｇ削減に限定 2）再生可能エネルギー（太陽光発電、風力発電など）。 3）燃料電池 4）原子力発電 5） エネルギー貯蔵技術；二次電池・次世代電池、二次電池

（リチウムイオン電池、キャパシタ等）。 6）スマートグリッドに用いられる上記以外の電気部品（スマートメーター、省エネ電線、フライホイール、NAS、パワ

ーコンディショナ／インバータ等）。 東レグループは、水素・燃料電池の核心部材である触媒付き電解質膜「CCM：Catalyst Coated Membrane」および膜・電極

接合体「MEA：Membrane Electrode Assembly」を効率的に生産するドイツ法人の GNT（Greenerity）に設備を増強して、市場拡大黎明期ではありますが、着実に

進めています。また、山梨県、東京電力 HD とともに甲府市米倉山の電力貯蔵技術研究サイトにおいて、当社膜を使用した PEM 型水素製造装置で技術開発を進め

ています。さらに共同事業体を設立し、水素圧縮技術として同じ PEM 型でキーマテリアルである電解質膜とスタックの開発を担い、機械メーカーである加地テッ

クがそのスタックを内蔵したシステムを開発することも加えて進化させています。既に環境モデル都市の北九州市の関連会社である TEK の太陽光発電事業所で IHI
や ENEOS などとも連携し、環境省の水素関連事業で協力して進めています。また、2021 年 9 月には、ドイツのシーメンス・エナジーとの間でパートナーシップ

を締結しました。両社の水素関連技術・事業、およびグローバルネットワークを活かして最適なソリューショシを提供し、グリーン水素の導入拡大に向けたグロー

バル展開を共同で推進します. カーボンニュートラルの実現を目指すためには、企業個社でなく、社会インフラを構築していくための産官学での連携は必須であ

り、このような取り組みを進めていく必要があります。基礎研究技術開発では、革新二酸化炭素（CO2）分離膜を開発中です。本分離膜は、中空糸状の多孔質炭素

繊維を支持体とし、その表面に薄い炭素膜の分離機能層を有するオールカーボンの 2 層構造を持つもので、優れた CO2 の分離性能と高耐久性を兼ね備え、従来の
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無機系分離膜と比較して設備の小型化が可能です。炭素循環社会の実現に向けた CO2 の利活用には、CO2 分離技術が不可欠です。すでに米国では、CO2 を古い油

田に注入することで、油田に残った原油を圧力で押し出しつつ、CO2 を地中に貯留するという CCUS が行われており、全体では CO2 削減が実現できるほか、石油

の増産にもつながるといったビジネスになっており、気体分離の革新的イノベーションを求めています。一般的な CO2 分離技術として、吸収法や吸着法があるも

のの、いずれもエネルギー消費量が大きく、省エネルギー化の課題があり、エネルギー消費量が少ない膜での分離法が注目されており、世界中で研究が進められて

います。 

(3.6.1.9) 当該機会の主な財務的影響 

選択: 

☑ 商品とサービスに対する需要増加に起因する売上増加  

(3.6.1.10) 当該機会が組織に大きな影響を与えると見込まれる時間軸 

該当するすべてを選択 

☑ 長期 

(3.6.1.11) 想定される時間軸の間に当該機会が影響を与える可能性 

選択: 

☑ ほぼ確実 (99～100%) 

(3.6.1.12) 影響の程度 

選択: 

☑ 高い 

(3.6.1.14) 選択した将来的な時間軸において、当該機会が組織の財務状況、業績およびキャッシュフローに与えることが見

込まれる影響 

東レグループでは、環境配慮型製品をいくつかのカテゴリーに分類しています。その中でもカーボンニュートラル実現への貢献となる「省エネルギー」「新エネル

ギー」カテゴリーの 2023 年度実績は約 6,800 億円となりました。 

(3.6.1.15) 当該機会の財務上の影響を定量化することができますか。 
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選択: 

☑ はい 

(3.6.1.21) 長期的に見込まれる財務上の影響額 - 最小 (通貨) 

680000000000 

(3.6.1.22) 長期的に見込まれる財務上の影響額ー最大 (通貨) 

1200000000000 

(3.6.1.23) 財務上の影響額の説明 

東レグループでは、環境配慮型製品をいくつかのカテゴリーに分類しています。その中でもカーボンニュートラル実現への貢献となる「省エネルギー」「新エネル

ギー」カテゴリーは、東レグループの市場調査・事業拡大計画によると、2030 年には最大 1 兆 2,000 億円まで売上収益が拡大すると試算しており、2023 年度実績

の約 6,800 億円から 5,200 億円の増収を見込んでいます。 

(3.6.1.24) 機会を実現するための費用 

30000000000 

(3.6.1.25) 費用計算の説明 

東レグループの中期経営計画の 2023-2025 年度の研究開発費は、総額 2,200 億円となります。その 8 割強（約 1,800 億円）を、地球環境問題の解決に貢献する製品

を多く含む成長領域への研究開発に投入する計画です（費用の内訳は、材料費、労務費、減価償却費等です）。機会を実現するための費用（年間ベース）300 億円

は、2023-2025 年度の研究開発費のうち地球環境問題の解決に貢献する製品を多く含む成長領域への研究開発費用 1,800 億円 3 年に、全社における「省エネルギ

ー」「新エネルギー」カテゴリーの売上収益割合（約 50%）を乗じて計算しています。 

(3.6.1.26) 機会を実現するための戦略 

1）状況：気候変動問題に対応するため、省エネルギー分野のみならず、再生可能エネルギー（新エネルギー）市場が拡大しています。2）課題：東レグループの炭

素繊維材料は、風力発電システムのコストダウンに貢献することができ、風力発電システムのコストダウンに貢献できるため、再生可能エネルギー市場において需

要が見込まれ、製品売上拡大の機会となります。製品の更なる拡販のためには、製品の優位性を高めマーケットからの評価を得るための製品開発の強化が課題で

す。3）アクション：中計において、基本戦略の一つに「持続的な成長の実現」を掲げ、カーボンニュートラル社会実現への貢献に取組んでいます。その実現のた

め、研究開発費用を、地球環境問題の解決に貢献する製品を多く含む成長領域の研究開発にあてています。4）結果：米州市場については、2014 年にゾルテック社
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（Zoltek Companies, Inc.）を買収しました。本買収により、風車用ブレード材料の生産能力を拡大した結果、2023 年度の全社サステナビリティイノベーション

（地球環境、資源・エネルギー、水資源問題などの解決への貢献）製品の売上高は、2013 年度比約 2.3 倍に拡大しました。 

ウォーター 

(3.6.1.1) 機会 ID 

選択: 

☑ Opp2 

(3.6.1.3) 機会の種類と主な環境機会要因 

製品およびサービス  

☑ R&D 及び技術革新を通じた新製品やサービスの開発  
 

(3.6.1.4) 機会が発現するバリューチェーン上の段階 

選択: 

☑ バリューチェーン下流 

(3.6.1.5) 機会が発現する国/エリア 

該当するすべてを選択 

☑ 日本 

(3.6.1.6) 機会が発現する河川流域 

該当するすべてを選択 

☑ 不明 

(3.6.1.8) 組織固有の詳細 

東レの事業セグメントは、5 つの事業で構成されており、水処理事業は環境・エンジニアリングセグメントに含まれています。 同セグメントの 2024 年度の売上収
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益は 2,365 億円で、東レグループの売上高の約 10％を占めています。逆浸透（RO）膜と限外ろ過（UF）製品を含む当社の水処理事業は今後気候変動や水不足によ

る水需要の増加が期待され、当社の最も重要な事業の 1 つです。 RO 膜のエレメントは、さまざまな種類の水の浄化に使用されており、年々悪化する世界の水問題

に対応するため、水回収性能をさらに向上させる技術の開発が求められています。 水処理膜技術を活用して世界が直面する水不足の解消に貢献することは、東レグ

ループサステナビリティ・ビジョンで宣言した 4 つの目指す世界の１つであり、目指す世界の実現を通じて戦略的にビジネスの機会の実現を目指しています。 
2025 年度を最終年とする中期経営計画「AP-G 2025」における事業の基本戦略は「RO 膜のトップシェア獲得とエンジニアリング事業の拡大」を掲げており、水処

理事業における具体的な方針は、「地産地消を原則とするグローバル生産販売体制の強化」「 成長領域のニーズを捉えた新製品開発投入の加速と拡販」「技術サー

ビス力強化とお客様へ高度な価値を提供」の 3 つです。また、 RO の市場は年間 5％以上の成長が見込まれており、いくつかの成長市場にフォーカスしています。 
実行中の戦略の事例として、成長市場のひとつである中国では、中国の佛山市に新たにグループ会社を設立することで、生産コストの削減と納期短縮により市場シ

ェアの拡大に取り組んでいます。 さらに、中国内の事業拡大に重要な、中国内のローカルサプライチェーンと中国語が話せて現地の水事情に精通した販売チャネル

の構築に取り組んでいます。この戦略を前中経期間である 2022 年度末まで実行してきました。また、この戦略は、さまざまな種類の水処理膜を提供することによ

り、中国の水環境の改善と水不足の問題の解決に貢献するという、当社の CSR 戦略にも沿ったものであり、2025 年以降も本戦略を継承していきます。 

(3.6.1.9) 当該機会の主な財務的影響 

選択: 

☑ 新市場と新興市場への参入を通じた売上増加  

(3.6.1.10) 当該機会が組織に大きな影響を与えると見込まれる時間軸 

該当するすべてを選択 

☑ 短期 

(3.6.1.11) 想定される時間軸の間に当該機会が影響を与える可能性 

選択: 

☑ 可能性が高い (66～100%)  

(3.6.1.12) 影響の程度 

選択: 

☑ やや高い 

(3.6.1.14) 選択した将来的な時間軸において、当該機会が組織の財務状況、業績およびキャッシュフローに与えることが見
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込まれる影響 

直近年度の売上実績に基づく金額です。東レは、産業用 RO 膜の市場は年率 5%拡大し、2023 年度には RO 膜ユニットで 250 万本／年を超える市場に成長したと見

ています。この事業機会を確実に取り込むべく、当社の生産能力を 2019 年度対比 1.6 倍に増強し、2025 年度に環境・エンジニアリング事業セグメントの売上収益

を 2023 年度実績の 2,441 億円から 15％成長させ、売上収益 2,800 億円（財務的影響）を達成することを目指して取り組みを推進しています。 

(3.6.1.15) 当該機会の財務上の影響を定量化することができますか。 

選択: 

☑ はい 

(3.6.1.17) 短期的に見込まれる財務上の影響額 - 最小 (通貨) 

244100000000 

(3.6.1.18) 短期的に見込まれる財務上の影響額ー最大（通貨） 

280000000000 

(3.6.1.23) 財務上の影響額の説明 

直近年度の売上実績に基づく金額です。東レは、産業用 RO 膜の市場は年率 5%拡大し、2023 年度には RO 膜ユニットで 250 万本／年を超える市場に成長したと見

ています。この事業機会を確実に取り込むべく、当社の生産能力を 2019 年度対比 1.6 倍に増強し、2025 年度に環境・エンジニアリング事業セグメントの売上収益

を 2023 年度実績の 2,441 億円から 15％成長させ、売上収益 2,800 億円（財務的影響）を達成することを目指して取り組みを推進しています。 

(3.6.1.24) 機会を実現するための費用 

6000000000 

(3.6.1.25) 費用計算の説明 

東レグループの中期経営計画の 2023-2025 年度の研究開発費は、総額 2,200 億円となります。その 8 割強（約 1,800 億円）を、地球環境問題の解決に貢献する製品

を多く含む成長領域への研究開発に投入する計画です（費用の内訳は、材料費、労務費、減価償却費等です）。機会を実現するための費用（年間ベース）60 億円

は、2023-2025 年度の研究開発費のうち地球環境問題の解決に貢献する製品を多く含む成長領域への研究開発費用 1,800 億円 3 年 600 億円に、全社における環境・
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エンジニアリングセグメントの売上収益割合（約 10%）を乗じて計算しています。 

(3.6.1.26) 機会を実現するための戦略 

1）状況：水不足が懸念される地域にとって、降水量は非常に重要です。平均降水量の変化、特に渇水は、海水淡水化装置用高機能水処理膜のトップメーカーであ

る東レグループにとって、水処理事業拡大の機会となります。2）課題：東レグループは、きれいな浄化水およびきれいな空気を供給するためのソリューションを

提供する必要があります。製品の更なる拡販のためには、製品の優位性を高めマーケットからの評価を得るための製品開発の強化が課題です。3）アクション：中

経において、基本戦略の一つに「持続的な成長の実現」を掲げ、環境低負荷への貢献に取組んでいます。その実現のため、研究開発費用を、地球環境問題の解決に

貢献する製品を多く含む成長領域の研究開発にあてています。4）結果：RO（逆浸透）膜の透水性・耐久性を向上させ、より省エネルギー・省コストな「超低圧・

長寿命 RO 膜」を開発しました。その結果、30％の省エネと高耐久性を実現（当社従来比）。この RO 膜は、水処理コストの面で競争力があるため、RO 膜の急速

な拡販に効果を発揮しています。2023 年度の環境・エンジニアリング関連製品の売上高は、2013 年度比約 1.4 倍に拡大しまし た。 

[行を追加] 
 

(3.6.2) 報告年の間の、環境上の機会がもたらす大きな影響と整合する財務指標の額と比率を記入してください。 

気候変動 

(3.6.2.1) 財務指標 

選択: 

☑ 売上 

(3.6.2.2) この環境課題に対する機会と整合する財務指標の額 (1.2 で選択したものと同じ通貨単位で) 

1368900000000 

(3.6.2.3) この環境課題に対する機会と整合する財務指標の全体に対する割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(3.6.2.4) 財務数値の説明 
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2024 年度のサステナビリティイノベーション事業の売上収益 

ウォーター 

(3.6.2.1) 財務指標 

選択: 

☑ 売上 

(3.6.2.2) この環境課題に対する機会と整合する財務指標の額 (1.2 で選択したものと同じ通貨単位で) 

1368900000000 

(3.6.2.3) この環境課題に対する機会と整合する財務指標の全体に対する割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(3.6.2.4) 財務数値の説明 

2024 年度のサステナビリティイノベーション事業の売上収益 

[行を追加] 
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C4. ガバナンス 
(4.1) 貴組織は取締役会もしくは同等の管理機関を有していますか。 

(4.1.1) 取締役会または同等の管理機関 

選択: 

☑ はい 

(4.1.2) 取締役会または同等の機関が開催される頻度 

選択: 

☑ 四半期に 1 回以上の頻度で  

(4.1.3) 取締役会または同等の機関の構成メンバー (取締役) の種類 

該当するすべてを選択 

☑ 常勤取締役またはそれに準ずる者  

☑ 非常勤取締役またはそれに準ずる者  

☑ 独立社外取締役またはそれに準ずる者  

(4.1.4) 取締役会のダイバーシティ＆インクルージョンに関する方針 

選択: 

☑ はい、公開された方針があります。  

(4.1.5) 当該方針の対象範囲を簡潔に記載してください。 

当社グループは、広範囲な事業領域でグローバルに活動を行っており、持続的成長と企業価値向上を実現していくためには、それぞれの事業を取り巻く多種多様な

リスクに適切に対応していかなければなりません。取締役会は、監督と意思決定の役割を果たすためにそうしたリスクを多面的に評価しなければならず、知識、経

験、能力などの点で、企業活動の領域を広くカバーしつつ バランスが取れた員数および構成とし、全体としての多様性を適切に確保することとして、取締役のスキ
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ル・マトリックスを公表しています。 

(4.1.6) 方針を添付してください (任意) 

企業統治 _2025_merged.pdf 
[固定行] 
 

(4.1.1) 貴組織では、取締役会レベルで環境課題を監督していますか。 

 

この環境課題に対す

る取締役会レベルの

監督 

この環境課題に対し

て取締役会レベルで

監督を行わない主な

理由 

 この環境課題に対し、貴組織がなぜ取締役会レベルでの監督を行わないかを説明してください。  

気候変動 選択: 

☑ はい 

選択: リッチテキスト入力 [以下でなければなりません 2500 文字] 

フォレスト 選択: 

☑ いいえ、しかし

今後 2 年以内に行

う予定です 

選択: 

☑ 重要でないか、

関連性がないと判

断した 

当社はパーム油そのものを調達しているわけではなく、調達している油剤の成分の１つにパーム油が

用いられているだけであり、調達金額も原料・燃料の年間総購買金額の 1%未満であることから、他

のリスクと比較して相対的に重要性は高くないと判断しているため。 

ウォーター 選択: 

☑ はい 

選択: リッチテキスト入力 [以下でなければなりません 2500 文字] 

生物多様性 選択: 

☑ はい 

選択: リッチテキスト入力 [以下でなければなりません 2500 文字] 

[固定行] 

(4.1.2) 環境課題に対する説明責任を負う取締役会のメンバーの役職 (ただし個人名は含めないこと) または委員会を特定

し、環境課題を取締役会がどのように監督しているかについての詳細を記入してください。 
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気候変動 

(4.1.2.1) この環境課題に説明責任を負う個人の役職または委員会 

該当するすべてを選択 

☑ 社長 

(4.1.2.2) この環境課題に対する各役職の説明責任は取締役会を対象とする方針の中で規定されています 

選択: 

☑ はい 

(4.1.2.3) この環境課題に対する当該役職の説明責任を規定する方針類 

該当するすべてを選択 

☑ 取締役会を対象とするその他の方針、具体的にお答えください :サステナビリティ推進活動は、CSR、リスクマネジメント、安全・衛生・環境、研究・技

術開発の活動と密接に結びついており、これらと連携した活動を通じて、東レグループ全体の気候変動に関する課題に取り組んでいます。さらに、サステ

ナビリティ推進活動の進捗、結果は取締役会で年 1 回以上報告され、取締役会は、気候変動への対応を適切にモニタリングするとともに、経営判断に際し

て、気候変動に関する問題を重要な要素の 1 つとして考慮し、監督と総合的な意思決定を行っています。 

(4.1.2.4) この環境課題が議題に予定されている頻度 

選択: 

☑ 一部の取締役会で予定される議題 – 少なくとも年に一度 

(4.1.2.5) この環境課題が組み込まれたガバナンスメカニズム 

該当するすべてを選択 

☑ 企業目標設定の監督 ☑ 気候移行計画実行のモニタリング 

☑ シナリオ分析の監督と指導 ☑ 政策エンゲージメントの監督と指導 

☑ 気候移行計画策定の監督と指導 ☑ 従業員インセンティブの承認と監督 

☑ 開示、監査、検証プロセスの監督 ☑ 企業目標に向けての進捗状況のモニタリング 
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☑ 全社方針やコミットメントの承認 ☑ 依存、インパクト、リスク、機会の評価プロセスの審議と指導 

(4.1.2.7) 説明してください 

東レグループは、カーボンニュートラル・資源循環・ネイチャーポジティブへの対応を含む「サステナビリティ・ビジョン」実現に向け、取り組みを推進していま

す。東レグループはカーボンニュートラル実現に向けて、事業を通じた社会の GHG 排出量削減への貢献（サステナビリティイノベーション事業拡大各プロジェク

ト（以下、SI 事業拡大各 PJ））と自社の活動における GHG 排出量削減（気候変動対策各プロジェクト（以下、気候変動対策各 PJ））の両輪で推進します。 従

来、気候変動対策推進の統括機関として運営していたサステナビリティ委員会を発展的に解消し、SI 事業拡大各 PJ と気候変動対策各 PJ の活動における基本戦

略、設備投融資等の重要課題については、刻々と変化する経営環境を踏まえて、取締役会の協議機関である経営会議で随時審議する体制に変更しました。従来の機

能を維持しながら機動性を高めて、気候変動への対応を加速させていきます。 また、サステナビリティ推進活動は、ガバナンス、工場・設備・生産、安全・衛生・

環境、リスクマネジメント、人権・人的資本、研究・技術開発などの各機能と密接に結びついており、これらと連携した活動を通じて、東レグループ全体の気候変

動に関する課題に取り組んでいます。さらに、サステナビリティ推進活動の進捗、結果は取締役会で年 1 回以上報告され、取締役会は、気候変動への対応を適切に

モニタリングするとともに、経営判断に際して、気候変動に関する問題を重要な要素の 1 つとして考慮し、監督と総合的な意思決定を行っています。 SI 事業拡大

各 PJ では、各事業本部での取り組みを基本としつつ、モビリティ、資源循環、水素などの事業横断領域については個別に部会を設置し、連携して SI 事業の拡大に

取り組んでいます。 気候変動対策各 PJ では、2030 年の Scope1 および Scope2 の GHG 排出量削減目標の実現に向けた取り組みをチャレンジ 50＋プロジェクトと

して全社的に推進しています。また、同 PJ の GHG 削減部会（気候変動対策部会から名称変更）においては、さらなる GHG 排出量削減に向けた全体戦略や、

Scope3 排出量の削減、社外発信、カーボンプライシングなどの議論を進めています。 東レグループのカーボンニュートラルへの取り組みは、事業拡大とカーボン

ニュートラル実現の両立を目指すものです。生産活動に伴う GHG 排出量として、Scope1、2 排出量からカーボンネガティブに貢献する事業による CO2 吸収量を

差し引いた「実質排出量」を対象とし、GHG 排出量の売上収益原単位の低減を通じて Scope1、2 排出量を徹底的に削減します。削減しきれない排出は、CO2 資源

化などを通じて CO2 を利活用することにより、2050 年の「実質排出量」ゼロを目指します。合わせて、Scope3 排出量の削減につながる資源循環への取り組み、

生物多様性・自然資本の保全との両立も推進しています。 

ウォーター 

(4.1.2.1) この環境課題に説明責任を負う個人の役職または委員会 

該当するすべてを選択 

☑ 社長 

(4.1.2.2) この環境課題に対する各役職の説明責任は取締役会を対象とする方針の中で規定されています 

選択: 

☑ はい 
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(4.1.2.3) この環境課題に対する当該役職の説明責任を規定する方針類 

該当するすべてを選択 

☑ 取締役会を対象とするその他の方針、具体的にお答えください :サステナビリティ推進活動は、CSR、リスクマネジメント、安全・衛生・環境、研究・技

術開発の活動と密接に結びついており、これらと連携した活動を通じて、東レグループ全体の気候変動に関する課題に取り組んでいます。さらに、サステ

ナビリティ推進活動の進捗、結果は取締役会で年 1 回以上報告され、取締役会は、気候変動への対応を適切にモニタリングするとともに、経営判断に際し

て、気候変動に関する問題を重要な要素の 1 つとして考慮し、監督と総合的な意思決定を行っています。 

(4.1.2.4) この環境課題が議題に予定されている頻度 

選択: 

☑ 一部の取締役会で予定される議題 – 少なくとも年に一度 

(4.1.2.5) この環境課題が組み込まれたガバナンスメカニズム 

該当するすべてを選択 

☑ 企業目標設定の監督 ☑ 気候移行計画実行のモニタリング 

☑ シナリオ分析の監督と指導 ☑ 政策エンゲージメントの監督と指導 

☑ 気候移行計画策定の監督と指導 ☑ 従業員インセンティブの承認と監督 

☑ 開示、監査、検証プロセスの監督 ☑ 企業目標に向けての進捗状況のモニタリング 

☑ 全社方針やコミットメントの承認 ☑ バリューチェーン協働の監督およびガイド  

☑ 依存、インパクト、リスク、機会の評価プロセスの審議と指導  

(4.1.2.7) 説明してください 

東レグループサステナビリティ・ビジョンで 2050 年度までに目指す 4 つの世界を達成するためのロードマップと進捗状況を監督している。目指す 4 つの世界の一

つは「誰もが安全な水・空気を利用し、自然環境が回復した世界」である。この世界を実現するために、KPI の 1 つとして「東レの水処理膜の水処理貢献量」を設

定し、2030 年度の目標は基準年度の 2013 年度の 3 倍に設定して、サステナビリティ委員会でその進捗状況もフォローアップしている。本目標に対する 2022 年度

実績値は 2.5 倍となり、計画よりも前倒しで進捗していることから、2030 年の目標値を 3.5 倍に上方修正することを議論・決定し、2023 年 3 月に公表した。これ

らの内容は、取締役会にも定期的に報告している。 社長は、他の経営陣と共同で、市場の需要に応えるべく 2021 年度には中国での RO 膜の製造能力拡大への投資

を決定し、「東レの水処理膜の水処理貢献量」について 2022 年度の中間目標値を達成した。さらに、2030 年度の「東レの水処理膜の水処理貢献量」の目標値を

2013 年度対比 3.5 倍に上方修正することを決定した。 
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生物多様性 

(4.1.2.1) この環境課題に説明責任を負う個人の役職または委員会 

該当するすべてを選択 

☑ 社長 

(4.1.2.2) この環境課題に対する各役職の説明責任は取締役会を対象とする方針の中で規定されています 

選択: 

☑ はい 

(4.1.2.3) この環境課題に対する当該役職の説明責任を規定する方針類 

該当するすべてを選択 

☑ 取締役会を対象とするその他の方針、具体的にお答えください :サステナビリティ推進活動は、CSR、リスクマネジメント、安全・衛生・環境、研究・技

術開発の活動と密接に結びついており、これらと連携した活動を通じて、東レグループ全体の気候変動に関する課題に取り組んでいます。さらに、サステ

ナビリティ推進活動の進捗、結果は取締役会で年 1 回以上報告され、取締役会は、気候変動への対応を適切にモニタリングするとともに、経営判断に際し

て、気候変動に関する問題を重要な要素の 1 つとして考慮し、監督と総合的な意思決定を行っています。 

(4.1.2.4) この環境課題が議題に予定されている頻度 

選択: 

☑ 一部の取締役会で予定される議題 – 少なくとも年に一度 

(4.1.2.5) この環境課題が組み込まれたガバナンスメカニズム 

該当するすべてを選択 

☑ シナリオ分析の監督と指導 ☑ 政策エンゲージメントの監督と指導 

☑ 気候移行計画策定の監督と指導 ☑ 従業員インセンティブの承認と監督 

☑ 開示、監査、検証プロセスの監督 ☑ 依存、インパクト、リスク、機会の評価プロセスの審議と指導 

☑ 全社方針やコミットメントの承認  
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☑ 気候移行計画実行のモニタリング  

(4.1.2.7) 説明してください 

東レグループは、カーボンニュートラル・資源循環・ネイチャーポジティブへの対応を含む「サステナビリティ・ビジョン」実現に向け、取り組みを推進していま

す。東レグループはカーボンニュートラル実現に向けて、事業を通じた社会の GHG 排出量削減への貢献（サステナビリティイノベーション事業拡大各プロジェク

ト（以下、SI 事業拡大各 PJ））と自社の活動における GHG 排出量削減（気候変動対策各プロジェクト（以下、気候変動対策各 PJ））の両輪で推進します。 従

来、気候変動対策推進の統括機関として運営していたサステナビリティ委員会を発展的に解消し、SI 事業拡大各 PJ と気候変動対策各 PJ の活動における基本戦

略、設備投融資等の重要課題については、刻々と変化する経営環境を踏まえて、取締役会の協議機関である経営会議で随時審議する体制に変更しました。従来の機

能を維持しながら機動性を高めて、気候変動への対応を加速させていきます。 また、サステナビリティ推進活動は、ガバナンス、工場・設備・生産、安全・衛生・

環境、リスクマネジメント、人権・人的資本、研究・技術開発などの各機能と密接に結びついており、これらと連携した活動を通じて、東レグループ全体の気候変

動に関する課題に取り組んでいます。さらに、サステナビリティ推進活動の進捗、結果は取締役会で年 1 回以上報告され、取締役会は、気候変動への対応を適切に

モニタリングするとともに、経営判断に際して、気候変動に関する問題を重要な要素の 1 つとして考慮し、監督と総合的な意思決定を行っています。 SI 事業拡大

各 PJ では、各事業本部での取り組みを基本としつつ、モビリティ、資源循環、水素などの事業横断領域については個別に部会を設置し、連携して SI 事業の拡大に

取り組んでいます。 気候変動対策各 PJ では、2030 年の Scope1 および Scope2 の GHG 排出量削減目標の実現に向けた取り組みをチャレンジ 50＋プロジェクトと

して全社的に推進しています。また、同 PJ の GHG 削減部会（気候変動対策部会から名称変更）においては、さらなる GHG 排出量削減に向けた全体戦略や、

Scope3 排出量の削減、社外発信、カーボンプライシングなどの議論を進めています。 東レグループのカーボンニュートラルへの取り組みは、事業拡大とカーボン

ニュートラル実現の両立を目指すものです。生産活動に伴う GHG 排出量として、Scope1、2 排出量からカーボンネガティブに貢献する事業による CO2 吸収量を

差し引いた「実質排出量」を対象とし、GHG 排出量の売上収益原単位の低減を通じて Scope1、2 排出量を徹底的に削減します。削減しきれない排出は、CO2 資源

化などを通じて CO2 を利活用することにより、2050 年の「実質排出量」ゼロを目指します。合わせて、Scope3 排出量の削減につながる資源循環への取り組み、

生物多様性・自然資本の保全との両立も推進しています。 

[固定行] 
 

(4.2) 貴組織の取締役会は、環境課題に対する能力を有していますか。  

気候変動 

(4.2.1) この環境課題に対する取締役会レベルの能力 

選択: 

☑ はい 

(4.2.2) 取締役会が環境課題に関する能力を維持するためのメカニズム 
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該当するすべてを選択 

☑ 社内の専門家による常設ワーキンググループに定期的に助言を求めています。 

☑ 環境課題に関し、組織外のステークホルダーや専門家と定期的にエンゲージメントを行っています。  

☑ 環境課題に関する知識を、取締役の指名プロセスに組み込んでいます。 

☑ 取締役向けに、環境課題や業界のベストプラクティス、基準 (TCFD、SBTi 等) に関する定期的な研修を行っています。  

☑ この環境課題に関して専門的知見を有する取締役会メンバーが少なくとも 1 人います。 

(4.2.3) 取締役会メンバーの環境関連の専門知識 

経験 

☑ 環境委員会または団体の活動的なメンバー 
 

フォレスト 

(4.2.1) この環境課題に対する取締役会レベルの能力 

選択: 

☑ いいえ、そして今後 2 年以内にそうする予定もありません 

(4.2.4) この環境課題に対し取締役会レベルの能力がない主な理由 

選択: 

☑ 重要でないか、関連性がないと判断した 

(4.2.5) 貴組織の取締役会がなぜこの環境課題に対する能力を有していないのかを説明してください。  

気候変動や水セキュリティ、情報セキュリティ、安全保障貿易等、当社への影響度が大きく差し迫った優先事項があり、それらの能力に優先的に取り組む必要があ

ると考えるため。 

ウォーター 

(4.2.1) この環境課題に対する取締役会レベルの能力 
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選択: 

☑ はい 

(4.2.2) 取締役会が環境課題に関する能力を維持するためのメカニズム 

該当するすべてを選択 

☑ 社内の専門家による常設ワーキンググループに定期的に助言を求めています。 

☑ 環境課題に関し、組織外のステークホルダーや専門家と定期的にエンゲージメントを行っています。  

☑ 環境課題に関する知識を、取締役の指名プロセスに組み込んでいます。 

☑ 取締役向けに、環境課題や業界のベストプラクティス、基準 (TCFD、SBTi 等) に関する定期的な研修を行っています。  

☑ この環境課題に関して専門的知見を有する取締役会メンバーが少なくとも 1 人います。 

(4.2.3) 取締役会メンバーの環境関連の専門知識 

経験 

☑ 環境委員会または団体の活動的なメンバー 
 
[固定行] 
 

(4.3) 貴組織では、経営レベルで環境課題に責任を負っていますか。 

 

この環境課題に対する経営レベルの責任 
環境課題について経営レベルで責任を

負わない主な理由 

貴組織において、経営レベルで環境課題に責任を負

わない理由を説明してください。 

気候変動 選択: 

☑ はい 

選択: リッチテキスト入力 [以下でなければなりません 

2500 文字] 

フォレスト 選択: 

☑ いいえ、しかし今後 2 年以内に行

選択: 

☑ 重要でないか、関連性がないと

森林破壊等に直接影響を及ぼすような事業を展開

していない。 
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この環境課題に対する経営レベルの責任 
環境課題について経営レベルで責任を

負わない主な理由 

貴組織において、経営レベルで環境課題に責任を負

わない理由を説明してください。 

う予定です 判断した 

 ウォーター 選択: 

☑ はい 

選択: リッチテキスト入力 [以下でなければなりません 
2500 文字] 

 生物多様性 選択: 

☑ はい 

選択: リッチテキスト入力 [以下でなければなりません 

2500 文字] 

[固定行] 

(4.3.1) 環境課題に責任を負う経営層で最上位の役職または委員会を記入してください (個人の名前は含めないでくださ

い) 。 

気候変動 

(4.3.1.1) 責任を有する個人の役職/委員会 

役員レベル 

☑ 社長 
 

(4.3.1.2) この役職が負う環境関連の責任 

依存、インパクト、リスクおよび機会 

☑ 環境への依存、インパクト、リスクおよび機会の評価  

☑ 環境への依存、インパクト、リスクおよび機会に関する今後のトレンドに関する評価  

☑ 環境への依存、インパクト、リスクおよび機会の管理  
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エンゲージメント  

☑ 環境課題に関する政策エンゲージメントの管理 

☑ 環境課題に関連したバリューチェーン・エンゲージメントの管理 
 

方針、コミットメントおよび目標  

☑ 全社的な環境目標に向けた進捗の測定 

☑ 全社的な環境方針および/またはコミットメントの策定 

☑ 全社的な環境目標の設定 
 

戦略と財務計画 

☑  環境関連のシナリオ分析の実施 

☑ 気候移行計画の作成 

☑ 気候移行計画の実行 

☑ 環境関連の開示、監査、検証プロセスの管理 
 

その他 

☑ 環境実績に関連した従業員インセンティブの提供 
 

(4.3.1.4) 報告系統（レポーティングライン） 

選択: 

☑ 取締役会に直接報告 

(4.3.1.5) 環境課題に関して取締役会に報告が行われる頻度 

選択: 

☑ 四半期に 1 回以上の頻度で 

(4.3.1.6) 説明してください 

気候変動は地球規模で取り組むべき最重要課題の１つであり、当社では社長が責任者となっている。 取締役会は、社長を含む社内取締役 6 名と社外取締役 4 名

（うち 1 名が取締役会議長）の合計 10 名の取締役が連帯して、気候変動に関する業務の執行状況を監督し、監督責任を負う体制となっている。 
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ウォーター 

(4.3.1.1) 責任を有する個人の役職/委員会 

役員レベル 

☑ 社長 
 

(4.3.1.2) この役職が負う環境関連の責任 

依存、インパクト、リスクおよび機会 

☑ 環境への依存、インパクト、リスクおよび機会の評価  

☑ 環境への依存、インパクト、リスクおよび機会に関する今後のトレンドに関する評価  

☑ 環境への依存、インパクト、リスクおよび機会の管理  
 

エンゲージメント  

☑ 環境課題に関する政策エンゲージメントの管理 

☑ 環境課題に関連したバリューチェーン・エンゲージメントの管理 
 

方針、コミットメントおよび目標  

☑ 全社的な環境目標に向けた進捗の測定 

☑ 全社的な環境方針および/またはコミットメントの策定 

☑ 全社的な環境目標の設定 
 

戦略と財務計画 

☑  環境関連のシナリオ分析の実施 

☑ 気候移行計画の作成 

☑ 気候移行計画の実行 

☑ 環境関連の開示、監査、検証プロセスの管理 
 

その他 

☑ 環境実績に関連した従業員インセンティブの提供 



60 

 

(4.3.1.4) 報告系統（レポーティングライン） 

選択: 

☑ 取締役会に直接報告 

(4.3.1.5) 環境課題に関して取締役会に報告が行われる頻度 

選択: 

☑ 四半期に 1 回以上の頻度で 

(4.3.1.6) 説明してください 

東レグループでは社長が水関連問題に関する責任者である。 東レグループサステナビリティ・ビジョンで 2050 年度までに目指す 4 つの世界を達成するためのロー

ドマップと進捗状況を監督している。目指す 4 つの 世界の一つは「誰もが安全な水・空気を利用し、自然環境が回復した世界」である。この世界を実現するため

に、KPI として「東レの水処理膜の水処理貢献量」を設定し、2030 年度目標は基準年度の 2013 年度の 3 倍に設定した。もう 1 つの KPI は、用水使用量売上高・売

上収益原単位であり、その 2030 年度目標は、基準年度である 2013 年度に対して 30％以上削減とした。2022 年度実績がそれぞれ 2.5 倍、32%削減と計画よりも前

倒しで進捗している為、サステナビリティ委員会で、2030 年度目標をそれぞれ 3.5 倍、50%削減に上方修正を行うことを議論・決定し、2023 年 3 月に公表した。

なお、2024 年度実績はそれぞれ 2.9 倍、37.8%削減となっている。これらの内容は取締役会に定期的に報告され、取締役会はこれを監督している。 

生物多様性 

(4.3.1.1) 責任を有する個人の役職/委員会 

役員レベル 

☑ 社長 
 

(4.3.1.2) この役職が負う環境関連の責任 

依存、インパクト、リスクおよび機会 

☑ 環境への依存、インパクト、リスクおよび機会の評価  

☑ 環境への依存、インパクト、リスクおよび機会に関する今後のトレンドに関する評価  
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☑ 環境への依存、インパクト、リスクおよび機会の管理  
 

方針、コミットメントおよび目標  

☑ 全社的な環境目標の設定 
 

その他 

☑ 環境実績に関連した従業員インセンティブの提供 
 

(4.3.1.4) 報告系統（レポーティングライン） 

選択: 

☑ 取締役会に直接報告 

(4.3.1.5) 環境課題に関して取締役会に報告が行われる頻度 

選択: 

☑ 四半期に 1 回以上の頻度で 

(4.3.1.6) 説明してください 

生物多様性に関する内容を取締役会に報告している。 

[行を追加] 
 

(4.5) 目標達成を含め、環境課題の管理に対して金銭的インセンティブを提供していますか。 
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この環境課題に関連し

た金銭的インセンティ

ブの提供 

この環境課題の管

理に関連した役員

および取締役会レ

ベルの金銭的イン

センティブが全体

に占める比率 (%) 

説明してください 

気候変動 選択: 

☑ はい 

10 売上高あたりの GHG 排出量の削減、エネルギー効率の向上、気候変動の緩和への貢献等環境問題

に貢献するサステナビリティイノベーション事業の事業拡大などの目標が達成されれば、インセ

ンティブが与えられる。 

フォレスト 選択: 

☑ いいえ、今後 2 年

以内に導入予定で

す。 

数値入力 [範囲は 
[0 - 100] 

今後導入予定。 

ウォーター 選択: 

☑ はい 

10 売上高あたりの GHG 排出量の削減、エネルギー効率の向上、気候変動の緩和への貢献等環境問題

に貢献するサステナビリティイノベーション事業の事業拡大などの目標が達成されれば、インセ

ンティブが与えられる。 

[固定行] 

(4.5.1) 環境課題の管理に対して提供される金銭的インセンティブについて具体的にお答えください (ただし個人の名前は

含めないでください) 。 

気候変動 

(4.5.1.1) 金銭的インセンティブの対象となる役職 

取締役会または役員レベル 

☑ 取締役会/執行役員会 
 

(4.5.1.2) インセンティブ 

該当するすべてを選択 



63 

☑ ボーナス - 給与の一定割合 

☑ 株式 

(4.5.1.3) 実績指標 

目標 

☑ 環境目標達成に向けた進捗  

☑ 環境目標の達成  
 

戦略と財務計画 

☑ 取締役会による気候移行計画の承認  
 

(4.5.1.4) 当該インセンティブが紐づけられているインセンティブプラン 

選択: 

☑ 短期および長期インセンティブプランまたは同等のもの 

(4.5.1.5) インセンティブに関する追加情報 

ライフサイクル全体を通じて GHG 排出削減、エネルギー効率向上に貢献する、サステナビリティイノベーション製品の事業拡大に関する東レグループの目標達成

に関するインセンティブ。報酬の業績連動部分は、2023 年度実績では報酬全体の約 29%で、その内短期的目標に連動するのは約 12%の賞与、中長期目標に連動す

るのは残り約 17%のストックオプション部分である。 ＜指標（目標値）＞ （１）サプライチェーンの GHG 排出削減に貢献する製品等を含むサステナビリティイ

ノベーション事業の収益拡大：2025 年／16000 億円（東レグループ全体） （２）サプライチェーンの GHG 排出削減に貢献する製品等を含むサステナビリティイ

ノベーション製品の供給拡大：2030 年／4.5 倍（2013 年対比、東レグループ全体） 

(4.5.1.6) 当該の役職に対するインセンティブは、どのような形で貴組織の環境関連のコミットメントおよび/または気候関

連の移行計画達成に寄与していますか。 

インセンティブ(報酬)は東レグループの業績に連動している。ライフサイクル全体を通じて GHG 排出削減、エネルギー効率向上に貢献する、サステナビリティイ

ノベーション製品の事業拡大によって東レグループの気候へのコミットメントおよび気候移行計画の実行に貢献することができる。 

ウォーター 



64 

(4.5.1.1) 金銭的インセンティブの対象となる役職 

取締役会または役員レベル 

☑ 取締役会/執行役員会 
 

(4.5.1.2) インセンティブ 

該当するすべてを選択 

☑ ボーナス - 給与の一定割合 

☑ 株式 

(4.5.1.3) 実績指標 

目標 

☑ 環境目標達成に向けた進捗  

☑ 環境目標の達成  
 

戦略と財務計画 

☑ 取締役会による気候移行計画の承認  
 

資源利用および効率性 

☑ 取水量の削減 - 直接操業  

☑ 水消費量の削減 - 直接操業  
 

汚染 

☑ 排水水質の改善 - 直接操業  

☑ 水質汚染事故の削減  

☑ 有害物質の削減または段階的使用停止  
 

(4.5.1.4) 当該インセンティブが紐づけられているインセンティブプラン 
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選択: 

☑ 短期および長期インセンティブプランまたは同等のもの 

(4.5.1.5) インセンティブに関する追加情報 

ライフサイクル全体を通じて GHG 排出削減、エネルギー効率向上に貢献する、サステナビリティイノベーション製品の事業拡大に関する東レグループの目標達成

に関するインセンティブ。報酬の業績連動部分は、2023 年度実績では報酬全体の約 29%で、その内短期的目標に連動するのは約 12%の賞与、中長期目標に連動す

るのは残り約 17%のストックオプション部分である。 ＜指標（目標値）＞ （１）サプライチェーンの GHG 排出削減に貢献する製品等を含むサステナビリティイ

ノベーション事業の収益拡大：2025 年／16000 億円（東レグループ全体） （２）サプライチェーンの GHG 排出削減に貢献する製品等を含むサステナビリティイ

ノベーション製品の供給拡大：2030 年／4.5 倍（2013 年対比、東レグループ全体） 

(4.5.1.6) 当該の役職に対するインセンティブは、どのような形で貴組織の環境関連のコミットメントおよび/または気候関

連の移行計画達成に寄与していますか。 

インセンティブ(報酬)は東レグループの業績に連動している。ライフサイクル全体を通じて GHG 排出削減、エネルギー効率向上に貢献する、サステナビリティイ

ノベーション製品の事業拡大によって東レグループの気候へのコミットメントおよび気候移行計画の実行に貢献することができる 

[行を追加] 
 

(4.6) 貴組織は、環境課題に対処する環境方針を有していますか。 

 

貴組織は環境方針を有していますか。 

 選択: 

☑ はい 

[固定行] 

(4.6.1) 貴組織の環境方針の詳細を記載してください。 
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Row 1 

(4.6.1.1) 対象となる環境課題 

該当するすべてを選択 

☑ 気候変動 

☑ ウォーター 

☑ 生物多様性 

(4.6.1.2) 対象範囲のレベル 

選択: 

☑ 組織全体 

(4.6.1.3) 対象となるバリューチェーン上の段階 

該当するすべてを選択 

☑ 直接操業  

☑ バリューチェーン上流  

☑ バリューチェーン下流  

(4.6.1.4) 対象範囲について説明してください 

東レグループ全体 

(4.6.1.5) 環境方針の内容 

環境に関するコミットメント 

☑ 規制および遵守が必須な基準の遵守に対するコミットメント  

☑ 規制遵守を超えた環境関連の対策を講じることに対するコミットメント 

☑ ステークホルダーエンゲージメントと環境課題に関するキャパシティビルディングに対するコミットメント  
 

気候に特化したコミットメント 
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☑ ネットゼロ排出に対するコミットメント 

☑ 化石燃料の拡大に投資を行わないことに対するコミットメント 

☑ 気候変動否定派または気候関連規制に反対するロビーグループへの資金提供を行わないことに対するコミットメント  
 

ウォーターに特化したコミットメント 

☑ 有害物質の削減または段階的な使用停止に対するコミットメント 

☑ 水質汚染の管理/削減/根絶に対するコミットメント 

☑ 取水量削減に対するコミットメント  

☑ 地元コミュニティにおける安全に管理された水衛生 (WASH) に対するコミットメント  
 

社会的コミットメント 

☑ 国際的に認められた人権の尊重に対するコミットメント  
 

追加的言及/詳細 

☑ 環境方針へのコンプライアンス違反のモニタリングおよびその他のグリーンウォッシングに関する懸念の表明/対処/報告のための通報/内部告発メカニズ

ムの詳細  
 

(4.6.1.6) 貴組織の環境方針がグローバルな環境関連条約または政策ゴールに整合したものであるかどうかを記載してくだ

さい。 

該当するすべてを選択 

☑ はい、パリ協定に整合しています。  

☑ はい、昆明・モントリオール世界生物多様性枠組に整合しています。  

☑ はい、持続可能な開発目標のゴール 6[安全な水とトイレを世界中に]に整合しています。 

(4.6.1.7) 公開の有無 

選択: 

☑ 公開されている 

(4.6.1.8) 方針を添付してください。 
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GL3_マージ.pdf 

[行を追加] 
 

(4.10) 貴組織は、何らかの環境関連の協働的な枠組みまたはイニチアチブの署名者またはメンバーですか。  

(4.10.1) 貴組織は、何らかの環境関連の協働的な枠組みまたはイニチアチブの署名者またはメンバーですか。 

選択: 

☑ はい 

(4.10.2) 協働的な枠組みまたはイニシアチブ  

該当するすべてを選択 

☑ Climate Action 100+  

☑ 気候関連財務情報開示タスクフォース(TCFD)  

☑ Task Force on Nature-related Financial Disclosures (TNFD) 

☑ その他、具体的にお答えください :内閣官房、内閣府、経済産業省(生活製品課、素材産業課、資源循環経済課等)、その他省庁(環境省、農水省、国交省

等)、日本経済団体連合会、日本化学繊維協会、日本化学工業協会、新化学技術推進協会、GX リーグ、ICCA E&CC LG WG、クリーン・オーシャン・マテリ

アル・アライアンス（CLOMA）、CFAA、CRF、FCCJ、J4CE、JH2A 

(4.10.3) 各枠組みまたはイニシアチブにおける貴組織の役割をお答えください。 

1.内閣官房、内閣府 国のカーボンニュートラル施策の司令塔である内閣官房、内閣府が発信する情報の入手、関連閣議の確認、GX 実行 会議での議論の方向性の確

認など、自社の取組における政策との整合性を確認すると共に、新たな取り組みへの対応を行っている。また、政府案に対するパブリックコメントなどを通して、

当社および素材産業におけるカーボンニュートラル推進での課題を提出し、政策への反映を進めている。 2.経済産業省(生活製品課、素材産業課、資源循環経済課

等) カーボンニュートラルに関連する産業構造審議会での議論の確認や関連する省内部署おけるカーボンニュートラル施策について情報を積極的に入手し、当社の

対応について検討している。また、この中には、パブリックコメントへの対応やグリーンイノベーション基金等の NEDO 事業を含む。当社事業に関連する省内部

署とのコミュニケーションの中で、当社のカーボンニュートラル技術や取り組みを紹介し、その意義の理解および協力支援の依頼を進めている。 3.その他省庁(環

境省、農水省、国交省等) カーボンニュートラルに関連する規制動向・推進施策等を確認し対応を検討している。 4.日本経済団体連合会 2023 年 3 月に公表した

「経団連カーボンニュートラル行動計画」において、2050 年カーボンニュートラルの実現を今後目指すべき最も重要なゴールと新たに位置づけている。当社はそ

の主旨に賛同し、カーボンニュートラルへの取り組みを含む経営全般に関連する経団連の各種委員会に参加し、当社および製造業の視点から、カーボンニュートラ

ルの推進について見解の表明や提言を実施している。 5.日本化学繊維協会 化繊協会では、「持続可能な社会の実現に向けた化学繊維産業の対応方針」を策定し、

2021 年 7 月に公表している。当社はその主旨に賛同し、化学繊維製品を販売する企業として各種委員会に参加し、カーボンニュートラルの推進について、繊維事
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業の課題や今後のあるべき方向性について見解の表明や提言を実施している。特に、サステナブル推進委員会においては、繊維製品のカーボンニュートラル推進や

リサイクルについて、あるべき姿の提言やサプライチェーンを意識した必要技術を検討すると共に、具体的な推進体制について提言している。 6.日本化学工業協会 
日化協では「カーボンニュートラルへの化学産業としてのスタンス」を表明しており、当社もその趣旨に賛同し、化学製品を販売する企業として各種委員会に参加

し、カーボンニュートラルの推進について、自社および化学系製造業界の視点から見解の表明や提言を実施している。また、化学業界における CFP の算定方法に

ついて協会からガイドラインが発行されており、当社もその編纂に連携して協力している。 7.新化学技術推進協会 化学技術を使用して製品開発を行う企業として

各種委員会に参加し、カーボンニュートラルの推進について自社および化学系企業における技術的な視点から見解の表明や提言を実施すると共に、協会メンバー間

での相互協力を推進し、カーボンニュートラルに関する WG 活動への積極的な参加を行っている。 8.GX リーグ GX リーグ（第１フェーズ）に参画し、温室効果ガ

スの排出削減貢献量などの議論に参画すると共に、自社およびサプライチェーンでの排出削減、製品・サービスを通じた社会の排出削減への貢献についても取り組

んでいく。また、これらの活動については、GX リーグのダッシュボードの中で、削減目標および進捗状況について公開していく。 9.Climate Action 100+ パリ協定

目標や 2050 年カーボンニュートラル実現という目標の達成のために、国際的な機関投資家と気候変動に関するエンゲージメントを進めている。 10.TCFD 2019 年

5 月に TCFD に賛同したことを契機に、気候変動という予測困難で不確実な事象に関する機会・リスクを特定し、それらの機会やリスクが東レグループにどのよう

な影響を及ぼし得るのかを確認するために、TCFD 提言に沿う形でシナリオ分析を実施した。その上で、「サステナビリティ・ビジョン」の実現に向けた長期戦略

（長期経営ビジョン“TORAY VISION 2030”）の強靭性を確認した。11.TNFD 2024 年 1 月に TNFD への賛同表明し、同 12 月に TNFD レポートをリリースした。

12.ICCA E&CC LG WG 委員として、地球規模のエネルギー、気候変動問題を議論している。 13.クリーン・オーシャン・マテリアル・アライアンス（CLOMA) 会

員として、海洋プラスチック問題対応を協議している。 14.その他 CRF（カーボンリサイクルファンド）、JH2A（水素バリューチェーン推進協議会）、FCCJ（燃

料電池実用化推進協議会）、CFAA（クリーン燃料アンモニア協会）、J4CE（循環経済パートナーシップ）等 

[固定行] 
 

(4.11) 報告年の間に、貴組織は、環境に (ポジティブにまたはネガティブに) 影響を与え得る政策、法律または規制に直接

的または間接的に影響を及ぼす可能性のある活動を行いましたか。 

(4.11.1) 環境に影響を与え得る政策、法律、規制に直接的または間接的に影響を及ぼす可能性のある外部とのエンゲージ

メント活動 

該当するすべてを選択 

☑ はい、当組織は、その活動が政策、法律または規制に影響を与え得る業界団体または仲介組織を通じて、および/またはそれらの団体に資金提供または現

物支援を行うことで、間接的にエンゲージメントを行っています。 

(4.11.2) 貴組織が、グローバルな環境関連の条約または政策ゴールに整合してエンゲージメント活動を行うという公開さ

れたコミットメントまたはポジションステートメントを有しているかどうかを回答してください。 

選択: 
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☑ はい、私たちにはグローバルな環境関連の条約や政策ゴールに沿った公開のコミットメントや立場表明があります  

(4.11.3) 公開のコミットメントや立場表明が沿っているグローバルな環境関連の条約や政策ゴール 

該当するすべてを選択 

☑ パリ協定  

☑ 持続可能な開発目標のゴール 6[安全な水とトイレを世界中に]  

(4.11.4) コミットメントまたはポジションステートメントを添付してください。 

エンゲージメント.pdf 

(4.11.5) 貴組織が透明性登録簿に登録されているかどうかを回答してください。 

選択: 

☑ いいえ 

(4.11.8) 外部とのエンゲージメント活動が貴組織の環境関連のコミットメントおよび/または移行計画と矛盾しないように

貴組織で講じているプロセスを説明してください。 

繊維製品の資源循環について経産省生活製品課の担当者と直接協議している。また、日本化学繊維協会のサステナブル推進委員会に委員として参加している。経団

連では政府との協力による「チャレンジ・ゼロ」や、毎年度の「経団連カーボンニュートラル行動計画」を強力に推進しており、当社もこれらの活動に協力してい

る。 

[固定行] 
 

(4.11.2) 報告年の間に、業界団体またはその他の仲介団体/個人を通じた、環境に対して (ポジティブまたはネガティブな形

で) 影響を与え得る政策、法律、規制に関する貴組織の間接的なエンゲージメントの詳細について記載してください。 

Row 1 

(4.11.2.1) 間接的なエンゲージメントの種類 
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選択: 

☑ 業界団体を通じた間接的なエンゲージメント 

(4.11.2.4) 業界団体 

アジア太平洋 

☑ 日本経済団体連合会(経団連) 
 

(4.11.2.5) 当該組織または個人がある考え方に立つ政策、法律、規制に関連する環境課題 

該当するすべてを選択 

☑ 気候変動 

☑ ウォーター 

(4.11.2.6) 貴組織の考え方は、貴組織がエンゲージメントを行う組織または個人の考え方と一致しているかどうかを回答し

てください。 

選択: 

☑ 一貫性を有している 

(4.11.2.7) 報告年の間に、貴組織が当該組織または個人の考え方に影響を与えようとしたかどうかを回答してください。 

選択: 

☑ いいえ、業界団体の立場に影響を及ぼそうとしたことはありません 

(4.11.2.8) 貴組織の考え方は当該組織または個人の考え方とどのような形で一致しているのか、それとも異なっているの

か、そして当該組織または個人の考え方に影響を及ぼすための行動を取ったかについて記載してください。 

日本化学繊維協会は、国内の化合繊製造業者の業界団体として、当業界の健全な発展を図る目的で設立された。当業界の統計・調査、行政への窓口、共通問題への

対応等を機能としており、その活動の一環としてサステナブル推進委員会が環境問題に関係する情報発信、意見集約、事業受託等を担当している。 経団連は、総合

経済団体として日本経済の自律的な発展と国民生活の向上を使命として、経済界が直面する内外の広範な重要課題について、経済界の意見を取りまとめ、着実かつ

迅速な実現を働きかけている。自主的な取組の一環として、環境委員会が主体となって「チャレンジ・ゼロ」「経団連カーボンニュートラル行動計画」を推進して
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いる。 

(4.11.2.9) 報告年の間にこの組織または個人に貴組織が提供した資金額 (通貨) 

0 

(4.11.2.11) 貴組織のエンゲージメントが、グローバルな環境関連の条約または政策ゴールと整合しているかどうかについ

て評価を行っているかを回答してください。 

選択: 

☑ はい、評価しました。整合しています 

(4.11.2.12) 政策、法律、規制に対する貴組織のエンゲージメント活動と整合する世界的な環境条約または政策ゴール 

該当するすべてを選択 

☑ パリ協定  

☑ 持続可能な開発目標のゴール 6[安全な水とトイレを世界中に]  
[行を追加] 
 

(4.12) 報告年の間に、CDP への回答以外で、貴組織の環境課題に対する対応に関する情報を公開していますか。 

選択: 

☑ はい 

(4.12.1) CDP への回答以外で報告年の間の環境課題に対する貴組織の対応に関する情報についての詳細を記載してくださ

い。当該文書を添付してください。 

Row 1 

(4.12.1.1) 公開 

選択: 
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☑ 環境関連情報開示基準や枠組みに整合し、メインストリームの報告書で 

(4.12.1.2) 報告書が整合している基準または枠組み 

該当するすべてを選択 

☑ TCFD 

(4.12.1.3) 文書中で対象となっている環境課題 

該当するすべてを選択 

☑ 気候変動 

☑ ウォーター 

☑ 生物多様性 

(4.12.1.4) 作成状況 

選択: 

☑ 完成 

(4.12.1.5) 内容 

該当するすべてを選択 

☑ 戦略 ☑ リスクおよび機会 

☑ ガバナンス ☑ 生物多様性関連指標 

☑ 排出量数値  ☑ 水質汚染関連指標  

☑ 排出量目標  ☑ 依存およびインパクト  

☑ 環境方針の内容 ☑ 公共政策エンゲージメント 

☑ バリューチェーン上のエンゲージメント（協働）  

(4.12.1.6) ページ/章 

all 
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(4.12.1.7)  関連する文書を添付してください。 

lib_a646.pdf 

(4.12.1.8) コメント  

特になし 

Row 2 

(4.12.1.1) 公開 

選択: 

☑ 自主的な開示書類 

(4.12.1.3) 文書中で対象となっている環境課題 

該当するすべてを選択 

☑ 気候変動 

(4.12.1.4) 作成状況 

選択: 

☑ 完成 

(4.12.1.5) 内容 

該当するすべてを選択 

☑ 戦略 ☑ リスクおよび機会 

☑ ガバナンス ☑ 依存およびインパクト  

☑ 排出量数値   

☑ 排出量目標   

☑ 環境方針の内容  
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(4.12.1.6) ページ/章 

1-35 

(4.12.1.7)  関連する文書を添付してください。 

TCFD_report_v2.pdf 

(4.12.1.8) コメント  

特になし 

Row 3 

(4.12.1.1) 公開 

選択: 

☑ 自主的な開示書類 

(4.12.1.3) 文書中で対象となっている環境課題 

該当するすべてを選択 

☑ ウォーター 

☑ 生物多様性 

(4.12.1.4) 作成状況 

選択: 

☑ 完成 

(4.12.1.5) 内容 

該当するすべてを選択 

☑ 戦略 ☑ 水質汚染関連指標  
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☑ ガバナンス ☑ 依存およびインパクト  

☑ 環境方針の内容  

☑ リスクおよび機会  

☑ 生物多様性関連指標  

(4.12.1.6) ページ/章 

1-33 

(4.12.1.7)  関連する文書を添付してください。 

TNFD_report.pdf 

(4.12.1.8) コメント  

特になし 

[行を追加] 
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C5. 事業戦略 
(5.1) 貴組織では、環境関連の結果を特定するためにシナリオ分析を用いていますか。 

気候変動 

(5.1.1)  シナリオ分析の使用 

選択: 

☑ はい 

(5.1.2)  分析の頻度  

選択: 

☑ 年に複数回  

フォレスト 

(5.1.1)  シナリオ分析の使用 

選択: 

☑ いいえ、しかし今後 2 年以内に行う予定です 

(5.1.3) 貴組織がシナリオ分析を用いない主な理由  

選択: 

☑ 当面の戦略的優先事項ではない 

(5.1.4)  貴組織がシナリオ分析を用いない理由を説明してください  

当面の戦略的優先事項ではない 
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ウォーター 

(5.1.1)  シナリオ分析の使用 

選択: 

☑ はい 

(5.1.2)  分析の頻度  

選択: 

☑ 年に複数回  
[固定行] 
 

(5.1.1) 貴組織のシナリオ分析で用いているシナリオの詳細を記載してください。  

気候変動 

(5.1.1.1) 用いたシナリオ 

気候移行シナリオ 

☑ IEA NZE 2050 
 

(5.1.1.3) シナリオに対するアプローチ 

選択: 

☑ 定性、定量評価の両方 

(5.1.1.4) シナリオの対象範囲 

選択: 

☑ 組織全体  
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(5.1.1.5)  シナリオで検討したリスクの種類  

該当するすべてを選択 

☑ 政策 ☑ 急性の物理的リスク 

☑ 市場リスク ☑ 慢性の物理的リスク 

☑ 評判リスク  

☑ 技術リスク  

☑ 賠償責任リスク  

(5.1.1.6) シナリオの気温アライメント  

選択: 

☑ 1.5ºC 以下  

(5.1.1.7) 基準年 

2013 

(5.1.1.8) 対象となる時間軸 

該当するすべてを選択 

☑ 2030 

☑ 2040 

☑ 2050 

(5.1.1.9)  シナリオにおけるドライビング・フォース 

地域の生態系資産の相互作用、依存、インパクト  

☑ 気候変動 (自然の変化の 5 つの要員のうちの 1 つ)  
 

ファイナンスと保険 

☑ 資本コスト 
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ステークホルダーや顧客の要求 

☑ 自然への負荷がレピュテーションに与える影響 
 

規制機関、法的・政治的体制  

☑ グローバルな規制 

☑ 科学に対する政治の影響 (促進から障壁化まで) 

☑ 取り組みのレベル (地域的なものからグローバルなものまで)  

☑ グローバル目標 
 

気候との直接的な相互作用 

☑ 気候対応体制の効果に対する認知 
 

マクロおよびミクロ経済  

☑ 国内経済の成長 

☑ 市場のグローバル化  
 

(5.1.1.10)  シナリオの前提、不確実性および制約  

今回のシナリオ分析においては、2020 年の分析と同様に、「世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて 2℃より十分低く保つとともに 1.5℃に抑える努力を追求

する」というパリ協定目標の達成と 2050 年のカーボンニュートラルの実現を見据え、1.5℃シナリオを中心に 2℃シナリオも検討しました。さらに、世界的に気候

変動対策が十分に進展しない場合も想定して、4℃シナリオも検討しました。シナリオ分析の前提条件は以下のとおりです。＜シナリオ＞今回実施した分析で参照

したシナリオ…1.5℃・2℃前提：IEA NZE 2050、IEA SDS、IPCC RCP2.6・SR1.5、WRI Aqueduct Optimistic など、4℃前提：IEA STEPS、IPCC RCP8.5、
IRENA、WRI Aqueduct BaU など ＜対象範囲＞気候変動による東レグループへの影響を幅広く整理するため、特に影響が大きいと考えられる以下の事業を中心に、

分析を実施しました。また、自社だけではなく、サプライチェーン上流の原料調達から下流の加工・使用、廃棄までを分析の対象としています。時間軸 2020 年に

実施した定性的な分析では、「サステナビリティ・ビジョン」で 2050 年に向けて目指す世界とそのマイルストーンとしての 2030 年度に向けた数値目標を掲げて

いるため、2030 年から 2050 年を分析対象としました。今回、2040 年近傍のシナリオを想定して、東レグループの事業へのインパクトを定量的に分析しました。 

(5.1.1.11)  シナリオ選択の根拠 

TCFD 提言にある代表的なものとして選択した。 

ウォーター 



81 

(5.1.1.1) 用いたシナリオ 

水シナリオ 

☑ WRI Aqueduct 
 

(5.1.1.3) シナリオに対するアプローチ 

選択: 

☑ 定性、定量評価の両方 

(5.1.1.4) シナリオの対象範囲 

選択: 

☑ 組織全体  

(5.1.1.5)  シナリオで検討したリスクの種類  

該当するすべてを選択 

☑ 政策 ☑ 急性の物理的リスク 

☑ 市場リスク ☑ 慢性の物理的リスク 

☑ 評判リスク  

☑ 技術リスク  

☑ 賠償責任リスク  

(5.1.1.7) 基準年 

2013 

(5.1.1.8) 対象となる時間軸 

該当するすべてを選択 

☑ 2030 
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☑ 2040 

☑ 2050 

(5.1.1.9)  シナリオにおけるドライビング・フォース 

地域の生態系資産の相互作用、依存、インパクト  

☑ 気候変動 (自然の変化の 5 つの要員のうちの 1 つ)  
 

ファイナンスと保険 

☑ 資本コスト 
 

ステークホルダーや顧客の要求 

☑ 自然への負荷がレピュテーションに与える影響 
 

規制機関、法的・政治的体制  

☑ グローバルな規制 

☑ 科学に対する政治の影響 (促進から障壁化まで) 

☑ 取り組みのレベル (地域的なものからグローバルなものまで)  

☑ グローバル目標 
 

気候との直接的な相互作用 

☑ 気候対応体制の効果に対する認知 
 

マクロおよびミクロ経済  

☑ 国内経済の成長 

☑ 市場のグローバル化  
 

(5.1.1.10)  シナリオの前提、不確実性および制約  

2030 年以降、生活用水使用量の伸び率見通しに比例して淡水化需要が伸びると仮定する。なお、海水淡水化需要は主として中東・北アフリカ地域、そしてインド

で生じると考えられることから、海水淡水化需要は中東・北アフリカ、そしてインドの生活用水使用量に比例すると仮定する。中東・北アフリカ地域とインドの人

口は、2015 年 17.9 億人、2030 年見通し 21.3 億人、2050 年見通し 23.9 億人、一人当たり生活用水使用量について 2015 年は FAO のデータベースから 73,668L、
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2030 年、2050 年の生活用水使用量は経済成長に左右されることを考慮してそれぞれ 76,754L、79,528L とする。その結果、同地域の生活用水使用量は 2015 年

1,319 億トン、2030 年見通し 1,635 億トン、2050 年見通し 1,901 億トンとなり、2030 年から 50 年にかけて年率 2.6％で拡大すると想定した。 なお、4℃シナリオ

の場合は 2050 年時点の水不足人口が 1.5～2℃シナリオと比較すると 1.5 倍程度増加するとみられている。WWF の悲観シナリオマップを見ると、中東・北アフリ

カ地域やインドに加えて、中国沿海部、米国西海岸を中心に水不足が深刻化するとしている。そこで、4℃シナリオでは、2030 年から 50 年にかけて海水淡水化需

要がさらに 0.5％ポイント増加するとして、年率 3.1％で拡大すると予想する。その結果、2030 年には 1 日 2.1 億トンの海水淡水化需要が生じ、その後は伸び率が

やや低下するものの、2050 年時点では同 3.9 億トンの海水淡水化需要が生じると見込む。 

(5.1.1.11)  シナリオ選択の根拠 

東レは、2018 年に策定された東レグループサステナビリティ・ビジョンで、2030 年までに東レ RO 膜などで処理される年間水量を 3 倍にすることで、この深刻な

水不足の緩和に貢献することで 2050 年に目指す世界を表明しました。2022 年度実績値は 2.5 倍と計画よりも前倒しで進捗しており、2023 年 3 月に、2030 年度目

標値を 3.5 倍に上方修正しました。なお、2024 年度実績は 2.9 倍となっています。また、中期経営計画「プロジェクト AP-G2025」は、2023 年度から 2025 年度ま

でをカバーしています。水処理膜の競争力を強化し、世界市場でトップシェアを達成し、当社の水処理・環境事業の収益を 2022 年度の 2,288 億円から 2025 年度

の 2,800 億円へ拡大を目指します。 一方で、水の使用制限は東レグループにとってリスクであると判断しました。そのため、KPI を「生産活動における売上収益当

たりの水使用量」とし、基準年度である 2013 年度に比べて 2030 年度は 30％以上の削減を目標としてきました。2022 年度実績は 32％削減と、2030 年度目標値を

前倒しで達成したことから、2023 年 3 月に、2030 年度目標値を 50%以上削減に上方修正しました。なお、2024 年度実績は 37.8%削減となっています。東レグル

ープは、引き続き地域別および業種別の水リスクを評価しています。 

気候変動 

(5.1.1.3) シナリオに対するアプローチ 

選択: 

☑ 定性、定量評価の両方 

(5.1.1.5)  シナリオで検討したリスクの種類  

該当するすべてを選択 

☑ 政策 ☑ 急性の物理的リスク 

☑ 市場リスク ☑ 慢性の物理的リスク 

☑ 評判リスク  

☑ 技術リスク  

☑ 賠償責任リスク  
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(5.1.1.8) 対象となる時間軸 

該当するすべてを選択 

☑ 2030 

☑ 2040 

☑ 2050 

(5.1.1.9)  シナリオにおけるドライビング・フォース 

地域の生態系資産の相互作用、依存、インパクト  

☑ 気候変動 (自然の変化の 5 つの要員のうちの 1 つ)  
 

ファイナンスと保険 

☑ 資本コスト 
 

ステークホルダーや顧客の要求 

☑ 自然への負荷がレピュテーションに与える影響 
 

規制機関、法的・政治的体制  

☑ グローバルな規制 

☑ 科学に対する政治の影響 (促進から障壁化まで) 

☑ 取り組みのレベル (地域的なものからグローバルなものまで)  

☑ グローバル目標 
 

気候との直接的な相互作用 

☑ 気候対応体制の効果に対する認知 
 

マクロおよびミクロ経済  

☑ 国内経済の成長 

☑ 市場のグローバル化  
 

(5.1.1.11)  シナリオ選択の根拠 
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TCFD 提言にある代表的なものとして選択した。 

ウォーター 

(5.1.1.3) シナリオに対するアプローチ 

選択: 

☑ 定性、定量評価の両方 

(5.1.1.5)  シナリオで検討したリスクの種類  

該当するすべてを選択 

☑ 政策 ☑ 急性の物理的リスク 

☑ 市場リスク ☑ 慢性の物理的リスク 

☑ 評判リスク  

☑ 技術リスク  

☑ 賠償責任リスク  

(5.1.1.8) 対象となる時間軸 

該当するすべてを選択 

☑ 2030 

☑ 2040 

☑ 2050 

(5.1.1.9)  シナリオにおけるドライビング・フォース 

地域の生態系資産の相互作用、依存、インパクト  

☑ 気候変動 (自然の変化の 5 つの要員のうちの 1 つ)  
 

ファイナンスと保険 

☑ 資本コスト 
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ステークホルダーや顧客の要求 

☑ 自然への負荷がレピュテーションに与える影響 
 

規制機関、法的・政治的体制  

☑ グローバルな規制 

☑ 科学に対する政治の影響 (促進から障壁化まで) 

☑ 取り組みのレベル (地域的なものからグローバルなものまで)  

☑ グローバル目標 
 

気候との直接的な相互作用 

☑ 気候対応体制の効果に対する認知 
 

マクロおよびミクロ経済  

☑ 国内経済の成長 

☑ 市場のグローバル化  
 

(5.1.1.11)  シナリオ選択の根拠 

東レは、2018 年に策定された東レグループサステナビリティ・ビジョンで、2030 年までに東レ RO 膜などで処理される年間水量を 3 倍にすることで、この深刻な

水不足の緩和に貢献することで 2050 年に目指す世界を表明しました。2022 年度実績値は 2.5 倍と計画よりも前倒しで進捗しており、2023 年 3 月に、2030 年度目

標値を 3.5 倍に上方修正しました。なお、2024 年度実績は 2.9 倍となっています。また、中期経営計画「プロジェクト AP-G2025」は、2023 年度から 2025 年度ま

でをカバーしています。水処理膜の競争力を強化し、世界市場でトップシェアを達成し、当社の水処理・環境事業の収益を 2022 年度の 2,288 億円から 2025 年度

の 2,800 億円へ拡大を目指します。 一方で、水の使用制限は東レグループにとってリスクであると判断しました。そのため、KPI を「生産活動における売上収益当

たりの水使用量」とし、基準年度である 2013 年度に比べて 2030 年度は 30％以上の削減を目標としてきました。2022 年度実績は 32％削減と、2030 年度目標値を

前倒しで達成したことから、2023 年 3 月に、2030 年度目標値を 50%以上削減に上方修正しました。なお、2024 年度実績は 37.8%削減となっています。東レグル

ープは、引き続き地域別および業種別の水リスクを評価しています。 

[行を追加] 
 

(5.1.2) 貴組織のシナリオ分析の結果の詳細を記載してください。  

気候変動 
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(5.1.2.1) 報告されたシナリオの分析結果により影響を受けたビジネスプロセス  

該当するすべてを選択 

☑ リスクと機会の特定・評価・管理  

☑ 戦略と財務計画 

☑ ビジネスモデルと戦略のレジリエンス 

☑ キャパシティビルディング  

☑ 目標策定と移行計画 

(5.1.2.2)  分析の対象範囲 

選択: 

☑ 組織全体 

(5.1.2.3) シナリオ分析の結果およびその他の環境課題に対してそれが示唆するものを簡潔に記してください。  

SI 事業を中心とした気候変動を緩和する事業の機会は大きく、気候変動対策が進むほど事業機会は大きくなる可能性があります。特に、循環型社会への移行に伴う

経済システムの変化により、バイオ素材やリサイクル素材で 8,000 億円規模の新たな市場が見込まれます。また、モビリティの電動化の加速による炭素繊維、樹脂

などの軽量化素材のニーズの拡大で、4,000 億円規模の市場が期待されます。一方で、水処理をはじめとして気候変動に適応するための事業の機会も大きく、気候

変動対策が十分に進展しない世界（4℃の世界）の方が事業機会は大きいものの、1.5℃・2℃の世界においても十分な事業機会が見込まれます。＜移行リスク＞ 気

候変動に係る移行リスクについては、特に、資源循環の対応遅れによる機会損失やプラスチック製品の使用量減で、2040 年近傍の売上収益が想定より 3,000 億円

程度下振れする潜在リスクがあると試算しました。また、モビリティの電動化の加速による内燃機関車比率減少の影響により、内燃機関関連素材の売上収益が現状

から 2,300 億円程度縮小する可能性があります。炭素税の負担・GHG 排出規制リスクも大きく、炭素税については、1.5℃の世界では 850 億円程度の負担が生じう

ると試算しました。さらに、再生可能エネルギーの調達に伴いエネルギーコストが 600 億円程度上昇する可能性があることが分かりました。 これらの市場の変化

によるリスクは大きいものの、東レグループにとっては市場の変化による事業機会の方が遥かに大きいと考えています。＜物理リスク＞東レグループは世界各地で

多様な事業を展開しており、災害の激甚化による自社の操業やサプライチェーンへの潜在的影響は大きいと見ています。また、東レグループの拠点によっては取水

制限などの影響を大きく受ける可能性があります。ただし、東レグループ全体の用水使用量の約 80%は国内であり、取水制限に係るリスクは、2020 年の分析では

影響大と推定しましたが、今回「中程度」に見直しました。これらのリスクは、「サステナビリティ・ビジョン」において設定した GHG 排出量・用水使用量の削

減に向けた取り組みによって低減可能ですが、今後の社会情勢に応じて更なる取り組みが必要となる可能性があります。 

ウォーター 

(5.1.2.1) 報告されたシナリオの分析結果により影響を受けたビジネスプロセス  
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該当するすべてを選択 

☑ リスクと機会の特定・評価・管理  

☑ 戦略と財務計画 

☑ ビジネスモデルと戦略のレジリエンス 

☑ キャパシティビルディング  

☑ 目標策定と移行計画 

(5.1.2.2)  分析の対象範囲 

選択: 

☑ 組織全体 

(5.1.2.3) シナリオ分析の結果およびその他の環境課題に対してそれが示唆するものを簡潔に記してください。  

2030 年以降、生活用水使用量の伸び率見通しに比例して淡水化需要が伸びると仮定する。なお、海水淡水化需要は主として中東・北アフリカ地域、そしてインド

で生じると考えられることから、海水淡水化需要は中東・北アフリカ、そしてインドの生活用水使用量に比例すると仮定する。中東・北アフリカ域とインドの人口

は、2015 年 17.9 億人、2030 年見通し 21.3 億人、2050 年見通し 23.9 億人、一人当たり生活用水使用量について 2015 年は FAO のデータベースから 73,668L、
2030 年、2050 年の生活用水使用量は経済成長に左右されることを考慮してそれぞれ 76,754L、79,528L とする。その結果、同地域の生活用水使用量は 2015 年 

1,319 億トン、2030 年見通し 1,635 億トン、2050 年見通し 1,901 億トンとなり、2030 年から 50 年にかけて年率 2.6％で拡大すると想定した。なお、4℃シナリオ

の場合は 2050 年時点の水不足人口が 1.5～2℃シナリオと比較すると 1.5 倍程度増加するとみられている。WWF の悲観シナリオマップを見ると、中東・北アフリ

カ地域やインドに加えて、中国沿海部、米国西海岸を中心に水不足が深刻化するとしている。そこで、4℃シナリオでは、2030 年から 50 年にかけて海水淡水化需

要がさらに 0.5％ポイント増加するとして、年率 3.1％で拡大すると予想する。その結果、2030 年には 1 日 2.1 億トンの海水淡水化需要が生じ、その後は伸び率が

やや低下するものの、2050 年時点では同 3.9 億トンの海水淡水化需要が生じると見込む。 東レ RO 膜のような水処理膜を販売できる分野では、気候変動への適応

に関連する重要なビジネスチャンスがあります。気候変動への取り組みが不十分なシナリオ（4℃上昇の世界）では、大きなチャンスがあります。淡水化水処理事

業の推定需要は、2030 年度の 2 億 1400 万トン/日から 2050 年度の 3 億 9500 万トン/日に 85％増加すると見込まれています。気候変動（1.5℃または 2℃上昇の世

界）への取り組みが進展するシナリオでは、十分なビジネスチャンスが期待されます。淡水化水処理事業の推定需要は、2030 年度の 2 億 1400 万トン/日から 2050 
年度の 3 億 5800 万トン/日へと 67％増加すると見込まれています。一方で、東レグループは世界中で幅広い事業を展開しており、一部の事業所では取水規制の影

響を大きく受ける可能性があります。 東レは、2018 年に策定された東レグループサステナビリティ・ビジョンで、2030 年までに東レ RO 膜などで処理される年

間水量を 3 倍にすることで、この深刻な水不足の緩和に貢献することで 2050 年に目指す世界を表明しました。 2022 年度実績値は 2.5 倍、2023 年度実績値は 2.7 

倍と計画よりも前倒しで進捗しており、2023 年 3 月に、2030 年度目標値を 3.5 倍に上方修正しました。また、中期経営計画「プロジェクト AP-G2025」は、2023 
年度から 2025 年度までをカバーしています。水処理膜の競争力を強化し、世界市場でトップシェアを達成し、当社の水処理・環境事業の収益を 2023 年度の 2,441 

億円から 2025 年度の 2,800 億円へ拡大を目指します。 一方で、水の使用制限は東レグループにとってリスクであると判断しました。そのため、KPI を「生産活動

における売上収益当たりの水使用量」とし、基準年度である 2013 年度に比べて 2030 年度は 30％以上の削減を目標としてきました。2022 年度実績は 32％削減、

2023 年度実績は 35%削減と、2030 年度目標値を前倒しで達成していることから、2023 年 3 月に、2030 年度目標値を 50%以上削減に上方修正しました。なお、
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2024 年度の実績は 37.8%削減となっています。東レグループは、引き続き地域別および業種別の水リスクを評価しています。 

[固定行] 
 

(5.2) 貴組織の戦略には気候移行計画が含まれていますか。  

  

(5.2.1) 移行計画  

選択: 

☑ はい、世界の気温上昇を 1.5 度以下に抑えるための気候移行計画があります 

(5.2.3) 公表されている気候移行計画  

選択: 

☑ はい 

(5.2.4) 化石燃料拡大に寄与する活動に対するあらゆる支出やそこからの売上を放棄するというコミットメントを明示した

計画  

選択: 

☑ いいえ、しかし、今後 2 年以内に明確なコミットメントを追加する予定です。 

(5.2.6) 化石燃料拡大に寄与する活動に対するあらゆる支出やそこからの売上を放棄するという明確なコミットメントを貴

組織が表明しない理由を説明してください。  

当社の事業戦略上優先事項ではないから。 

(5.2.7) 貴組織の気候移行計画に関して株主からフィードバックが収集される仕組み  

選択: 

☑ 実施している別のフィードバックの仕組みがあります  
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(5.2.8) フィードバックの仕組みの説明  

株主や機関投資家とは、定期的に対話を行っており、気候変動に関する移行計画についても、対話の中でフィードバックを収集できる仕組みができている。また、

気候変動に関する投資家連合との対話のイニシアチブである Climate Action 100+（CA100+）にも参加している。年に２回 CA100+の投資家代表と対話を行い、投

資家連合からのフィードバックを収集し、取締役会に報告している。 

(5.2.9) フィードバック収集の頻度  

選択: 

☑ 年 1 回より多い頻度で 

(5.2.10) 移行計画が依って立つ主要な前提および依存条件の詳細  

生産活動による GHG 排出量(2030 年)：東レグループ全体の 売上高・売上収益原単位 2013 年度比 50%以上削減。地球温暖化による気温上昇を 1.5°C 以下に抑制す

るためには、2050 年には GHG の排出量と吸収量が同等となる、いわゆる“カーボンニュートラル”を実現する必要があります。 東レグループは、「わたしたちは新

しい価値の創造を通じて社会に貢献します」という 企業理念を掲げ、自社製品の製造段階での GHG 排出量削減に加え、省エネルギーや再生可 能エネルギー・新エ

ネルギーに利用される関連材料や技術を通じて、軽量化による燃費改 善などライフサイクル全体を通じた CO2 排出の抑制（CO2 削減貢献量）や、CO2 を出さな

い 風力発電などの再生可能エネルギーや水素の利活用・モビリティの電動化など、新エネルギー社会の構築に貢献していきます。 

(5.2.11) 現報告期間または前報告期間で開示した移行計画に対する進捗の詳細 

生産活動による GHG 排出量(2024 年度)：東レグループ全体の 売上高・売上収益原単位 2013 年度比 42.8%削減 

(5.2.12) 貴組織の気候移行計画を詳述した関連文書を添付してください(任意)  

TCFD_report_v2.pdf 

(5.2.13) 貴組織の気候移行計画で検討されたその他の環境課題  

該当するすべてを選択 

☑ その他の環境課題は検討していません。  
[固定行] 
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(5.3) 環境上のリスクと機会は、貴組織の戦略および/または財務計画に影響を与えてきましたか。 

(5.3.1) 環境上のリスクと機会は、貴組織の戦略および/または財務計画に影響を与えた 

選択: 

☑ はい、戦略と財務計画の両方に対して。 

(5.3.2) 環境上のリスクおよび/または機会が貴組織の戦略に影響を及ぼしてきた事業領域 

該当するすべてを選択 

☑ 製品およびサービス 

☑ バリューチェーン上流/下流 

☑ 研究開発への投資 

☑ 操業 

[固定行] 
 

(5.3.1) 環境上のリスクと機会が貴組織の戦略のどのような領域に対し、またどのような形で影響を与えたかを記載してく

ださい。 

製品およびサービス 

(5.3.1.1) 影響の種類 

該当するすべてを選択 

☑ 機会 

(5.3.1.2) この領域において、貴組織の戦略に影響を与えてきたリスクおよび/または機会に関連する環境課題 

該当するすべてを選択 

☑ 気候変動 

☑ ウォーター 
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(5.3.1.3) この領域において、環境上のリスクおよび/または機会が貴組織の戦略にどのように影響を及ぼしてきたかを記載

してください。 

東レグループは、「全ての事業戦略の軸足を地球環境に置き、持続可能な低炭素社会の実現に向けて貢献していく」という考えのもと、地球環境問題や資源・エネ

ルギー問題を解決し、持続可能な低炭素社会の実現に貢献していくことを目指しています。これを具現化するため、「サステナビリティイノベーション（SI）プロ

ジェクト」を継続推進してきており、東レグループの製品は、カーボンフットプリントの低い製品への顧客からの要求の高まりに影響を受けたものとなっていま

す。また、TCFD 勧告に基づくシナリオ分析の結果、再生可能エネルギー、モビリティの電動化、水素関連ビジネスなど、成長が期待される領域でビジネスチャン

スが多く存在しています。例えば、航空機・自動車用炭素繊維「トレカ」、風力発電機用「トレリナ」「ZOTEK PX35」「トレカ」、LIB 用電池セパレータフィル

ム「セティーラ」、燃料電池用カーボンペーパーなどの事業拡大が期待されます。2025 年度には、SI 事業全体で 2013 年度比で 2.8 倍の売上を目指しています。さ

らに、世界人口の増加、経済成長の拡大、気候変動の進展に伴い、世界の多くの地域で水不足に起因する問題がますます深刻になることが予想されます。東レは、

自社の水使用量を削減するだけでなく、革新的な技術と先端材料、特に水処理膜である東レ RO 膜を提供し、水不足の地域の人々がきれいな水を利用できるように

することで、この問題に取り組むことが私たちの使命であると考えています。水問題はグループ全体として取り組むべき重要課題であると認識しており、東レグル

ープサステナビリティ・ビジョンに水に関する方針、目標を掲げています。サステナビリティ・ビジョンでは、2050 年までに「誰もが安全な水・空気を利用し、

自然環境が回復した世界」の実現を目指しています。また、サステナビリティ・ビジョンでは、革新的な技術と先端材料を使用して、水問題などの問題を解決する

ことにより、パリ協定や SDGs などのグローバルアジェンダに取り組むために最善を尽くすことを宣言しています。サステナビリティ・ビジョンでは、水に関連す

る 2 つの東レグループ全体の 2030 年までの目標を設定しました。1 つは東レの水処理膜を使用して処理される水の年間総量を 2013 年度比 3 倍にすること、もう 1
つは東レ全体の売上高あたりの水使用量を 30％以上削減することです。2023 年度実績値はそれぞれ 2.7 倍、35%削減と計画比前倒しで進捗しており、2023 年 3 月

に 2030 年度目標値をそれぞれ 3.5 倍、50%削減に上方修正しました。なお、2024 年度実績値はそれぞれ 2.9 倍、37.8%削減となっています。 

バリューチェーン上流/下流 

(5.3.1.1) 影響の種類 

該当するすべてを選択 

☑ 機会 

(5.3.1.2) この領域において、貴組織の戦略に影響を与えてきたリスクおよび/または機会に関連する環境課題 

該当するすべてを選択 

☑ 気候変動 

☑ ウォーター 

(5.3.1.3) この領域において、環境上のリスクおよび/または機会が貴組織の戦略にどのように影響を及ぼしてきたかを記載
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してください。 

地球環境問題に取り組む上で、環境負荷の低減と経済・社会的価値の向上を同時に実現するためには、製品・サービスのライフサイクル全体を考慮することが重要

です。そこで、東レグループはライフサイクルマネジメントを実践しています。ライフサイクルマネジメントは、東レグループの「サステナビリティイノベーショ

ン」製品の基盤であり、ライフサイクルアセスメントや東レグループ「環境効率分析（T-E2A）」を採用し、全事業への徹底を図っています。東レグループの T-

E2A は、複数の製品の環境負荷と経済性をマッピングし、環境負荷が少なく経済性に優れた製品を選択できるようにする分析ツールです。東レグループは、たとえ

環境にやさしい製品・技術であっても、経済性がなければ広く普及させることはできないという考えから、T-E2A をライフサイクルマネジメント（LCM）推進の基

本ツールとして位置づけ、新素材・新製品の企画、研究開発、生産、マーケティング、企業 PR などのさまざまな事業活動で広く活用してきました。さらに、持続

可能な低炭素社会の実現に貢献する最適なツールとして、LCM に賛同する企業等に無償で提供し、その活用を推進しています。東レグループのサステナビリティ

イノベーション製品（SI 製品）の中には、お客様やダウンストリーム製品の使用時のエネルギー消費量や CO2 発生量の削減に貢献するものがあります。例えば、

航空機や自動車の軽量化に貢献する炭素繊維や、風力発電翼用炭素繊維、水処理膜などは、バリューチェーン全体で CO2 排出量を削減することに優位性がありま

す。東レグループでは、バリューチェーンを通じた CO2 削減への貢献度を毎年評価しています。2024 年度の貢献量は約 452 百万トン-CO2 で、2013 年度比で約

11.3 倍にまで拡大しました。さらに、世界人口の増加、経済成長の拡大、気候変動の進展に伴い、世界の多くの地域で水不足に起因する問題がますます深刻になる

ことが予想されます。東レは、自社の水使用量を削減するだけでなく、革新的な技術と先端材料、特に水処理膜である東レ RO 膜を提供し、水不足の地域の人々が

きれいな水を利用できるようにすることで、この問題に取り組むことが私たちの使命であると考えています。さらに、水問題は世界全体の問題であり、タイムリー

に当社の水処理膜を供給していく為に、製造工場を、主要な市場である日本、韓国、中国、米国、サウジアラビアに立地しています。当社は主要市場で販売ネット

ワークを構築し、シェア拡大に取り組んでいます。 私たちの戦略の 1 つは、世界 5 極（日本、韓国、中国、米国、サウジアラビア）で低コストと短納期で製品を

現地で製造し、現地の販売ネットワークを活用することです。東レグループサステナビリティ・ビジョンでは、水問題が世界的な課題のひとつであるとしていま

す。 2050 年までに当社の革新的な技術と高度な素材で「誰もが安全な水・空気を利用し、自然環境が回復した世界」の実現を目指します。また、サステナビリテ

ィ・ ビジョンでは、水に関連する 2 つの東レグループの 2030 年までの目標を設定しました。1 つは東レの水処理膜を使用して処理される水の年間総量を 2013 年

度比 3 倍にすること、もう 1 つは東レ全体の売上収益あたりの水使用量を 30％以上削減することです。2023 年度実績値はそれぞれ 2.7 倍、35%削減と計画比前倒

しで進捗しており、2023 年 3 月に 2030 年度目標値をそれぞれ 3.5 倍、50%削減に上方修正しました。なお、2024 年度実績値はそれぞれ 2.9 倍、37.8%削減となっ

ています。これらの数値目標達成への進捗を毎年管理し、課題に取り組んで行くことが、2050 年の長期目標の達成に繋がると考えています。 

研究開発への投資 

(5.3.1.1) 影響の種類 

該当するすべてを選択 

☑ 機会 

(5.3.1.2) この領域において、貴組織の戦略に影響を与えてきたリスクおよび/または機会に関連する環境課題 

該当するすべてを選択 
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☑ 気候変動 

☑ ウォーター 

(5.3.1.3) この領域において、環境上のリスクおよび/または機会が貴組織の戦略にどのように影響を及ぼしてきたかを記載

してください。 

東レグループは 2020 年 5 月に、2050 年度までにカーボンニュートラルを達成する目標を発表しました。この目標を達成するために、水素関連材料（例：燃料電池

用 MEA）、リサイクル材料（例：&+）、バイオベース材料（例：100%バイオ PET 繊維）、資源循環貢献材料、水処理膜などの分野で技術革新を進めています

（いずれも「サステナビリティイノベーション（SI）製品」の一部）。東レは中期経営課題 "Project Action Program for Growth 2025 "において、2023 年度から

2025 年度までの研究開発投資 2,200 億円のうち 8 割強を SI 製品を多く含む成長領域に投資することを既に表明していますが、上記分野の技術革新の取り組みを加

速するためには、研究開発投資の拡大や重点化が必要であり、今後さらに市場を精査し、必要であれば、成長市場に向けた研究開発投資の拡大を判断していきま

す。 

操業 

(5.3.1.1) 影響の種類 

該当するすべてを選択 

☑ リスク 

(5.3.1.2) この領域において、貴組織の戦略に影響を与えてきたリスクおよび/または機会に関連する環境課題 

該当するすべてを選択 

☑ 気候変動 

(5.3.1.3) この領域において、環境上のリスクおよび/または機会が貴組織の戦略にどのように影響を及ぼしてきたかを記載

してください。 

炭素税などの規制強化や省エネ化によって費用が増加するリスクは、東レグループの事業に大きな影響を与えます。東レグループは、長期ビジョン「TORAY 
VISION 2030」に基づき、2030 年までを戦略対象期間として、二酸化炭素排出量の少ない持続可能な社会を実現するために、温室効果ガス排出量の削減に取り組

んでいます。これらのリスクへの対応として、天然ガスへの燃料転換、省エネのためのガスコージェネレーション設備の開発、太陽光発電や水力発電設備などに取

り組んでいます。気候変動に係る移行リスクについては、特に、資源循環の対応遅れによる機会損失やプラスチック製品の使用量減で、2040 年近傍の売上収益が

想定より 3,000 億円程度下振れする潜在リスクがあると試算しました。また、モビリティの電動化の加速による内燃機関車比率減少の影響により、内燃機関関連素
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材の売上収益が現状から 2,300 億円程度縮小する可能性があります。炭素税の負担・GHG 排出規制リスクも大きく、炭素税については、1.5℃の世界では 850 億円

程度の負担が生じうると試算しました。さらに、再生可能エネルギーの調達に伴いエネルギーコストが 600 億円程度上昇する可能性があることが分かりました。た

だし、これらの市場の変化によるリスクは大きいものの、東レグループにとっては、市場の変化による事業機会の方が遥かに大きいと考えています。また、東レグ

ループは、世界各地で多様な事業を展開しており、災害の激甚化による自社の操業やサプライチェーンへの潜在的影響は大きいと見ており、拠点によっては取水制

限などの影響を大きく受ける可能性があります。ただし、全体の用水使用量の約 80%は国内であり、取水制限に係るリスクは、2020 年の分析では影響大と推定し

ましたが、今回「中程度」に見直しました。これらのリスクは、「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」において設定した GHG 排出量・用水使用量の削減

に向けた取り組みによって低減可能ですが、今後の社会情勢に応じて更なる取り組みが必要となる可能性があります。 

[行を追加] 
 

(5.3.2) 環境上のリスクと機会が貴組織の財務計画のどのような領域に対し、またどのような形で影響を与えたかを記載し

てください。 

Row 1 

(5.3.2.1) 影響を受けた財務計画の項目 

該当するすべてを選択 

☑ 売上 ☑ 買収および投資引き上げ 

☑ 直接費  

☑ 間接費  

☑ 資本支出  

☑ 資本配分  

(5.3.2.2) 影響の種類 

該当するすべてを選択 

☑ リスク 

☑ 機会 

(5.3.2.3) これらの財務計画の項目に影響を与えてきたリスクおよび/または機会に関連する環境課題 

該当するすべてを選択 
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☑ 気候変動 

☑ ウォーター 

(5.3.2.4) 環境上のリスクおよび/または機会が、これらの財務計画の項目にどのように影響を与えてきたかを記載してくだ

さい。 

１．収益 気候関連のリスクと機会が財務計画にどのように影響したかについてのケーススタディー。サステナビリティイノベーション（SI）事業拡大プロジェクト

は、増大する需要を捉え、新たな需要を創出して事業を拡大するための方策の一つです。SI プロジェクトは、地球環境、資源、エネルギーの問題の解決に貢献する

ことを目的としているため、気候関連のリスクと機会が財務計画に織り込まれています。SI 事業の収益は主に以下から構成されます。（1）排出 GHG の削減に貢

献する。 風力ブレードや軽量飛行機や自動車に使用される炭素繊維と EV 車などのリチウムイオン電池セパレーターフィルム。（2）低環境負荷に貢献します。 ハ
ロゲンフリー製品や水なし平板などの環境にやさしい素材。 （3）きれいな水と空気の提供：RO、MBR、MF / UF 膜などの水処理事業、空気浄化事業。（4）リサ

イクル可能な材料。 財務計画の対象となる期間 長期的経営ビジョン「TORAYVISION2030」では、2030 年までに 2013 年比 4.5 倍の SI 事業の売上拡大を目標とし

ています。 ＜ケーススタディ＞ (1) 状況（Situation）:2024 年度の SI 事業売上収益実績は 13,689 億円（2025 年度目標：16,000 億円）と、2013 年の 5,624 億円か

ら 2.4 倍となり、順調に拡大できている。 (2) 課題（Task）: 今後の更なる売上収益拡大に向けて、新たな SI 製品として、水素関連の水電解用電解質膜事業の立ち

上げ・拡大を進める。 (3) 行動（Action）: 山梨県、東京電力等と共同で、日本政府のグリーンイノベーション基金も活用して、当社の電解質膜を用いた大規模

P2G システムの実証設備を立ち上げ、技術開発と実証を推進している。総事業費は 140 億円。当社は運営会社の「やまなしハイドロジェンカンパニー」に 25%出

資している。 (4) 結果（Result）:本実証設備の技術を活用して、サントリー社白州工場に、2024 年に国内最大規模の 16MW 級の P2G 設備を導入することが決定し

ており、当社の電解質膜も採用される予定である。電解質膜の市場規模は 2025 年に 200 億円となる見込み。 ２．操業コスト 気候関連のリスクと機会が財務計画

にどのように影響したかに関するケーススタディー。欧州の東レグループの各拠点は、運用コストを増加させる炭素規制の対象となります。私たちの財務計画で

は、これらの変動コストを拠点のパフォーマンスの予測に含めています。 財務計画の対象となる期間 欧州における炭素税に関する当社の拠点の費用は、中期経営

計画「プロジェクト AP-G 2025」（2023 年度〜2025 年度）に反映されています。 ３．設備投資/設備配分 気候関連のリスクと機会が財務計画にどのように影響し

たかについてのケーススタディー。 省エネのためのガス発電設備の開発や自然エネルギーによる発電に取り組んでいます。 そのため、設備投資/配分は当社の事業

に影響を及ぼします。東レグループは、中期経営計画で示したサステナビリティイノベーション分野を中心に成長投資を積極的に推進し、年間予算を組んでいま

す。 財務計画の対象となる期間。中期経営計画「プロジェクト AP-G2025」（2023 年度〜2025 年度）に基づき、3 年間で 5,000 億円の設備投資を計画していま

す。 総資本支出の約 50％は、主にサステナビリティイノベーション（SI）事業を中心に、事業の成長と拡大を目的として投資されます。 ４．買収と売却 気候関連

のリスクと機会が財務計画にどのように影響したかについてのケーススタディー。 東レは、意思決定プロセスで買収のための投資プロジェクトを評価するための構

造化されたプロセスを持っています。 投資を検討する際、投資計画をフォローするためにプロジェクトチームが立ち上げられます。 このプロジェクトでは、「ビ

ジネス環境と収益性のチェックリスト」を使用して、リスクを特定および管理します。 このチェックリストには、GHG の排出量と排水量の規制の強化、水不足ま

たは取水量の制限、環境規制の強化などの項目があります。 財務計画の対象となる期間 中期経営計画「ProjectAP-G2025」（2023 年度〜2025 年度）に基づき、東

レグループの強みを活かした相乗効果が期待できる既存事業の成長を追求する M＆A・アライアンス活動を実施します。 材料、コアテクノロジー、およびグローバ

ルビジネスプラットフォームを提供し、新しいビジネスの立ち上げを加速します。 

[行を追加] 
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(5.4) 貴組織の財務会計において、貴組織の気候移行計画と整合した支出/売上を特定していますか。 

 

組織の気候移行計画と整合している支出/売上項目の

明確化 

貴組織の気候移行計画との整合性を評価するために用

いた手法または枠組み 

  選択: 

☑ はい 

該当するすべてを選択 

☑ その他の手法または枠組み 

[固定行] 

(5.4.1) 気候移行計画に整合する支出/売上の額と割合を定量的に示してください。 

Row 1 

(5.4.1.1) 整合性を評価するために用いた手法または枠組み 

選択: 

☑ その他、具体的にお答えください :東レグループは、「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」に掲げる 4 つの世界の実現に向けて、事業を通して

の社会への貢献と自社の環境負荷低減を推進しています。その中で、「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」で目指す世界である、気候変動対策を

加速、持続可能な循環型の資源利用と生産、安全な水・空気を届け環境負荷を低減、医療の充実と公衆衛生の普及促進、の 4 領域に貢献する製品・技術の

総称を「サステナビリティ（SI）事業」と定義しています。 

(5.4.1.5) 財務指標 

選択: 

☑ 売上/売上高 

(5.4.1.6) 選択した財務指標において報告年で整合している額 (通貨) 

1368900000000 



98 

(5.4.1.7) 選択した財務指標おいて報告年で整合している割合(%) 

53.4 

(5.4.1.8) 選択した財務指標において 2025 年に整合している予定の割合(%) 

57.1 

(5.4.1.9) 選択した財務指標において 2030 年に整合している予定の割合(%) 

0 

(5.4.1.12) 貴組織の気候移行計画との整合性を評価するために用いた手法または枠組みの詳細 

東レグループは、2018 年に「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」、2020 年に長期経営ビジョン“TORAY VISION 2030”を策定・発表し、2050 年の目指す

べき世界を明確にし、マイルストーンとしての 2030 年の長期目標（KPI）を定めました。そして、2023 年 3 月に発表した中期経営課題“プロジェクト AP-G 2025”

では、多様化するサステナビリティへの要請に対応すべく、これまで推進してきたグリーンイノベーション（GR）・ライフイノベーション（LI）事業をサステナ

ビリティイノベーション（SI）事業※1 に統合し、「SI 事業拡大プロジェクト」として推進しています。 SI 事業は、「東レグループ サステナビリティ・ビジョ

ン」で示した、「地球規模での温室効果ガスの排出と吸収のバランスが達成された世界（GHG 排出実質ゼロの世界）」、「資源が持続可能な形で管理される世

界」、「誰もが安全な水・空気を利用し自然環境が回復した世界」、「すべての人が健康で衛生的な生活を送る世界」の実現に貢献する事業です。具体例として

は、気候変動対策を加速させるために、先端材料の用途を航空機、自動車などに拡大、軽量化による燃費向上で CO2 排出の抑制に貢献するほか、風力、水素など

再生可能エネルギー社会を素材供給により支える取り組みを推進しています。持続可能な循環型資源利用のために、バイオ関連技術やリサイクルなど資源循環に対

する取り組みを進めています。また、安全な水・空気を届けるために、水処理膜やエアフィルターなどの拡大を進めていきます。さらには、健康・長寿、医療の質

向上や、人の安全、および高齢者や要介護者の自立した生活へ貢献する製品の拡大を図ります。 ※1 サステナビリティイノベーション（SI）事業：「東レグループ 

サステナビリティ・ビジョン」の実現に貢献する事業・製品群 「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」の実現に向けた活動に取り組むため、SI 事業拡大プ

ロジェクトと気候変動対策プロジェクトにおいて、気候変動対策や資源循環問題などに対する中長期的なロードマップや実行計画を策定、推進し、2030 年の数値

目標達成に向けた進捗管理を行っています。 プロジェクトを通じて、社会全体のカーボンニュートラル実現に向けて GHG 排出量の削減に貢献するほか、東レグル

ープの GHG 排出量削減を進め、カーボンニュートラルの実現を目指しています。また、持続可能な循環型の資源利用のための全社的戦略を策定・推進し、当社基

幹ポリマーのバイオ化、リサイクルなど資源循環への取り組みを加速しているほか、生物多様性・自然資本への負荷低減の全体戦略を検討、推進しています。 取締

役会を補佐し、全社重要事項の協議機関である経営会議においては、同プロジェクトの内容およびサステナビリティに関する重要な方針、議題を協議しています。 

[行を追加] 
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(5.5) 貴組織は、貴組織のセクターの経済活動に関連した低炭素製品またはサービスの研究開発 (  R&D) に投資しています

か。 

  

(5.5.1) 低炭素  R&D への投資 

選択: 

☑ はい 

(5.5.2) コメント 

2018 年 7 月に策定した「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」は、2050 年に向け東レグループが目指す４つの世界とその実現に向けて、東レグループが取

り組むべき課題を明らかにしています。具体的には、人口増加、高齢化、気候変動、水不足、資源の枯渇等世界が直面する「発展」と「持続可能性」の両立をめぐ

る地球規模の課題に対し、革新技術・先端材料の提供によって、本質的なソリューションを提供していくことが東レグループの使命であることを表明しています。

また、このことは、「自らの成長が世界の持続可能性に負の影響を与えない努力を尽くすと共に、全世界のパートナーと共に、パリ協定や国連 SDGs をはじめとす

る世界的目標の追求のために、全力を尽くしていくこと」の宣言でもあり、東レグループが将来に向けて進む方向性を示しており、“TORAY VISION 2030”の基礎と

しています。このため東レは、クリーンエネルギー社会の実現や、リサイクル、バイオ、分離膜技術などが支える循環型社会の実現を目指し、「グリーンイノベー

ション事業」の拡大を推進しています。 このため、グループ全体の研究開発費(2020～2022 で 2200 億円約)の約 50%を「グリーンイノベーション」関連の研究・

技術開発に充当しました。 また、2023 年度から 2025 年度を対象期間とする中期経営課題“ プロジェクト AP-G 2 025”では、2023～2025 年度の 3 年間において、

研究開発費の目安額 2200 億円のうち、54%を東レグループの「持続的かつ健全な成長」を支える成長領域(*)に投資する方針です。 (*)東レグループの「持続的かつ

健全な成長」を支える成長領域は、「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」に掲げるサステナビリティイノベーション(SI)事業とデジタルイノベーション

(DI)事業としています。以下、取り組み内容を要約します。「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」では、「2050 年に向け東レグループが目指す世界」、

その実現に向けた「東レグループが取り組む４つの課題」及び「2030 年度に向けた数値目標(KPI)」を定め、「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」実現に

向けた中長期の戦略として、長期経営ビジョン“TORAY VISION 2030”及び中期経営課題“プロジェクト AP-G 2025”を推進します。 カーボンニュートラルの実現に

向けては、 再生可能エネルギー、電動化、水素・燃料電池関連の素材等、ビジョンの実現に貢献する SI 事業の拡大のほか、水の電気分解によるグリーン水素の製

造及び産業・運輸用途での活用、二酸化炭素(CO2)利活用に貢献する製品の開発を進め、社会全体の GHG 排出量の削減に貢献します。また、SI 事業の拡大を通じ

て還元される持続可能なエネルギー・原料と、革新プロセス及び CO2 を利活用する技術の開発・導入により、東レグループの GHG 排出量削減を進めます。 循環

型社会の実現に向けては、 プラスチック製品のリサイクル・バイオ化等のカーボンリサイクル技術のほか、製造工程で発生した水の再利用等、様々な技術を創出す

ることで、循環型社会の実現を目指します。 新規事業創出・拡大を目指す「FT プロジェクト(Future TORAY－2020s プロジェクト)」においては、次の成長ステー

ジを担う大型テーマにリソースを重点的に投入しており、水素・燃料電池関連材料、バイオマス活用製品・プロセス技術、環境対応印刷ソリューションなどのテー

マのほか、CO2 やバイオガス、水素などを分離するためのガス分離膜の構造を支える支持層に利用可能な多孔質炭素繊維の用途開発などを進めていきます。 

[固定行] 
 



100 

(5.5.3) 過去 3 年間の化学品生産活動に関する低炭素  R&D への貴組織による投資の詳細を記載してください。 

Row 1 

(5.5.3.1) 技術領域 

選択: 

☑ バイオテクノロジー 

(5.5.3.2) 報告年の開発段階 

選択: 

☑ パイロット実証 

(5.5.3.3) この 3 年間にわたる  R&D 総投資額の平均割合(%) 

2 

(5.5.3.5) 今後 5 年間に予定している  R&D 総投資額の平均割合(%) 

2 

(5.5.3.6) この技術分野への貴組織の  R&D 投資が気候変動への取り組みや気候移行計画とどのように整合しているか説明

してください 

当社は、循環型社会実現のための取り組みの一つとして、プラスチック製品のバイオ化を推進しています。その一環として、非食用バイオマスからの非石油材料の

実現のため、バイオテクノロジー、膜分離技術、有機合成技術を融合させることで、非食用バイオマスからのポリマー原料の生産を可能とするプロセスの開発を進

めています。 2024 年度には、以下の発表のように、ＧＣ社と非可食バイオマスを原料としたバイオアジピン酸の量産技術検討に関する覚書を締結、食糧問題の回

避やカーボンフットプリント低減を可能とする非可食糖の製造技術を基軸とした、非可食バイオマス由来の基幹ポリマー原料の早期事業化を目指します。 東レと

PTTGC 社 非可食バイオマス由来ナイロン原料の供給体制構築に向け量産技術検討を開始 ：プレスリリース 2024 年 11 月 11 日 

https://www.toray.co.jp/news/article.html?contentId=dqbdenxt 東レ株式会社は、タイを拠点とする大手石油化学会社である PTT Global Chemical Public Company 
Limited（本社：タイ・バンコク、CEO：Mr. Narongsak Jivakanun、以下「GC」）と、非可食バイオマス※１を原料としたアジピン酸（以下、バイオアジピン酸）

の量産技術検討に関する覚書（MOU）を 2024 年 11 月に締結しました。 今後、東レと GC は共同でタイおよび日本にて量産技術検討ならびに商業化に向けた実現

可能性調査を進め、事業性があると判断した場合、2030 年までに数千トン規模のムコン酸およびバイオアジピン酸の商業化を目指します。 東レと GC は、2023 年
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から、東レが 84%の株式を所有するタイ国の Cellulosic Biomass Technology Co., Ltd. (以下、「CBT」)で製造される非可食バイオマス由来の糖を原料とし、ナイ

ロン 66 の原料となるムコン酸とバイオアジピン酸を製造する技術開発を共同で行い、世界で初めてパイロットスケールでの製造に成功しました。 本製造技術で

は、GC は、独自の発酵技術により、非可食糖を短時間でムコン酸に高収率で変換します。さらに、東レは、独自の水素化処理プロセスにより、ムコン酸から高純

度のバイオアジピン酸を高収率で製造することができます。得られたバイオアジピン酸は、石油由来のアジピン酸と同様に、ナイロン 66 の原料として樹脂・繊維

などに利用することが可能です。また、この製造プロセスでは、アジピン酸を化学合成法で製造する場合に副生物として生成される温室効果ガスの一酸化二窒素

（N2O）が発生しません。 将来的には、資源豊富なタイ国での農業残渣を利用して、数万トン規模でバイオアジピン酸を製造するサプライチェーンを構築すると

ともに、環境配慮型のナイロン 66 の製造に繋げ、資源循環社会の実現や温室効果ガスの削減に貢献してまいります。 なお、本調査は、「経済産業省・令和 5 年度

補正「グローバルサウス未来志向型共創等事業費補助金（我が国企業によるインフラ海外展開促進調査）」に採択されています。 東レは、カーボンニュートラルの

世界の実現に向け、2030 年までに基幹ポリマー製品の原料のうち 20％を再生資源化することを目標とし、バイオマス由来材料への転換等の技術開発に取り組んで

います。今後も、持続可能な循環型社会を実現するために研究・技術開発を推進し、企業理念である「わたしたちは新しい価値の創造を通じて社会に貢献します」

の具現化に取り組んでまいります。 

Row 2 

(5.5.3.1) 技術領域 

選択: 

☑ 炭素回収・利用・貯留(CCUS) 

(5.5.3.2) 報告年の開発段階 

選択: 

☑ 応用研究開発 

(5.5.3.3) この 3 年間にわたる  R&D 総投資額の平均割合(%) 

0.1 

(5.5.3.5) 今後 5 年間に予定している  R&D 総投資額の平均割合(%) 

0.2 

(5.5.3.6) この技術分野への貴組織の  R&D 投資が気候変動への取り組みや気候移行計画とどのように整合しているか説明

してください 
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当社は、気体分離膜による CO2 回収技術の創出にも取り組んでいます。これらの技術により、脱炭素化ニーズの高まりを捉えた化成品・素材産業の構造転換を推

進します。 オールカーボン CO2 分離膜の量産技術構築に向けパイロット設備を導入 ：プレスリリース 2024 年 12 月 17 日 
https://www.toray.co.jp/news/article.html?contentId=08ktmd2g 東レ株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：大矢 光雄、以下「東レ」）は、このたび、オ

ールカーボン製の二酸化炭素(CO2)分離膜のパイロット設備を滋賀事業場へ導入することを決定しました。本パイロット設備は、2025 年度中の設置および稼働開始

を予定しており、CO2 分離膜の量産技術構築を推進するとともに、バイオガスや天然ガスの開発会社や関連するエンジニアリングメーカーなどパートナー企業と連

携して実証を行い、2026 年度中の CO2 分離膜エレメントの実用化を目指します。 天然ガスは、燃焼時の CO2 排出量が天然資源の中で比較的少なく、安定したエ

ネルギー需要を支えるものとして、今後も利用が継続すると見込まれています。近年では、CO2 濃度が低いガス田の開発が優先的に進められた結果、残存した

CO2 濃度が高いガス田開発の必要性から、従来よりも効率的な CO2 の分離・回収技術が求められるようになっています。また、今後は、天然ガスと同じメタンガ

ス(CH4)と CO2 の混合ガスが得られるバイオマス由来のバイオガスや、窒素と CO2 からなる排ガスから、それぞれ CO2 を効率的に分離・回収して CCS、CCU に

繋げる技術開発も必要です。 東レは、これまでにオールカーボンの CO2 分離膜を開発し、高い分離性能と不純物を含むガス環境での耐久性を研究ラボレベルで確

認していました。 今回、東レが持つ中空糸の紡糸技術と薄層コーティング技術を深化させ、連続かつ安定した品質の製膜技術を構築し、同時に CO2 分離膜を束に

する膜エレメントを製造する基本技術に目途を得ました。作製した小型膜エレメントを用いて、東レ東海工場において実際に排出されるバイオガスおよび排ガスか

らの CO2 分離を実証し、１週間の連続した CO2 分離機能を発揮することも確認しました。 本実証により、CH4 と CO2 の分離、窒素と CO2 の分離のいずれにも

適用が可能であることが分かりました。さらに、本実証に使用した東海工場のバイオガスは、CO2 の他に芳香族炭化水素を 1,000ppm 以上含み、天然ガス組成に近

いものであったため、バイオガスだけでなく天然ガスの生産および CCS・CCU における CO2 分離の高効率化など、CO2 分離が必要な場面に幅広く展開できるも

のと期待されます。これら実証の成果を受けて、今回、量産技術構築など次のステップに進むべく、パイロット設備の導入を決定しました。 今後は、新たに導入す

るパイロット設備を活用して量産技術を構築するとともに、バイオガスや天然ガス生産の開発会社をはじめとするパートナー企業と幅広く連携して、スケールアッ

プ試作や実証試験など実用化に向けた取り組みを加速します。 

Row 3 

(5.5.3.1) 技術領域 

選択: 

☑ その他、具体的にお答えください :省エネルギー材料 

(5.5.3.2) 報告年の開発段階 

選択: 

☑ 小規模商業的開発 

(5.5.3.3) この 3 年間にわたる  R&D 総投資額の平均割合(%) 

27 
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(5.5.3.5) 今後 5 年間に予定している  R&D 総投資額の平均割合(%) 

27 

(5.5.3.6) この技術分野への貴組織の  R&D 投資が気候変動への取り組みや気候移行計画とどのように整合しているか説明

してください 

当社は、炭素繊維や樹脂による軽量化、膜利用法による水処理、保温素材や清涼素材などの機能性衣料、窓フィルムや複層ガラス用シーリング材などの供給を通じ

て、省エネ化に貢献しています。 CO2 排出量を 30%以上削減可能な高効率限外ろ過膜を開発：プレスリリース 2025 年 2 月 20 日 

https://www.toray.co.jp/news/article.html?contentId=jsmhvz3r 東レ株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：大矢 光雄、以下「東レ」）は、このたび、限

外ろ過（UF:Ultra Filtration）膜と逆浸透(RO:Reverse Osmosis)膜を組み合わせて用いる下廃水再利用プロセスにおいて、これまでの高い透水能力を維持したまま、

RO 膜の負荷を軽減し、長期間安定して良質な水を製造できる、高除去 UF 膜を開発しました。 世界各地の水需要拡大に対し、持続的な水源を確保するため、UF
膜と RO 膜を組み合わせて下水や工場廃水を再利用するプロセスが急速に普及しており、再利用水を飲料水や半導体製造に欠かせない超純水製造の水源にする取り

組みがグローバルに始まっています。一方、従来の UF 膜は、下廃水処理水に多く含まれる生物由来の有機物（バイオポリマー）の除去性が低いため、後段の RO
膜の洗浄頻度が多く、薬液使用による造水コストや CO2 排出量が多くなる課題があります。 東レは、10 ナノメートル以下の微小な細孔の形成過程を定量的に解析

することで、高除去 UF 膜を設計しました。この解析には、大型放射光施設“SPring-8”※１を用いた観察とシミュレーションを融合して、膜構造の詳細を分析し、

この分析を基に、ポリマー材料および製造プロセスを精密に制御することで、孔径の微細化と微細孔の増量を同時に実現し、従来にない高い除去性と透水性を両立

する UF 膜を創出しました。 本開発の高除去 UF 膜の処理水は、下水や工場廃水を始め様々な原水に対し、RO 膜の汚染源となるバイオポリマーの透過量が当社従

来品比 1/3 以下となり、高い除去性を確認しました。さらに、下水処理プラントにて、RO 膜と連結した運転試験を行い、UF 膜の透水量を従来通りに維持しつつ、

後段 RO 膜の透水量の低下を 1/3 に抑制する効果を実証しました。 今回、開発した高除去 UF 膜は、後段の RO 膜の洗浄工程の削減が必要な下水再利用をはじめ、

化学・鉄鋼・染色工場等での廃水再利用等において、RO 膜の薬液洗浄や運転トラブル対応の低減、さらには、RO 膜の寿命の延長が見込まれます。これにより、

造水コストを低減するだけでなく、RO 膜の交換・廃棄に伴う CO2 排出量を 30%以上削減することが期待できます。現在、量産準備を進めており 2025 年中頃に、

下水再利用が進む北米での発売を目指し、日本を含むその他の国・地域に向けて製品展開していく計画です。 

Row 4 

(5.5.3.1) 技術領域 

選択: 

☑ その他、具体的にお答えください :水素活用 

(5.5.3.2) 報告年の開発段階 

選択: 
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☑ パイロット実証 

(5.5.3.3) この 3 年間にわたる  R&D 総投資額の平均割合(%) 

2 

(5.5.3.5) 今後 5 年間に予定している  R&D 総投資額の平均割合(%) 

3 

(5.5.3.6) この技術分野への貴組織の  R&D 投資が気候変動への取り組みや気候移行計画とどのように整合しているか説明

してください 

水素は、使用段階で CO2 を排出しないクリーンな次世代エネルギーとされています。 当社は、「水素・燃料電池部材」を次の成長を担う重要分野として位置付

け、重点的に経営リソースを投入して事業拡大を推進しています。CCM・MEA のほか、高プロトン伝導性と低ガス透過性とを兼ね備える炭化水素系（HC）電解質

膜、高圧水素タンク用の高強度炭素繊維やライナ 樹脂、電極基材のカーボンペーパーおよびガス拡散層（Gas Diffusion Layer：GDL）など、水素の製造、輸送・貯

蔵、利用の全ての領域で幅広く基幹素材を開発・製造しています。 とくに、近年は、以下のような、水の電気分解によるグリーン水素の製造及び産業・運輸用途で

の活用を推進しています。 水電解装置部素材の GW 級量産体制構築事業の経済産業省「GX サプライチェーン構築支援事業」への採択について ：プレスリリース

2024 年 12 月 18 日 https://www.toray.co.jp/news/article.html?contentId=t3a13kl0 東レ株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：大矢 光雄、以下「東レ」）

は、水電解装置に用いられる電解質膜の GW 級量産体制構築が、カーボンニュートラルと経済成長の両立を目指すグリーントランスフォーメーション(Green 

Transformation、以下「GX」)分野の国内製造サプライチェーンを世界に先駆けて構築することを目的とした、経済産業省の「GX サプライチェーン構築支援事業」

に採択されました。 東レは、産業分野の GX 実現のキー技術とされる水電解水素製造装置について、固体高分子（PEM）形水電解装置の飛躍的高性能化に寄与す

る部材である、高プロトン伝導性と低ガス透過性を兼ね備えた東レ独自の炭化水素系(HC)電解質膜を開発し、その量産技術開発と事業開発を進めてきました。 東

レは、山梨県（県庁：山梨県甲府市、知事：長崎 幸太郎）および技術開発参画企業 9 社とともに、グリーンイノベーション基金事業における国立研究開発法人新エ

ネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の助成事業である、大規模 P2G システム※２によるエネルギー需要転換・利用技術開発に係る実証事業を進めていま

す。 実証地であるサントリー天然水 南アルプス白州工場およびサントリー白州蒸溜所（山梨県北杜市）の脱炭素化を目指して、再生可能エネルギーを安全・安心

に水素エネルギーに転換できる PEM 形水電解装置をモジュール化した P2G システムを 16MW 規模で導入し、大規模需要家がボイラ等で利用する化石燃料を水素

エネルギーに転換する実証計画を進めるべく、2024 年 2 月に現地工事を開始しました。 今回採択された投資計画の構想は、HC 電解質膜について、水電解装置能

力に換算して 10GW 以上の規模の生産能力を 2028 年度中に構築するもので、投資額は 560 億円です。 今後、再生可能エネルギーの活用が進むにつれ PEM 形水電

解装置の市場規模も拡大し、2030 年代前半には電解質膜の市場として年間 1,000 億円を超える規模に成長することが期待されています。東レは PEM 形水電解装置

の市場における電解質膜の No.1 サプライヤーとなり、水素社会の実現に貢献することを目指しています。 東レは、優れた先端素材の力で「温室効果ガスの排出と

吸収のバランスのとれた世界」など持続可能な社会の実現に取り組んでいます。本事業において HC 電解質膜の生産体制を整備し、パートナーと協力して HC 電解

質膜を搭載した高効率水電解装置を展開し、グリーン水素サプライチェーンの構築を通じて、水素社会・カーボンニュートラル社会の実現に貢献してまいります。 
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Row 5 

(5.5.3.1) 技術領域 

選択: 

☑ その他、具体的にお答えください :リサイクル 

(5.5.3.2) 報告年の開発段階 

選択: 

☑ 基礎的学術的/理論的研究 

(5.5.3.3) この 3 年間にわたる  R&D 総投資額の平均割合(%) 

4 

(5.5.3.5) 今後 5 年間に予定している  R&D 総投資額の平均割合(%) 

7 

(5.5.3.6) この技術分野への貴組織の  R&D 投資が気候変動への取り組みや気候移行計画とどのように整合しているか説明

してください 

当社は、繊維・樹脂・フィルムなどの幅広い事業分野で、再生型リサイクル素材および製品の統合ブランドのエコユースを展開しており、回収 PET ボトルや製造

工程で発生する端材などを回収・再利用する繊維や、お客様工程での使用済みフィルムを回収・再利用するフィルムなどを取り扱っています。 また、繊維では、使

用済み製品を回収・リサイクルする回収循環型リサイクルシステムのサイクリードを展開するとともに、回収 PET ボトルを原料に、異物を除去するフィルタリン

グ技術と洗浄技術で、高い白度と多様な品種展開を可能とし、独自のトレーサビリティ機能も付与した再生型リサイクル素材ブランドの＆（アンドプラス）を立ち

上げました。さらに、様々な素材で設計からリサイクルを視野に入れた材料開発を推進しています。 ナイロン 66 ケミカルリサイクル新技術を創出 ：プレスリリー

ス 2025 年 2 月 19 日 https://www.toray.co.jp/news/article.html?contentId=7ajkffhp 東レ株式会社は、このたび、ケミカルリサイクルが困難と考えられていたナイロ

ン 66 について、亜臨界水※1 を用いた独自の解重合新技術により、ナイロン 66 の解重合が均一かつ数十分程度の短時間で進行し、モノマー原料として回収できる

ことを見出しました。 ナイロン 66 は、日本で約 10 万トン／年、世界で約 130 万トン／年の市場規模があり、高耐熱性、高強度である特徴を活かし、主に自動車

や産業資材用途に使用されています。例えば、エアバッグやタイヤコードなどの自動車用繊維、ラジエータータンク、シリンダーヘッドカバー、オイルパンなどの

自動車用樹脂成形品などに用いられています。自動車等のプラスチックリサイクル規制の動きが強まっている中、日本では、ナイロン 66 が用いられているエアバ

ッグの回収が義務づけられており、ケミカルリサイクル原資として有望と考えられます。 先行して実証を進めているナイロン 6 ケミカルリサイクル※2 において
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は、１種類のモノマー（カプロラクタム）を回収します。一方、ナイロン 66 ケミカルリサイクルにおいては、2 種類のモノマー（ヘキサメチレンジアミンとアジ

ピン酸）を回収する必要があります。東レは、ナイロン 6 ケミカルリサイクル技術の知見を活用し、亜臨界水中におけるナイロン 66 の解重合反応解析を行い、副

反応を抑制する独自技術により、高収率・高効率で 2 種類のモノマーを回収し、再重合してナイロン 66 を再生することに成功しました。本技術を用いたナイロン

66 の製造によって、石油から製造する場合の CO2 排出量を半減できる見込みです。 まずは自動車素材をターゲットとして、エアバッグなどの使用済み原資に含ま

れる他素材の分離技術や、ナイロン 66 解重合、さらにはモノマーの分離および精製技術を確立し、2025 年に品質確認、顧客評価のためのサンプルワークができる

体制を整え、2030 年近傍にプラスチックリサイクルが法規制化される動きを見据えて、本格量産準備を進めます。 ナイロン 6 とあわせて、ナイロンリサイクル技

術を構築し、衣料品や自動車以外の産業資材にもケミカルリサイクル技術の適用範囲を拡大し、資源循環社会の実現、カーボンニュートラルに貢献してまいりま

す。 自動車リサイクルにおける再生材利用拡大を目指し、自動車部品解体プロセス等の技術実証を開始 ：プレスリリース 2024 年 4 月 9 日 

https://www.toray.co.jp/news/article.html?contentId=28peqi7h 株式会社デンソー、リバー株式会社、ＤＩＣ株式会社、株式会社ＵＡＣＪ、金城産業株式会社、九州

メタル産業株式会社、住友化学株式会社、大同特殊鋼株式会社、東レ株式会社、豊田合成株式会社、トヨタ紡織株式会社、株式会社野村総合研究所、古河電気工業

株式会社、株式会社マテック、三井化学株式会社、学校法人早稲田大学などにて開始する「ELV 自動精緻解体を起点とした水平サイクルを実現する動静脈一体プロ

セスの技術実証」が、環境省の令和 5 年度自動車リサイクルにおける再生材利用拡大に向けた産官学連携推進事業の一つに採択されました。本実証は、2024 年 3

月上旬から開始しており、2025 年 1 月末まで実施予定です。 近年、自動車産業では、持続可能な社会の実現に向けて「サーキュラーエコノミー」への転換が求め

られており、再生材の大幅な利用拡大を通じて新たな天然資源の投入量を削減することが必要とされています。しかし、現在世界では ELV を破砕し、材料ごとに

選別して再生材を作り出す手法を取っていることが多く、高純度の再生材に向けた材料を選別することが極めて難しいため、水平サイクル率が低い状況です。ま

た、これまで動静脈の連携が十分ではなかったことから、高い品質が求められる自動車部品の材料として再生材を用いるための取り組みが進んでいませんでした。 

一方、ELV の解体・破砕を担う業界では、深刻な労働力不足への対応や、安全・安心で快適な労働環境の整備などが課題となっています。これらの課題解決ととも

に、再生材の質と量の確保にもつながる、ELV の新たな処理手法への転換が必要となっています。 今回、ELV 解体・破砕事業者、解体システム提供者、素材メー

カー、自動車部品メーカー、研究機関などの参画法人が連携し、質と量の確保の両方を実現する新たな ELV の処理手法である「自動精緻解体プロセス」を起点と

した、動静脈一体となったプロセスの技術実証を通じて、この動静脈一体のエコシステムを社会実装するうえでの課題の抽出を行います。具体的には、自動精緻解

体プロセスの技術実証や、精緻解体で抽出した各種素材の高純度化・再資源化プロセスの技術実証および、それによって作られた再生材を用いた部品の試作評価を

行います。また、CO2 排出量削減の観点から自動精緻解体プロセスの環境への負荷低減効果を測定し、本処理方法の持続可能性についても検証を行います。 

Row 6 

(5.5.3.1) 技術領域 

選択: 

☑ その他、具体的にお答えください :低環境負荷材料 

(5.5.3.2) 報告年の開発段階 

選択: 

☑ 基礎的学術的/理論的研究 
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(5.5.3.3) この 3 年間にわたる  R&D 総投資額の平均割合(%) 

4 

(5.5.3.5) 今後 5 年間に予定している  R&D 総投資額の平均割合(%) 

4 

(5.5.3.6) この技術分野への貴組織の  R&D 投資が気候変動への取り組みや気候移行計画とどのように整合しているか説明

してください 

有機溶剤やハロゲン系の添加剤など、大気・水・土壌を汚染する様々な有害化学物質の排出量・使用量削減に東レグループの素材・技術は貢献します。 世界初、

100％VOC フリー水なし EB オフセット印刷を使用した食品包装を実用化 －軟包装材のカーボンニュートラルに貢献－ ：プレスリリース 2023 年 9 月 25 日 
https://www.toray.co.jp/news/article.html?contentId=xp9me45s 東レ、ITP Foods Sdn. Bhd. (本社：マレーシアペナン州、Executive Director: William Koh Hai Min、

以下 ITP Foods)は、このたび、東レの独自技術となる「VOC フリー・CO2 排出削減を実現する水なし EB オフセット印刷システム」を適用した食品包装材を実用

化し、ITP Foods が新商品として世界に先駆けて上市する予定です。軟包装材は、軽量性や透明性、加工のしやすさなどの特長を持ち、食品やシャンプー・洗剤の

詰め替えパウチなど各種包装用に幅広く使われており、今後も世界的な人口増加に伴い、軟包装材市場は年率 3％以上の拡大が予測されています。東レは、印刷工

程における VOC の発生を抑制するとともに CO2 排出量の 80％以上を削減する IMPRIMA™を用いた水なし EB（電子線）オフセット印刷技術について、各種実

証、実用化検討を進めてきました。今回、軟包装材の環境対応を重視する ITP Foods が東レの環境対応印刷技術に着目し、東南アジアの食材の質感の再現における

他印刷方式と比較した優位性の観点から、先駆的な取り組みとして自社新商品のフィルム包装材に対して当該印刷技術を採用するに至りました。商業ベースでは世

界初となります。また、今回上市した ITP Foods の新商品の包装材には、VOC フリー印刷システムを示す P4E™マークおよび水なし平版で印刷されたことを示す

バタフライマークが搭載されており、環境対応印刷技術を使用していることが商品外観からも認識可能です。 先端半導体向け PFAS フリーのモールド離型フィル

ムを実用化 -モールド工程の金型汚れ１／５以下、半導体製造の稼働率向上に貢献- ：プレスリリース 2024 年 5 月 22 日 

https://www.toray.co.jp/news/article.html?contentId=0raa9xt0 東レ株式会社は、このたび、先端半導体向け PFAS フリーのモールド離型フィルムを実用化しました。

本フィルムは、欧州等で規制が検討されている有機フッ素化合物を含まない材料から成り、モールド工程でみられる課題であった金型汚れを１／５以下に抑制する

ことで最先端の半導体製造の稼働率向上に貢献します。半導体パッケージングプロセスは IC チップを外部環境から保護し、端子間を接続するために電気的にパッ

ケージするプロセスの事であり、この中で外部からの保護目的でモールド樹脂を覆う工程をモールド工程と言います。このモールド工程では金型汚染防止のため、

モールド樹脂と金型の間に離型フィルムを用いますが、最先端の半導体ではモールド樹脂等の起因による金型汚れや、先端半導体のモールド形状の複雑化に伴い、

モールド成形時の離型フィルム破れ、離型フィルムのシワのモールド樹脂への転写といった課題が顕在化するようになってきました。これらの課題に対して、東レ

は独自の NANOALLOY®（ナノアロイ®）技術によってガスバリア性と耐熱柔軟性を備えたモールド離型フィルムを開発しました。ガスバリア性により金型汚れの

原因物質を遮断することで金型汚れを従来比１／５以下まで抑制し、また耐熱柔軟性によりモールド成形時のフィルム破れとシワの転写を抑制することに成功しま

した。さらに従来の離型フィルムは PFAS 材料が使用されていますが、東レが開発した半導体モールド離型フィルムは、環境に配慮した PFAS フリー材料です。本

フィルムは、半導体製造の稼働率向上に寄与することを実証し、昨年からその量産体制を構築するとともに販売を開始しています。 

[行を追加] 
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(5.9) 報告年における貴組織の水関連の CAPEX と OPEX の傾向と、次報告年に予想される傾向はどのようなものですか。 

  

(5.9.1) 水関連の CAPEX (＋/- ％) 

11 

(5.9.2) 次報告年の CAPEX 予想 (+/- %変化) 

10 

(5.9.3) 水関連の OPEX(＋/-の変化率)   

-8 

(5.9.4) 次報告年の OPEX 予想 (＋/- %変化) 

3 

(5.9.5) 説明してください  

水関連の設備投資は、積極的な設備投資により昨年比増となりました。支出用途は主に設備の計測機器の更新や改善、老朽化対策、排水工程の改善です。 費用につ

いては、エネルギー費用削減などにより減少となりました。 今後も水質管理等の設備投資や管理費用は事業活動の規模に応じて継続・拡大していく予定です。 

[固定行] 
 

(5.10) 貴組織は環境外部性に対するインターナル・プライスを使用していますか。 



109 

 

環境外部性のインターナル・プライスの使用 価格付けされた環境外部性 

 選択: 

☑ はい 

該当するすべてを選択 

☑ カーボン 

[固定行] 

(5.10.1) 貴組織のインターナル・カーボンプライスについて詳細を記入してください。 

Row 1 

(5.10.1.1) 価格付け制度の種類 

選択: 

☑ 暗示的価格 

(5.10.1.2) インターナル・プライスを導入する目的 

該当するすべてを選択 

☑ 費用便益分析を実施する 

☑ エネルギー効率の推進 

☑ 低炭素投資の推進 

(5.10.1.3) 価格を決定する際に考慮される要素 

該当するすべてを選択 

☑ 国際規格との整合性 ☑ 再生可能エネルギーの調達の価格/コスト 

☑ 炭素税の価格との整合性  

☑ 科学的ガイダンスへの整合性   
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☑ 炭素国境調整措置の価格との整合性  

☑ 排出量取引制度に基づく価格枠との整合性  

(5.10.1.4) 価格決定における計算方法と前提条件 

EUETS をベースとして社内協議により決定。 

(5.10.1.5) 対象となるスコープ 

該当するすべてを選択 

☑ スコープ 1 

☑ スコープ 2 

☑ スコープ 3、カテゴリ 3 - 燃料およびエネルギー関連活動(スコープ 1 または 2 に含まれない) 

(5.10.1.6) 使用した価格設定アプローチ - 地域ごとに異なる価格設定 

選択: 

☑ 単一の価格設定 

(5.10.1.8) 使用した価格設定アプローチ - 経時的変動 

選択: 

☑ 変動型(時間軸上) 

(5.10.1.9) 時間の経過とともに価格がどのように変化すると見ているか 

特になし 

(5.10.1.10) 使用される実際の最低価格(通貨、CO2 換算トン) 

10000 

(5.10.1.11) 用いられる実際の最高価格(通貨、CO2 換算トンあたり) 
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10000 

(5.10.1.12) 本インターナル・プライスが適用される事業意思決定プロセス 

該当するすべてを選択 

☑ 資本支出 

☑ 操業 

(5.10.1.13) インターナル・プライスは事業の意思決定プロセスにおいて適用必須 

選択: 

☑ はい、すべての意思決定プロセスにおいて 

(5.10.1.14) 報告年における選択されたスコープの総排出量のうち、本インターナル・プライスの対象となる排出量の割合

(%) 

1 

(5.10.1.15) 価格設定アプローチは目標を達成するためにモニタリングおよび評価されている 

選択: 

☑ はい 

(5.10.1.16) 目的を達成するための価格設定アプローチのモニタリングおよび評価方法の詳細 

「化学」は多くの産業や暮らしを支える重要なものとなっており、世界が直面する地球 温暖化問題に取り組むべく、日本化学工業協会は 2017 年 5 月に「地球温暖

化問題への 解決策を提供する化学産業としてのあるべき姿」を策定・公開している。また、日本政 府の 2050 年カーボンニュートラル宣言を受けて、その政策を

実現すべく、化学産業 は、地球規模の課題を解決し、持続可能な社会に貢献していく。 東レグループとしても、社内カーボンプライス制度を取り入れ、その価格

設定は、ETS 価格に基づいており、東レグループのすべての事業分野で省エネと低炭素活動を促進するために適用されます。東レグループは、排熱回収量の増加や

その他の省エネ活動、生 産プロセス改善等に取り組み GHG 排出量は 2022 年に前年比 6.4%％減少しました。売 上収益原単位では、基準年度に設定した 2013 年

度比で、35%削減できています。 GHG を削減するためのさまざまなアプローチがありますが、このような社内カーボン プライスシステムもこの削減に部分的に貢

献していると考えられます。 2022 年度は、 省エネ・気候変動対策に投資する際には、カーボンプライスを 4,000 円/トン-CO2 で運用していましたが、EU-ETS 価

格の上昇なども踏まえて、2023 年度は 10,000 円/トン- CO2 に見直しを行い、設備投資を行う際に活用しています。 

[行を追加] 



112 

 

(5.11) 環境課題について、貴組織のバリューチェーンと協働していますか。  

サプライヤー 

(5.11.1)  環境課題について、このステークホルダーと協働している  

選択: 

☑ はい 

(5.11.2)  対象となる環境課題  

該当するすべてを選択 

☑ 気候変動  

☑ フォレスト 

☑ ウォーター  

☑ プラスチック 

小規模農家 

(5.11.1)  環境課題について、このステークホルダーと協働している  

選択: 

☑ いいえ、しかし今後 2 年以内に行う予定です 

(5.11.3)  環境課題について、このステークホルダーと協働していない主な理由 

選択: 

☑ 重要でないか、関連性がないと判断した 

(5.11.4)  環境課題について、このステークホルダーと協働していない理由を説明してください  
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少なくとも現状は当社事業と関連性がないと考えているため。 

顧客 

(5.11.1)  環境課題について、このステークホルダーと協働している  

選択: 

☑ はい 

(5.11.2)  対象となる環境課題  

該当するすべてを選択 

☑ 気候変動  

☑ ウォーター  

☑ プラスチック 

投資家と株主  

(5.11.1)  環境課題について、このステークホルダーと協働している  

選択: 

☑ いいえ、しかし今後 2 年以内に行う予定です 

(5.11.3)  環境課題について、このステークホルダーと協働していない主な理由 

選択: 

☑ 標準化された手順がない 

(5.11.4)  環境課題について、このステークホルダーと協働していない理由を説明してください  

標準化された手順がないため。 

その他のバリューチェーンのステークホルダー 
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(5.11.1)  環境課題について、このステークホルダーと協働している  

選択: 

☑ いいえ、しかし今後 2 年以内に行う予定です 

(5.11.3)  環境課題について、このステークホルダーと協働していない主な理由 

選択: 

☑ 内部リソース、能力、または専門知識の欠如 (例: 組織の規模が原因)  

(5.11.4)  環境課題について、このステークホルダーと協働していない理由を説明してください  

十分な工数を割けないため。 

[固定行] 
 

(5.11.1) 貴組織は、サプライヤーを環境への依存および/またはインパクトによって評価および分類していますか。 

気候変動 

(5.11.1.1)  サプライヤーの環境への依存および/またはインパクトの評価  

選択: 

☑ はい、サプライヤーの依存および/またはインパクトの評価を行っています  

(5.11.1.2)  サプライヤーの環境への依存および/またはインパクトを評価するための基準 

該当するすべてを選択 

☑ 水への依存 ☑ プラスチック廃棄物と汚染へのインパクト 

☑ コモディティへの依存 ☑ サプライヤー関連スコープ 3 排出量への貢献 

☑ 汚染レベルへのインパクト ☑ 森林減少またはその他の自然生態系の転換へのインパクト 

☑ 水の利用可能性へのインパクト  

☑ 生態系サービス/環境資産への依存  
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(5.11.1.3)  評価した 1 次サプライヤーの割合(%) 

選択: 

☑ 76-99% 

(5.11.1.4) 環境への重大な依存および/またはインパクトがあるサプライヤーとして分類する閾値の定義 

2024 年度に実施した主要サプライヤーに対する CSR 調達アンケートでは、451 社（原材料調達先 125 社、設備･資材調達先 153 社、物流会社 38 社、生産･加工委

託先 135 社）から回答を得ました。その結果、東レ（株）が求める水準の取り組みができていると評価したサプライヤー（S、A、B 評価※1）が 99％、実態調査が

必要と判断したサプライヤー（C、D 評価）は 1％でした。調査項目別では「環境保全」、「製品安全・品質保証」、「人権・労働」など、ほとんどの項目で 451

社の評価平均が前回比で向上しており、各サプライヤーに CSR への取り組みを着実に進めていただいていることが改めて確認できました。また、前回の調査で

C、D 評価となり、訪問・面談などで実態調査・改善要請を行った企業の 80％（5 社のうち 4 社）が、今回の調査では A 評価以上に改善したことを確認しました。 

(5.11.1.5)  環境への重大な依存および/またはインパクトの閾値に達している 1 次サプライヤーの割合(%)  

選択: 

☑ 76-99% 

(5.11.1.6)  環境への重大な依存および/またはインパクトの閾値を達している 1 次サプライヤーの数  

451 

フォレスト 

(5.11.1.1)  サプライヤーの環境への依存および/またはインパクトの評価  

選択: 

☑ はい、サプライヤーの依存および/またはインパクトの評価を行っています  

(5.11.1.2)  サプライヤーの環境への依存および/またはインパクトを評価するための基準 

該当するすべてを選択 

☑ コモディティへの依存 
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☑ 生態系サービス/環境資産への依存 

☑ 森林減少またはその他の自然生態系の転換へのインパクト 

☑ プラスチック廃棄物と汚染へのインパクト 

☑ 汚染レベルへのインパクト 

(5.11.1.3)  評価した 1 次サプライヤーの割合(%) 

選択: 

☑ 76-99% 

(5.11.1.4) 環境への重大な依存および/またはインパクトがあるサプライヤーとして分類する閾値の定義 

2024 年度に実施した主要サプライヤーに対する CSR 調達アンケートでは、451 社（原材料調達先 125 社、設備･資材調達先 153 社、物流会社 38 社、生産･加工委

託先 135 社）から回答を得ました。その結果、東レ（株）が求める水準の取り組みができていると評価したサプライヤー（S、A、B 評価※1）が 99％、実態調査が

必要と判断したサプライヤー（C、D 評価）は 1％でした。調査項目別では「環境保全」、「製品安全・品質保証」、「人権・労働」など、ほとんどの項目で 451
社の評価平均が前回比で向上しており、各サプライヤーに CSR への取り組みを着実に進めていただいていることが改めて確認できました。また、前回の調査で

C、D 評価となり、訪問・面談などで実態調査・改善要請を行った企業の 80％（5 社のうち 4 社）が、今回の調査では A 評価以上に改善したことを確認しました。 

ウォーター 

(5.11.1.1)  サプライヤーの環境への依存および/またはインパクトの評価  

選択: 

☑ はい、サプライヤーの依存および/またはインパクトの評価を行っています  

(5.11.1.2)  サプライヤーの環境への依存および/またはインパクトを評価するための基準 

該当するすべてを選択 

☑ 水への依存 

☑ コモディティへの依存 

☑ 生態系サービス/環境資産への依存 

☑ 水の利用可能性へのインパクト 
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☑ 汚染レベルへのインパクト 

(5.11.1.3)  評価した 1 次サプライヤーの割合(%) 

選択: 

☑ 76-99% 

(5.11.1.4) 環境への重大な依存および/またはインパクトがあるサプライヤーとして分類する閾値の定義 

2024 年度に実施した主要サプライヤーに対する CSR 調達アンケートでは、451 社（原材料調達先 125 社、設備･資材調達先 153 社、物流会社 38 社、生産･加工委

託先 135 社）から回答を得ました。その結果、東レ（株）が求める水準の取り組みができていると評価したサプライヤー（S、A、B 評価※1）が 99％、実態調査が

必要と判断したサプライヤー（C、D 評価）は 1％でした。調査項目別では「環境保全」、「製品安全・品質保証」、「人権・労働」など、ほとんどの項目で 451

社の評価平均が前回比で向上しており、各サプライヤーに CSR への取り組みを着実に進めていただいていることが改めて確認できました。また、前回の調査で

C、D 評価となり、訪問・面談などで実態調査・改善要請を行った企業の 80％（5 社のうち 4 社）が、今回の調査では A 評価以上に改善したことを確認しました。 

(5.11.1.5)  環境への重大な依存および/またはインパクトの閾値に達している 1 次サプライヤーの割合(%)  

選択: 

☑ 76-99% 

(5.11.1.6)  環境への重大な依存および/またはインパクトの閾値を達している 1 次サプライヤーの数  

451 

プラスチック 

(5.11.1.1)  サプライヤーの環境への依存および/またはインパクトの評価  

選択: 

☑ はい、サプライヤーの依存および/またはインパクトの評価を行っています  

(5.11.1.2)  サプライヤーの環境への依存および/またはインパクトを評価するための基準 

該当するすべてを選択 
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☑ コモディティへの依存 

☑ プラスチック廃棄物と汚染へのインパクト 

☑ 汚染レベルへのインパクト 

(5.11.1.3)  評価した 1 次サプライヤーの割合(%) 

選択: 

☑ 76-99% 

(5.11.1.4) 環境への重大な依存および/またはインパクトがあるサプライヤーとして分類する閾値の定義 

2024 年度に実施した主要サプライヤーに対する CSR 調達アンケートでは、451 社（原材料調達先 125 社、設備･資材調達先 153 社、物流会社 38 社、生産･加工委

託先 135 社）から回答を得ました。その結果、東レ（株）が求める水準の取り組みができていると評価したサプライヤー（S、A、B 評価※1）が 99％、実態調査が

必要と判断したサプライヤー（C、D 評価）は 1％でした。調査項目別では「環境保全」、「製品安全・品質保証」、「人権・労働」など、ほとんどの項目で 451
社の評価平均が前回比で向上しており、各サプライヤーに CSR への取り組みを着実に進めていただいていることが改めて確認できました。また、前回の調査で

C、D 評価となり、訪問・面談などで実態調査・改善要請を行った企業の 80％（5 社のうち 4 社）が、今回の調査では A 評価以上に改善したことを確認しました。 

[固定行] 
 

(5.11.2) 貴組織は、環境課題について協働する上で、どのサプライヤーを優先していますか。 

気候変動 

(5.11.2.1)  この環境課題に関するサプライヤーエンゲージメントの優先順位付け  

選択: 

☑ はい、この環境課題について協働するサプライヤーの優先順位をつけています 

(5.11.2.2) この環境課題についてどのサプライヤーとのエンゲージメントを優先するかの判断基準  

該当するすべてを選択 

☑ 気候変動に関連した重大な依存および/またはインパクトがあるサプライヤーとして分類するために使用される基準に従って 
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(5.11.2.4)  説明してください 

特になし 

フォレスト 

(5.11.2.1)  この環境課題に関するサプライヤーエンゲージメントの優先順位付け  

選択: 

☑ いいえ、この環境課題について協働するサプライヤーの優先順位をつけていません  

(5.11.2.3)  この環境課題に関してサプライヤーの優先順位付けをしていない主な理由  

選択: 

☑ 当面の戦略的優先事項ではない  

(5.11.2.4)  説明してください 

特になし 

ウォーター 

(5.11.2.1)  この環境課題に関するサプライヤーエンゲージメントの優先順位付け  

選択: 

☑ はい、この環境課題について協働するサプライヤーの優先順位をつけています 

(5.11.2.2) この環境課題についてどのサプライヤーとのエンゲージメントを優先するかの判断基準  

該当するすべてを選択 

☑ ウォーターに関連した重大な依存および/またはインパクトがあるサプライヤーとして分類するために使用される基準に従って 

(5.11.2.4)  説明してください 
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特になし 

プラスチック 

(5.11.2.1)  この環境課題に関するサプライヤーエンゲージメントの優先順位付け  

選択: 

☑ いいえ、この環境課題について協働するサプライヤーの優先順位をつけていません  

(5.11.2.3)  この環境課題に関してサプライヤーの優先順位付けをしていない主な理由  

選択: 

☑ 当面の戦略的優先事項ではない  

(5.11.2.4)  説明してください 

特になし 

[固定行] 
 

(5.11.5) 貴組織のサプライヤーは、貴組織の購買プロセスの一環として、環境関連の要求事項を満たす必要があります

か。 

 
サプライヤーは、購買プロセスの一

環として、この環境課題に関連する

特定の環境関連の要求事項を満たす

必要があります 

サプライヤーの不遵

守に対処するための

方針 

コメント 

気候変動 選択: 

☑ はい、この環境課題に関連する

環境関連の要求事項はサプライヤ

ー契約に含まれています 

選択: 

☑ はい、不遵守に

対処するための方

針があります 

サプライヤに示し同意を得る「東レグループ CSR 調達行動指針」で明記している。

また、契約面ではサプライヤと契約のベースとなる「取引基本契約書」で CSR 調達

の条項を設け、「東レグループ CSR 調達行動指針」遵守を規定している。 
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サプライヤーは、購買プロセスの一

環として、この環境課題に関連する

特定の環境関連の要求事項を満たす

必要があります 

サプライヤーの不遵

守に対処するための

方針 

コメント 

フォレスト 選択: 

☑ はい、この環境課題に関連する

環境関連の要求事項はサプライヤ

ー契約に含まれています 

選択: 

☑ はい、不遵守に

対処するための方

針があります 

サプライヤに示し同意を得る「東レグループ CSR 調達行動指針」で明記している。

また、契約面ではサプライヤと契約のベースとなる「取引基本契約書」で CSR 調達

の条項を設け、「東レグループ CSR 調達行動指針」遵守を規定している。 

ウォーター  選択: 

☑ はい、この環境課題に関連する

環境関連の要求事項はサプライヤ

ー契約に含まれています 

選択: 

☑ はい、不遵守に

対処するための方

針があります 

サプライヤに示し同意を得る「東レグループ CSR 調達行動指針」で明記している。

また、契約面ではサプライヤと契約のベースとなる「取引基本契約書」で CSR 調達

の条項を設け、「東レグループ CSR 調達行動指針」遵守を規定している。 

[固定行] 

(5.11.6) 貴組織の購買プロセスの一環としてサプライヤーが満たす必要がある環境関連の要求事項の詳細と、遵守のため

に実施する措置を具体的にお答えください。 

気候変動 

(5.11.6.1) 環境関連の要求事項 

選択: 

☑ 定期的な環境リスク評価(少なくとも年 1 回) 

(5.11.6.2) この環境関連の要求事項の遵守をモニタリングするための仕組み 

該当するすべてを選択 

☑ 第二者検証 

☑ サプライヤーの自己評価  
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(5.11.6.3) この環境関連の要求事項を遵守することが求められている 1 次サプライヤーの調達支出における割合(%) 

選択: 

☑ 100% 

(5.11.6.4) この環境関連の要求事項を遵守している 1 次サプライヤーの調達支出における割合(%) 

選択: 

☑ 76-99% 

(5.11.6.7) この環境関連の要求事項を遵守することが求められているサプライヤーに起因する、1 次サプライヤー関連スコ

ープ 3 排出量の割合(%) 

選択: 

☑ 100% 

(5.11.6.8) この環境関連の要求事項を遵守しているサプライヤーに起因する、1 次サプライヤー関連スコープ 3 排出量の割

合(%) 

選択: 

☑ 76-99% 

(5.11.6.9) この環境関連の要求事項に遵守していないサプライヤーへの対応 

選択: 

☑ 維持して協働する 

(5.11.6.10) エンゲージメントした不遵守サプライヤーの割合(%) 

選択: 

☑ 1-25% 
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(5.11.6.11) 不遵守であるサプライヤーに対してエンゲージメントする手順 

該当するすべてを選択 

☑ 不遵守に対処するために講じることができる適切な措置に関する情報の提供 

(5.11.6.12) コメント 

特になし。 

フォレスト 

(5.11.6.1) 環境関連の要求事項 

選択: 

☑ 定期的な環境リスク評価(少なくとも年 1 回) 

(5.11.6.2) この環境関連の要求事項の遵守をモニタリングするための仕組み 

該当するすべてを選択 

☑ 第二者検証 

☑ サプライヤーの自己評価  

(5.11.6.3) この環境関連の要求事項を遵守することが求められている 1 次サプライヤーの調達支出における割合(%) 

選択: 

☑ 100% 

(5.11.6.4) この環境関連の要求事項を遵守している 1 次サプライヤーの調達支出における割合(%) 

選択: 

☑ 76-99% 

(5.11.6.9) この環境関連の要求事項に遵守していないサプライヤーへの対応 
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選択: 

☑ 維持して協働する 

(5.11.6.10) エンゲージメントした不遵守サプライヤーの割合(%) 

選択: 

☑ 1-25% 

(5.11.6.11) 不遵守であるサプライヤーに対してエンゲージメントする手順 

該当するすべてを選択 

☑ 不遵守に対処するために講じることができる適切な措置に関する情報の提供 

(5.11.6.12) コメント 

特になし。 

ウォーター 

(5.11.6.1) 環境関連の要求事項 

選択: 

☑ 総取水量の削減 

(5.11.6.2) この環境関連の要求事項の遵守をモニタリングするための仕組み 

該当するすべてを選択 

☑ 第二者検証 

☑ サプライヤーの自己評価  

(5.11.6.3) この環境関連の要求事項を遵守することが求められている 1 次サプライヤーの調達支出における割合(%) 

選択: 
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☑ 100% 

(5.11.6.4) この環境関連の要求事項を遵守している 1 次サプライヤーの調達支出における割合(%) 

選択: 

☑ 76-99% 

(5.11.6.5) この環境課題に関連した環境への重大な依存および/またはインパクトがあり、この環境関連の要求事項を遵守

することが求められている 1 次サプライヤーの割合(%) 

選択: 

☑ 100% 

(5.11.6.6) この環境課題に関連した環境への重大な依存および/またはインパクトがあり、この環境関連の要求事項を遵守

している 1 次サプライヤーの割合(%) 

選択: 

☑ 76-99% 

(5.11.6.9) この環境関連の要求事項に遵守していないサプライヤーへの対応 

選択: 

☑ 維持して協働する 

(5.11.6.10) エンゲージメントした不遵守サプライヤーの割合(%) 

選択: 

☑ 1-25% 

(5.11.6.11) 不遵守であるサプライヤーに対してエンゲージメントする手順 

該当するすべてを選択 

☑ 不遵守に対処するために講じることができる適切な措置に関する情報の提供 
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(5.11.6.12) コメント 

特になし。 

ウォーター 

(5.11.6.1) 環境関連の要求事項 

選択: 

☑ 水質汚染関連目標の策定・モニタリング 

(5.11.6.2) この環境関連の要求事項の遵守をモニタリングするための仕組み 

該当するすべてを選択 

☑ 第二者検証 

☑ サプライヤーの自己評価  

(5.11.6.3) この環境関連の要求事項を遵守することが求められている 1 次サプライヤーの調達支出における割合(%) 

選択: 

☑ 100% 

(5.11.6.4) この環境関連の要求事項を遵守している 1 次サプライヤーの調達支出における割合(%) 

選択: 

☑ 76-99% 

(5.11.6.9) この環境関連の要求事項に遵守していないサプライヤーへの対応 

選択: 

☑ 維持して協働する 

(5.11.6.10) エンゲージメントした不遵守サプライヤーの割合(%) 
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選択: 

☑ 1-25% 

(5.11.6.11) 不遵守であるサプライヤーに対してエンゲージメントする手順 

該当するすべてを選択 

☑ 不遵守に対処するために講じることができる適切な措置に関する情報の提供 

(5.11.6.12) コメント 

特になし。 

[行を追加] 
 

(5.11.7) 貴組織の環境課題に関するサプライヤーエンゲージメントの詳細を記入してください。 

気候変動 

(5.11.7.2) サプライヤーエンゲージメントによって推進される行動 

選択: 

☑ 気候変動への適応 

(5.11.7.3) エンゲージメントの種類と詳細 

キャパシティビルディング 

☑ 環境影響の緩和方法に関するトレーニング、支援、ベストプラクティスを提供する 
 

(5.11.7.4) バリューチェーン上流の対象 

該当するすべてを選択 

☑ １次サプライヤー 
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(5.11.7.5) エンゲージメント対象 1 次サプライヤーからの調達額の割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(5.11.7.6) エンゲージメントの対象となる 1 次サプライヤー関連スコープ 3 排出量の割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(5.11.7.9) エンゲージメントについて説明し、選択した環境行動に対するエンゲージメントの効果を説明してください 

取引開始にあたり、「温室効果ガス排出削減」「各国・地域の環境関連法令遵守」「組織的な環境管理体制の構築」「継続的環境改善する」ことを明記した東レグ

ループ CSR 調達行動指針遵守を求める取引基本契約書を締結している。この取引基本契約書では、１次サプライヤが東レグループ CSR 調達行動指針を遵守するだ

けでなく１次サプライヤの調達先に同じく求めること、リスクが発生した場合は東レに報告することなどを規定している。また、取引基本契約書の他、東レグルー

プ CSR 調達行動指針の同意得る活動を進めている。その他、定期的に CSR 調達アンケートを行い、１次サプライヤの遵守状況や取り組み状況をフォローアップす

るなど把握している。CSR 調達アンケート調査の分析結果として、気候変動への取り組みも含めたサプライヤの CSR 推進状況を、5 段階（優秀、非常に良い、良

い、普通、改善が必要）で評価している。成功の評価（閾値）は、当評価において、優秀、非常に良い、良い、以上の評価を得られたこととしている。また、取り

組み内容が不十分な場合（「普通」「改善」の評価結果）はそのサプライヤに通知し、改善をお願いしている。対話を実施して、より詳細な実態の確認や協議（改

善が必要）が必要な企業については訪問し、気候変動などの改善努力について話し合いをおこなう。対話を実施したサプライヤーの 90％で評価が「良い」以上に

向上していることを確認している。更に、輸送時の CO2 排出量削減への取り組みでは、輸送効率の向上など物流会社と連携し、2023 年度は CO2 排出量を 114
ｔ、2022 年度対比 13.6%削減しました。 

(5.11.7.10) エンゲージメントは 1 次サプライヤーがこの環境課題に関連する環境要件を満たすのに役立ちます 

選択: 

☑ はい、環境要件を具体的にお答えください :東レグループ CSR 調達行動指針の遵守や、CSR 調達アンケートの回答、また分析評価、対話式改善要請によ

り１次サプライヤが環境改善を進めている。 具体的には、サプライヤ社内管理体制の構築・見直し、社内規定への落とし込み、従業員への環境教育など多

数の改善に向けた動きを得られている。 

(5.11.7.11) エンゲージメントは、選択した行動について、貴組織の 1 次サプライヤーがさらにそのサプライヤーと協働す

ることを促します 
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選択: 

☑ はい 

フォレスト 

(5.11.7.1) コモディティ 

選択: 

☑ パーム油 

(5.11.7.2) サプライヤーエンゲージメントによって推進される行動 

選択: 

☑ その他、具体的にお答えください :違法森林伐採などのない環境保全に配慮したヤシ栽培から生成されたパーム油を使用している原材料などの比率増加 

(5.11.7.3) エンゲージメントの種類と詳細 

情報収集 

☑ その他の情報収集活動、具体的にお答えください :調達額の 9 割を占めるサプライヤに定期的 CSR 調達アンケート調査し、CSR 推進状況を確認していま

す。 これには、気候変動、水資源の利用、生物多様性保全に関係する認証材料の調達、化学物質の環境への排出の適切な管理などがが含まれます。アンケ

ート対象外 1 割は調達量が極めて少なくスポット的取引が多く、全体の中で 9 割を調査対象とすることで十分な対応ができると判断できます。また、森林

保全に配慮したパーム油を当社向け原料に使用しているかの確認も進めています。 
 

(5.11.7.4) バリューチェーン上流の対象 

該当するすべてを選択 

☑ １次サプライヤー 

(5.11.7.5) エンゲージメント対象 1 次サプライヤーからの調達額の割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 
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(5.11.7.9) エンゲージメントについて説明し、選択した環境行動に対するエンゲージメントの効果を説明してください 

取引開始にあたり、「生物多様性の保全とその持続可能な利用」「各国・地域の環境関連法令遵守」「組織的な環境管理体制の構築」「継続的環境改善する」こと

を明記した東レグループ CSR 調達行動指針遵守を求める取引基本契約書を締結している。この取引基本契約書では、１次サプライヤが東レグループ CSR 調達行動

指針を遵守するだけでなく１次サプライヤの調達先に同じく求めること、リスクが発生した場合は東レに報告することなどを規定している。また、取引基本契約書

の他、東レグループ CSR 調達行動指針の同意得る活動を進めている。その他、定期的に CSR 調達アンケートを行い、１次サプライヤの遵守状況や取り組み状況を

フォローアップするなど把握している。CSR 調達アンケート調査の分析結果として、気候変動への取り組みも含めたサプライヤの CSR 推進状況を、5 段階（優

秀、非常に良い、良い、普通、改善が必要）で評価している。成功の評価（閾値）は、当評価において、優秀、非常に良い、良い、以上の評価を得られたこととし

ている。また、取り組み内容が不十分な場合（「普通」「改善」の評価結果）はそのサプライヤに通知し、改善をお願いしている。対話を実施して、より詳細な実

態の確認や協議（改善が必要）が必要な企業については訪問し、気候変動などの改善努力について話し合いをおこなう。対話を実施したサプライヤーの 90％で評

価が「良い」以上に向上していることを確認している。 

(5.11.7.10) エンゲージメントは 1 次サプライヤーがこの環境課題に関連する環境要件を満たすのに役立ちます 

選択: 

☑ はい、環境要件を具体的にお答えください :東レグループ CSR 調達行動指針の遵守や、CSR 調達アンケートの回答、また分析評価、対話式改善要請によ

り１次サプライヤが環境改善を進めている。 具体的には、サプライヤ社内管理体制の構築・見直し、社内規定への落とし込み、従業員への環境教育など多

数の改善に向けた動きを得られている。 

(5.11.7.11) エンゲージメントは、選択した行動について、貴組織の 1 次サプライヤーがさらにそのサプライヤーと協働す

ることを促します 

選択: 

☑ はい 

ウォーター 

(5.11.7.2) サプライヤーエンゲージメントによって推進される行動 

選択: 

☑ 総取水量の削減 

(5.11.7.3) エンゲージメントの種類と詳細 
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キャパシティビルディング 

☑ 環境影響の緩和方法に関するトレーニング、支援、ベストプラクティスを提供する 
 

(5.11.7.4) バリューチェーン上流の対象 

該当するすべてを選択 

☑ １次サプライヤー 

(5.11.7.5) エンゲージメント対象 1 次サプライヤーからの調達額の割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(5.11.7.7) エンゲージメントの対象となる環境課題に関して実質的なインパクトおよび/または依存を持つ 1 次サプライヤ

ーの割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(5.11.7.9) エンゲージメントについて説明し、選択した環境行動に対するエンゲージメントの効果を説明してください 

取引開始にあたり、「省資源・水質汚染防止」「各国・地域の環境関連法令遵守」「組織的な環境管理体制の構築」「継続的環境改善」を明記した東レグループ

CSR 調達行動指針遵守を求める取引基本契約書を締結している。この取引基本契約書では、１次サプライヤが東レグループ CSR 調達行動指針を遵守するだけでな

く１次サプライヤの調達先に同じく求めること、リスクが発生した場合は東レに報告することなどを規定している。また、取引基本契約書の他、東レグループ

CSR 調達行動指針の同意得る活動を進めている。その他、定期的に CSR 調達アンケートを行い、１次サプライヤの遵守状況や取り組み状況をフォローアップする

など把握している。CSR 調達アンケート調査の分析結果として、水削減の取り組みも含めたサプライヤの CSR 推進状況を、5 段階（優秀、非常に良い、良い、普

通、改善が必要）で評価している。成功の評価（閾値）は、当評価において、優秀、非常に良い、良い、以上の評価を得られたこととしている。また、取り組み内

容が不十分な場合（「普通」「改善」の評価結果）はそのサプライヤに通知し、改善をお願いしている。対話を実施して、より詳細な実態の確認や協議（改善が必

要）が必要な企業については訪問し、気候変動などの改善努力について話し合いをおこなう。対話を実施したサプライヤーの 90％で評価が「良い」以上に向上し

ていることを確認している。 

(5.11.7.10) エンゲージメントは 1 次サプライヤーがこの環境課題に関連する環境要件を満たすのに役立ちます 
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選択: 

☑ はい、環境要件を具体的にお答えください :東レグループ CSR 調達行動指針の遵守や、CSR 調達アンケートの回答、また分析評価、対話式改善要請によ

り１次サプライヤが環境改善を進めている。 具体的には、サプライヤ社内管理体制の構築・見直し、社内規定への落とし込み、従業員への環境教育など多

数の改善に向けた動きを得られている。 

(5.11.7.11) エンゲージメントは、選択した行動について、貴組織の 1 次サプライヤーがさらにそのサプライヤーと協働す

ることを促します 

選択: 

☑ はい 

プラスチック 

(5.11.7.2) サプライヤーエンゲージメントによって推進される行動 

選択: 

☑ プラスチックの環境からの除去 

(5.11.7.3) エンゲージメントの種類と詳細 

情報収集 

☑ その他の情報収集活動、具体的にお答えください :調達額の 9 割を占めるサプライヤに定期的 CSR 調達アンケート調査し、CSR 推進状況を確認していま

す。 これには、気候変動、水資源の利用、生物多様性保全に関係する認証材料の調達、化学物質の環境への排出の適切な管理などがが含まれます。アンケ

ート対象外 1 割は調達量が極めて少ないスポット的取引が多く、全体の中で 9 割を調査対象とすることで十分な対応ができると判断できます。 
 

(5.11.7.4) バリューチェーン上流の対象 

該当するすべてを選択 

☑ １次サプライヤー 

(5.11.7.5) エンゲージメント対象 1 次サプライヤーからの調達額の割合 (%) 
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選択: 

☑ 100% 

(5.11.7.9) エンゲージメントについて説明し、選択した環境行動に対するエンゲージメントの効果を説明してください 

取引開始にあたり、「リサイクルによる資源の有効活用や、法令で禁止された化学物質が製品に含有されないよう管理することに加え、外部環境に排出される化学

物質およびその他の物質を適切に管理し取り扱うこと」「各国・地域の環境関連法令遵守」「組織的な環境管理体制の構築」「継続的環境改善する」ことを明記し

た東レグループ CSR 調達行動指針遵守を求める取引基本契約書を締結している。この取引基本契約書では、１次サプライヤが東レグループ CSR 調達行動指針を遵

守するだけでなく１次サプライヤの調達先に同じく求めること、リスクが発生した場合は東レに報告することなどを規定している。また、取引基本契約書の他、東

レグループ CSR 調達行動指針の同意得る活動を進めている。その他、定期的に CSR 調達アンケートを行い、回答結果は評価をつけて分析し、サプライヤの遵守状

況や取り組み状況を定量的に把握できている。アンケートの分析としては、サプライヤの推進状況を、5 段階（優秀、非常に良い、良い、普通、改善が必要）で評

価。成功の評価（閾値）は、分析結果で優秀、非常に良い、良い、となったものを判定している。また、取り組み内容が不十分な場合（「普通」「改善」の評価結

果）はそのサプライヤに通知し、改善をお願いしている。対話を実施して、より詳細な実態の確認や協議（改善が必要）が必要な企業については訪問し、気候変動

などの改善努力について話し合いを行い、改善に向けた対話を実施したサプライヤの 90％で評価が「良い」以上に向上していることを確認している。更に、輸送

時の CO2 排出量削減への取り組みでは、輸送効率の向上など物流会社と連携し、2023 年度は CO2 排出量を 114ｔ、2022 年度対比 13.6%削減しました。 

(5.11.7.11) エンゲージメントは、選択した行動について、貴組織の 1 次サプライヤーがさらにそのサプライヤーと協働す

ることを促します 

選択: 

☑ はい 

[行を追加] 
 

(5.11.9) バリューチェーンのその他のステークホルダーとの環境エンゲージメント活動の詳細を記入してください。 

気候変動 

(5.11.9.1) ステークホルダーの種類 

選択: 

☑ 顧客 
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(5.11.9.2) エンゲージメントの種類と詳細 

技術革新と協業 

☑ 製品やサービスで環境インパクトを軽減するための技術革新に関してステークホルダーと協力する 
 

(5.11.9.3) エンゲージメントをしたステークホルダーの種類の割合(%) 

選択: 

☑ 1%未満 

(5.11.9.4) ステークホルダー関連スコープ 3 排出量の割合(%) 

選択: 

☑ 1%未満 

(5.11.9.5) これらのステークホルダーと協働する根拠、およびエンゲージメントの範囲 

双日株式会社、一般財団法人電力中央研究所、Green Earth Institute 株式会社（GEI）、DIC 株式会社、東レ株式会社、株式会社ダイセルは、国立研究開発法人新エ

ネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が公募した「グリーンイノベーション基金事業／バイオものづくり技術による CO2 を直接原料としたカーボンリサイ

クルの推進」に、「水素細菌（※1）による CO2 と H2 を原料とする革新的なものづくり技術の開発」のテーマを共同で提案し、実施予定先として採択され、この

たび NEDO と契約を締結しました。 （※1）水素細菌：独立栄養細菌の一種。独立栄養細菌は、藻類（ラン藻）と比較して 50～70 倍高い炭素固定能力を持つこと

から、 CO2 の吸収源として有望。独立栄養細菌の中でも水素細菌は、光エネルギーに依存せず、水素の化学エネルギーで CO2 を固定できるため、高速・高密度の

培養が可能であり、産業化へのポテンシャルも高い。化石資源由来の物質生産と比べて、生産過程における CO2 排出削減だけでなく、CO2 を吸収するダブルの効

果により、排出量が大幅に削減される可能性が示唆されている。 【各機関の役割、実施内容】＜双日＞双日は、世界の様々な国と地域に事業を展開する総合商社と

して、幅広いビジネスの知見を活かし、低炭素社会・循環型社会に即した素材ビジネスを強化しています。本事業では、幹事会社としての事業統括に加え、各種製

品のマーケティング、実証試験を担います。また、社会実装に必要不可欠となる、原料である水素のインフラ整備や、製品の誘導品開発・高付加価値化を通じてサ

プライチェーンの構築、事業化を実現します。＜電力中央研究所＞電力中央研究所は、「持続可能で社会に受容されるエネルギーシステム」の実現を 2050 年に目

指す姿と定め、その実現に必要となるテーマの一つとして「資源循環・カーボンリサイクルの確立」を掲げ、CO2 の資源化に必要な技術の確立に取り組んでいま

す。本事業では、これまでにない CO2 の資源化の実現を目指し、水素細菌の利用に際して基盤となる培養技術の開発に取り組み、安全で効率的なガス利用を可能

とするパイロット規模までの培養プロセスの実証を目指します。また、併せてプロセスでの物質生産について Life Cycle-CO2 評価を行い、既存の石化品生産プロセ

スを代替した場合の CO2 削減効果を見積もります。＜GEI＞GEI は、「グリーンテクノロジーを育み、地球と共に歩む」というミッションの実現に向けて、バイオ

リファイナリーの専業企業として、バイオものづくりのプラットフォーマー企業を目指しています。本事業では、水素細菌を使ったバイオプラスチックの原料とな

るバイオ化学品の生産菌体の開発、水素細菌の培養設備の実証規模へのスケールアップ、実証試験のオペレーションを担当します。＜DIC＞DIC は、グローバルな
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化学メーカーとしてサステナビリティを重要な経営戦略と位置づけ、“社会の持続的繁栄に貢献する事業ポートフォリオの構築”と“地球環境と社会のサステナビリテ

ィ実現に貢献”することを目指しています。本事業では、当社が強みとする多彩な基盤技術とバイオ材料設計の技術を生かし、GEI 社が開発した菌体を利用したバイ

オ化学品の生産プロセス開発、および実証試験の実施を担います。水素細菌から得られたサステナブルなバイオ化学品の事業化を通じて、カーボンニュートラル社

会の実現に貢献します。＜東レ＞東レでは、サステナビリティ（持続可能性）を 21 世紀の世界における最重要の共通課題だと考えています。「わたしたちは新し

い価値の創造を通じて社会に貢献します」との企業理念の下、パリ協定や SDGs をはじめとする世界的目標の追求のために、全力を尽くしていきます。本事業で

は、東レのバイオ技術を活かし、CO2 から直接モノマーを生産可能な水素細菌を開発するとともに、生産プロセス実証を行うことで、CO2 から当社製品へのサプ

ライチェーン構築を目指します。＜ダイセル＞ダイセルは創業以来、モノづくりを通じて世の中に貢献する価値を生み出してきました。人々に幸せを提供する価値

ある製品を、ヒトや地球にやさしい方法で生産する技術を開発・発展させることで、持続可能な社会の実現に貢献することを目指しています。本事業では、CO2 か

ら化粧品原料を生産するための技術開発及び生産実証を行います。従来の石油由来・ケミカルプロセスから CO2 由来・バイオプロセスへ置き換え、さらに精製度

の高い製品を提供することで、カーボンニュートラルな社会に貢献します。 

(5.11.9.6) エンゲージメントの効果と成功を測る指標 

本事業は、CO2 と H2 から様々な化成品や飼料原料を生産するための技術開発に取り組むものです。CO2 を直接原料として物質生産するバイオプロセスは、世界で

商用化事例のない新たなものづくり技術であり、カーボンニュートラル社会の実現に向けた選択肢の一つとして期待されています。開発対象とする水素細菌は、

CO2 の固定化速度が最も速い微生物の一種とされています。その高い CO2 固定化能を活かしつつ遺伝子組換えを施すことで、有用な化成品を高効率で生産する菌

株を創製します。生産される化成品は、プラスチック、インクや塗料、繊維、化粧品など、身の回りの様々な用途に使われる原料となります。さらに、化成品の生

産プロセスにより副生される菌体の残渣は、近年需要が高まりつつある、飼料の代替タンパク源等へ利用することで、事業の脱炭素価値を一層高めるとともに、食

料問題の解決にも寄与します。菌体の開発と並行して、段階的なスケールアップによる実証試験を行い、安全性と効率性の高いガス培養手法を確立するとともに、

CO2 の削減効果を適切に計測し、製品に環境価値を付与します。これまで 6 事業者が培ってきた知見や技術、機能を集結することで、次世代バイオものづくり技術

の社会実装を実現させ、脱炭素化ニーズの高まりを捉えた化成品・素材産業の構造転換を推進します。事業期間は、委託契約期間が 2023 年度～2025 年度で、総事

業期間（予定）は 2023 年度～2030 年度となっており、総事業費は約 68 億円の計画です。 

ウォーター 

(5.11.9.1) ステークホルダーの種類 

選択: 

☑ 顧客 

(5.11.9.2) エンゲージメントの種類と詳細 

技術革新と協業 

☑ 製品やサービスで環境インパクトを軽減するための技術革新に関してステークホルダーと協力する 
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(5.11.9.3) エンゲージメントをしたステークホルダーの種類の割合(%) 

選択: 

☑ 1%未満 

(5.11.9.5) これらのステークホルダーと協働する根拠、およびエンゲージメントの範囲 

東レは、上下水道処理システム用の膜をエンジニアリング会社に供給しています。 東レは、水処理システムにおける膜製品の性能を担当しています。 性能には、

塩分、圧力、透過性などの除去が含まれます。東レは、新しい膜製品とその水および廃水処理への応用に関する研究開発を行っています。どのバリューチェーンの

パートナーと関わるべきかの優先づけは、当社の戦略と、戦略的市場における主要なプレーヤーによって決まります。 東レの水処理事業は、水処理プラントを建設

するエンジニアリング会社とのパートナーシップに基づいており、そのため、東レはそのような企業と緊密に連携しています。 最近の事例では、東レは中国の上下

水道システム会社とエンジニアリング合弁会社を設立しました。中国の人々は水道水を煮沸させずに飲むことはありませんでしたが、社会やインフラが発達するに

つれて、水道水からのきれいな水に対する消費者のニーズが高まっていることが、中国の上下水道システム会社との対話で分かってきました。私たちの膜製品の提

供によって 飲用に適した、きれいな水を供給することができる為、大きなビジネスチャンスになると期待されています。私たちの戦略は、膜のサプライヤーとして

留まるのではなく、地元の市場について熟知している川下の組織、特にエンジニアリング会社との関係構築と協力を通じて、水処理施設の建設に関与することで

す。 

(5.11.9.6) エンゲージメントの効果と成功を測る指標 

このビジネスモデルは、東レの膜の需要を確保し、中国市場への追加投資も可能にします。川下企業との関係構築の成功によって、膜の生産が増え、当社は膜生産

を 2 倍に増やすことを計画しています。中期経営課題で設定した、水処理事業を含む環境・エンジニアリングセグメントの 2025 年目標売上収益である 2,800 億円

を達成できるかどうかで、成果を測定し、成功を判断することとしていました。2024 年度売上収益実績は 2,365 億円（昨対-75 億円、-3.1%）となり、2025 年度目

標達成へ向けた進捗率 84.5%と着実に拡大しています。また、中国の上下水道システム会社とのエンジニアリング合弁会社の設立により、東レの水処理膜製品の提

供が拡大し、中国の消費者へのきれいで安全な水の供給に貢献している為、この取り組みは成功したと判断しています。 

気候変動 

(5.11.9.1) ステークホルダーの種類 

選択: 

☑ 顧客 
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(5.11.9.2) エンゲージメントの種類と詳細 

技術革新と協業 

☑ 製品やサービスで環境インパクトを軽減するための技術革新に関してステークホルダーと協力する 
 

(5.11.9.3) エンゲージメントをしたステークホルダーの種類の割合(%) 

選択: 

☑ 1%未満 

(5.11.9.5) これらのステークホルダーと協働する根拠、およびエンゲージメントの範囲 

東レが製造する炭素繊維「トレカ®」を使用したボーイング 787 の主翼製造工程で発生する CFRP（炭素繊維強化プラスチック）工程廃材からバージン CF 対比低

カーボンフットプリント（CFP）となる燃焼リサイクル技術によって取り出したリサイクル炭素繊維（rCF）を熱可塑性樹脂の補強材として使用した rCF 強化樹脂

が、Lenovo のノートブックパソコン「ThinkPad X1 Carbon Gen12」に採用されました。今後も Lenovo とともに、rCF の採用機種の拡大を進めます。当社のリサ

イクル技術開発は、ボーイングの製造工程での固体廃棄物低減とリサイクル可能な航空機を製造したいという思いと Lenovo の低 CFP かつ資源循環に資する素材を

活用したいという思いを結びつけることができました。航空機に使用された高性能 CF をリサイクルして超軽量 PC を作るに至りました。東レが製造販売する炭素

繊維 トレカ®は、軽量で高強度かつ高剛性の特徴を活かし、航空機用途をはじめ、電気・電子機器の筐体やスポーツ用途、産業用途などに向けて幅広く展開してい

ます。また、炭素繊維のリーディングカンパニーとして、カーボンニュートラル（CN）に向けて、①お客様の製品の LCA 改善効果の定量化②当社製品（CF・プ

リプレグなど）の LCI 削減、③マテリアル Eco-SYSTEM（リサイクル・バイオ原料活用）の促進を進め、積極的な発信を推進します。特に、CF はリサイクルを行

っても主要な力学特性が低下しにくい特徴があり、率先してリサイクル技術開発と事業基盤の確立を進めます。リサイクル炭素繊維はバージン品よりも低 CFP と

なることから、お客様製品の CFP 改善や、埋め立て廃棄物削減による循環型経済（CE）促進に向けて、積極的に提案していきます。 

(5.11.9.6) エンゲージメントの効果と成功を測る指標 

東レは、「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」において、「資源が持続可能な形で管理される世界」を、2050 年に目指す世界の 1 つとしています。今

後も、持続可能な循環型社会を実現するために研究・技術開発を推進し、企業理念である「わたしたちは新しい価値の創造を通じて社会に貢献します」の具現化に

取り組んでまいります。 【レノボ・ジャパン合同会社のコメント】Lenovo はサステナブルな取り組みを実践しており、事業を通じて環境および社会にポジティブ

な影響を与えることを目指しています。東レおよびボーイング社と協力して、次世代 ThinkPad X1 Carbon にリサイクル炭素繊維材料を活用することは、循環型経

済に向けた新たな一歩となります。 【ボーイングからのコメント】ボーイングは、大学や産業界と連携し、炭素繊維複合材料を埋め立てすることなく、パソコン筐

体などの新製品の原料として高価値のリサイクル材料の市場を創出するための技術進歩を支援してきました。ボーイングの航空機に炭素繊維複合材料を使用するこ

とで、軽量化を実現し、燃費を向上させています。航空機の製造工程で発生する炭素繊維複合材料端材の再利用が進むにつれ、製品ライフサイクルへの影響はさら

に低減されます。 
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気候変動 

(5.11.9.1) ステークホルダーの種類 

選択: 

☑ 顧客 

(5.11.9.2) エンゲージメントの種類と詳細 

技術革新と協業 

☑ 製品やサービスで環境インパクトを軽減するための技術革新に関してステークホルダーと協力する 
 

(5.11.9.3) エンゲージメントをしたステークホルダーの種類の割合(%) 

選択: 

☑ 1%未満 

(5.11.9.5) これらのステークホルダーと協働する根拠、およびエンゲージメントの範囲 

株式会社デンソー、リバー株式会社、DIC 株式会社、株式会社 UACJ、金城産業株式会社、九州メタル産業株式会社、住友化学株式会社、大同特殊鋼株式会社、東

レ株式会社、豊田合成株式会社、トヨタ紡織株式会社、株式会社野村総合研究所、古河電気工業株式会社、株式会社マテック、三井化学株式会社、学校法人早稲田

大学などにて開始する「ELV 自動精緻解体を起点とした水平サイクルを実現する動静脈一体プロセスの技術実証」が、環境省の 2023 年度自動車リサイクルにおけ

る再生材利用拡大に向けた産官学連携推進事業の一つに採択されました。本実証は、2024 年 3 月上旬から開始しており、2025 年 1 月末まで実施予定です。近年、

自動車産業では、持続可能な社会の実現に向けて「サーキュラーエコノミー」への転換が求められており、再生材の大幅な利用拡大を通じて新たな天然資源の投入

量を削減することが必要とされています。しかし、現在世界では ELV を破砕し、材料ごとに選別して再生材を作り出す手法を取っていることが多く、高純度の再

生材に向けた材料を選別することが極めて難しいため、水平サイクル率が低い状況です。また、これまで動静脈の連携が十分ではなかったことから、高い品質が求

められる自動車部品の材料として再生材を用いるための取り組みが進んでいませんでした。一方、ELV の解体・破砕を担う業界では、深刻な労働力不足への対応

や、安全・安心で快適な労働環境の整備などが課題となっています。これらの課題解決とともに、再生材の質と量の確保にもつながる、ELV の新たな処理手法への

転換が必要となっています。 

(5.11.9.6) エンゲージメントの効果と成功を測る指標 

今回、ELV 解体・破砕事業者、解体システム提供者、素材メーカー、自動車部品メーカー、研究機関などの参画法人が連携し、質と量の確保の両方を実現する新た
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な ELV の処理手法である「自動精緻解体プロセス」を起点とした、動静脈一体となったプロセスの技術実証を通じて、この動静脈一体のエコシステムを社会実装

するうえでの課題の抽出を行います。具体的には、自動精緻解体プロセスの技術実証や、精緻解体で抽出した各種素材の高純度化・再資源化プロセスの技術実証お

よび、それによって作られた再生材を用いた部品の試作評価を行います。また、CO2 排出量削減の観点から自動精緻解体プロセスの環境への負荷低減効果を測定

し、本処理方法の持続可能性についても検証を行います。 

[行を追加] 
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C6. 環境パフォーマンス - 連結アプローチ 
(6.1) 環境パフォーマンスデータの計算に関して、選択した連結アプローチを具体的にお答えください。 

 

使用した連結アプローチ 連結アプローチを選択した根拠を具体的にお答えください 

気候変動 選択: 

☑ 株式所有 

2022 年度までは国内・海外関係会社の GHG 排出量および売上収益に当社の出資比率を乗じて算定していま

したが、2023 年度からは、国際的な算定ルールである GHG プロトコルに則った、経営支配力を乗じた算定

方法に変更しています。 

フォレスト 選択: 

☑ 株式所有 

2022 年度までは国内・海外関係会社の GHG 排出量および売上収益に当社の出資比率を乗じて算定していま

したが、2023 年度からは、国際的な算定ルールである GHG プロトコルに則った、経営支配力を乗じた算定

方法に変更しています。 

ウォーター 選択: 

☑ 株式所有 

2022 年度までは国内・海外関係会社の用水使用量および売上収益に当社の出資比率を乗じて算定していまし

たが、2023 年度からは、ＧＨＧデータに合わせて、経営支配力を乗じた算定方法に変更しています。 

プラスチック 選択: 

☑ その他、具体的にお

答えください 

非該当 

生物多様性 選択: 

☑ その他、具体的にお

答えください :非該当 

非該当 

[固定行] 
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C7. 環境パフォーマンス - 気候変動 
(7.1) 今回が CDP に排出量データを報告する最初の年になりますか。 

選択: 

☑ いいえ 

(7.1.1) 貴組織は報告年に構造的変化を経験しましたか。 あるいは過去の構造的変化がこの排出量データの情報開示に含ま

れていますか。 

 

構造的変化がありましたか。 

  該当するすべてを選択 

☑ いいえ 

[固定行] 

(7.1.2) 貴組織の排出量算定方法、バウンダリ、および/または報告年の定義は報告年に変更されましたか。 

 

算定方法、バウンダリ(境界)や報告年の定義に変更点はありますか。 

  該当するすべてを選択 

☑ いいえ 

[固定行] 
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(7.2) 活動データの収集や排出量の計算に使用した基準、プロトコル、または方法の名称を選択してください。 

該当するすべてを選択 

☑ ISO 14064-1 ☑ GHG プロトコル:事業者の排出量の算定及び報告の基準(改訂版) 

☑ エネルギーの合理的な使用に関する法令 ☑ その他、具体的にお答えください :IEA 燃料燃焼による CO2 排出量 

☑ GHG プロトコル:スコープ 2 ガイダンス  

☑ 地球温暖化対策推進法（2005 年改訂、日本）  

☑ GHG プロトコル:事業者バリューチェーン(スコープ 3)基準  

(7.3) スコープ 2 排出量を報告するための貴組織のアプローチを説明してください。 

 

 スコープ 2、ロケーション基準  スコープ 2、マーケット基準  コメント 

  選択: 

☑ スコープ 2、ロケーション基準

を報告しています 

選択: 

☑ スコープ 2、マーケット基準の値

を報告しています 

報告対象と同じく、日本国内、海外を含めた東レグルー

プ全体を対象としています。 

[固定行] 

(7.4) 選択した報告バウンダリ 内で、開示に含まれていないスコープ 1、スコープ 2、スコープ 3 の排出源 (たとえば、施

設、特定の温室効果ガス、活動、地理的場所等) はありますか。 

選択: 

☑ いいえ 

(7.5) 基準年と基準年排出量を記入してください。 

スコープ 1 
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(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2014 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

3200588 

(7.5.3) 方法論の詳細 

国際的な算定ルールである GHG プロトコルに則った、経営支配力を乗じた算定方法にとしています。具体的には、持ち株比率が 50%未満は 0%、50%は 50%、

50%以上は 100%として算定しています。 

スコープ 2(ロケーション基準)  

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2014 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

2034237 

(7.5.3) 方法論の詳細 

国際的な算定ルールである GHG プロトコルに則った、経営支配力を乗じた算定方法にとしています。具体的には、持ち株比率が 50%未満は 0%、50%は 50%、

50%以上は 100%として算定しています。ロケーションファクターについては IDEA Ver.3.4 を使用して算出しています。 

スコープ 2(マーケット基準)  

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2014 
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(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

2463939 

(7.5.3) 方法論の詳細 

国際的な算定ルールである GHG プロトコルに則った、経営支配力を乗じた算定方法にとしています。具体的には、持ち株比率が 50%未満は 0%、50%は 50%、

50%以上は 100%として算定しています。 

スコープ 3 カテゴリ 1:購入した製品およびサービス 

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

8596874 

(7.5.3) 方法論の詳細 

購入した製品・サービスの購入量（物量データ・金額データ）に、それぞれの品目に関する排出係数（IDEA、産業関連表 DB から引用、またはサプライヤー提供

値）を乗じて算出しています。 

スコープ 3 カテゴリ 2:資本財 

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

517923 
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(7.5.3) 方法論の詳細 

購入した資本財の支出額（設備投資額）に排出係数（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照）を乗じて算

出しています。 

スコープ 3 カテゴリ 3:燃料およびエネルギー関連活動(スコープ 1 または 2 に含まれない) 

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

956125 

(7.5.3) 方法論の詳細 

購入した燃料の物量に燃料種別の排出係数（IDEA を参照）を乗じて算出しています。 電力： 電力会社から調達した電気の入力データに全電源平均の排出係数（サ

プライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照）を乗じて算出しています。 蒸気（熱）： 調達した熱の入力データに

排出係数（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照）を乗じて算出しています。 

スコープ 3 カテゴリ 4:上流の輸送および物流 

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

184337 

(7.5.3) 方法論の詳細 
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原料： 輸送に関しては、重量と距離に、輸送手段別の排出係数（第 7 版 荷主の省エネ推進のてびき(経産省)を参照）を乗じる方法などにより算出しています。 な

お、保管、荷役による排出の影響は軽微なため、対象外としています。 製品： 輸送に関しては、重量、距離、積載率に、輸送手段別の排出係数（サプライチェー

ンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照）を乗じる方法などにより算出しています。保管に関しては、寄託先から排出量の

情報を得るなどして算出しています。 なお、 荷役による排出の影響は軽微なため、対象外としています。 

スコープ 3 カテゴリ 5:事業から出る廃棄物 

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

8560 

(7.5.3) 方法論の詳細 

廃棄物種別ごとの廃棄物発生量に廃棄物種別ごとの排出係数（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照）を

乗じて算出しています。 

スコープ 3 カテゴリ 6:出張 

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

6039 

(7.5.3) 方法論の詳細 

従業員数（総数）に排出係数（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照）を乗じて算出しています。 
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スコープ 3 カテゴリ 7:雇用者の通勤 

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

21308 

(7.5.3) 方法論の詳細 

従業員数（総数）と平均的営業日数に排出係数（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照）を乗じて算出し

ています。 

スコープ 3 カテゴリ 8:上流のリース資産 

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

3524 

(7.5.3) 方法論の詳細 

該当する建築物の床面積に 単位面積当たりの排出原単位（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照）を乗じ

る方法などにより算出しています。 

スコープ 3 カテゴリ 9:下流の輸送および物流 

(7.5.1) 基準年終了 
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03/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

30008 

(7.5.3) 方法論の詳細 

カテゴリ 4 で算出した製品輸送（上流）に関する排出量を用いて、自社が荷主の場合と第三者が荷主の場合の比率から算出しています。 なお、一次販売先までの輸

送・配送に関する排出量のみを算出対象としています。 

スコープ 3 カテゴリ 10:販売製品の加工 

(7.5.1) 基準年終了 

05/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.5.3) 方法論の詳細 

東レグループは、多種多様な材料、素材を多岐に渡る用途に主に中間製品として販売しています。東レグル－プでは、これらの材料、素材がどういった最終製品に

どのように加工されているかの把握が困難で、排出量の合理的な推計が不可能なため、本カテゴリは算出対象外としています。 

スコープ 3 カテゴリ 11:販売製品の使用 

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 
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2746132 

(7.5.3) 方法論の詳細 

直接使用段階排出製品について、報告対象年の販売数量に生涯排出量（東レグループで製品ごとに標準的シナリオを設定し推定）を乗じて算出しています。直接使

用段階排出製品の主な対象は、東レエンジニアリング（株）の各種プラント、設備、装置・機器、東レ・メディカル（株）の透析関連、血液浄化装置などです。 

スコープ 3 カテゴリ 12:販売製品の廃棄 

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

4474588 

(7.5.3) 方法論の詳細 

東レグループが第三者に販売した製品の販売量に、各製品の廃棄に関係する排出係数（完全燃焼焼却を前提）を乗じて算出しています。 

スコープ 3 カテゴリ 13:下流のリース資産 

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

10684 

(7.5.3) 方法論の詳細 

該当する建築物の床面積に 単位面積当たりの排出原単位（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照）を乗じ
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る方法などにより算出しています。 

スコープ 3 カテゴリ 14:フランチャイズ 

(7.5.1) 基準年終了 

03/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.5.3) 方法論の詳細 

東レグループでは、フランチャイズ加盟店は無いため、排出量ゼロとしています。 

スコープ 3 カテゴリ 15:投資 

(7.5.1) 基準年終了 

05/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.5.3) 方法論の詳細 

本カテゴリは算出対象外としています。 

スコープ 3:その他(上流) 

(7.5.1) 基準年終了 
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05/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.5.3) 方法論の詳細 

本カテゴリは算出対象外としています。 

スコープ 3:その他(下流) 

(7.5.1) 基準年終了 

05/30/2024 

(7.5.2) 基準年排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.5.3) 方法論の詳細 

本カテゴリは算出対象外としています。 

[固定行] 
 

(7.6) 貴組織のスコープ 1 全世界総排出量を教えてください (単位: CO2 換算トン)。 
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スコープ 1 世界合計総排出量(CO2 換算トン) 方法論の詳細 

報告年 2250524 東レＧ全体を対象としています。 

[固定行] 

(7.7) 貴組織のスコープ 2 全世界総排出量を教えてください (単位: CO2 換算トン)。 

 

スコープ 2、ロケーション基準全世界総

排出量 (CO2 換算トン) 
スコープ 2、マーケット基準全世界総排

出量 (CO2 換算トン) 
方法論の詳細 

報告年 2461165 2385967 東レＧ全体を対象としています。 

[固定行] 

(7.8) 貴組織のスコープ 3 全世界総排出量を示すとともに、除外項目について開示および説明してください。 

購入した製品およびサービス 

(7.8.1) 評価状況 

選択: 

☑ 関連性あり、算定済み 

(7.8.2) 報告年の排出量(CO2 換算トン) 

8546810 
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(7.8.3) 排出量計算方法 

該当するすべてを選択 

☑ ハイブリッド（複合）手法 

☑ 平均データ手法 

(7.8.4) サプライヤーまたはバリューチェーン・パートナーから得たデータを用いて計算された排出量の割合 

2.5 

(7.8.5) 説明してください 

活動量は、東レ本体・および国内外関係会社（連結子会社のうち製造会社）を対象として、購入重量または購入金額を使用した。GHG 排出原単位は、AIST-

IDEAv3.5（（国研）産業技術総合研究所）または「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出量等の算定のための排出原単位データベース Ver3.5」に収

録された「[５]産業連関表ベースの排出原単位」の二次データ、および一部のサプライヤーから得た一次データを使用した。 東レグループのカテゴリ１総排出量

は、以下のステップを経た累計値とした。 ①各社総購入金額の８０％※以上をカバーする上位品目を抽出。 ②上位品目それぞれに上記の活動量 GHG 排出原単位

を算出し、合計する（購入金額８０％以上の GHG 排出量を算出）。 ③②を用いて、総購入金額に比例計算したものを各社の排出量とする。 ④①③を各社で行

い、すべてを合計して東レグループのの総排出量とした。 ※環境省グリーン・バリューチェーンプラットフォーム「Ｑ＆Ａサプライチェーン排出量算定におけるよ

くある質問と回答集 2023 年 3 月改訂版（以下リンク）」Ｐ３０を参照 https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/tools/QandA_202303.pdf 

資本財 

(7.8.1) 評価状況 

選択: 

☑ 関連性あり、算定済み 

(7.8.2) 報告年の排出量(CO2 換算トン) 

753210 

(7.8.3) 排出量計算方法 

該当するすべてを選択 
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☑ ハイブリッド（複合）手法 

☑ 平均データ手法 

(7.8.4) サプライヤーまたはバリューチェーン・パートナーから得たデータを用いて計算された排出量の割合 

0 

(7.8.5) 説明してください 

購した資本財の出額（設備投資額）に排出係数（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出原単位について（Ver3.4）を参照）を

乗じて算出しています。 

燃料およびエネルギー関連活動(スコープ 1 または 2 に含まれない) 

(7.8.1) 評価状況 

選択: 

☑ 関連性あり、算定済み 

(7.8.2) 報告年の排出量(CO2 換算トン) 

929080 

(7.8.3) 排出量計算方法 

該当するすべてを選択 

☑ ハイブリッド（複合）手法 

☑ 平均データ手法 

(7.8.4) サプライヤーまたはバリューチェーン・パートナーから得たデータを用いて計算された排出量の割合 

0 

(7.8.5) 説明してください 
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燃料 購入した燃料の物量に燃料種別の排出係数（IDEA Ver2.3 を参照）を乗じて算出しています。 電力、蒸気 電気に関しては、電力会社から調達した電気のデー

タに全電源平均の排出係数（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出原単位データベースについて（Ver3.4）を参照）を乗じて

算出しています。 蒸気（熱）に関しては、調達した熱のデータに排出係数（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出原単位につ

いて（Ver3.4）を参照）を乗じて算出しています。 

上流の輸送および物流 

(7.8.1) 評価状況 

選択: 

☑ 関連性あり、算定済み 

(7.8.2) 報告年の排出量(CO2 換算トン) 

173248 

(7.8.3) 排出量計算方法 

該当するすべてを選択 

☑ ハイブリッド（複合）手法 

☑ 平均データ手法 

(7.8.4) サプライヤーまたはバリューチェーン・パートナーから得たデータを用いて計算された排出量の割合 

0 

(7.8.5) 説明してください 

原料： 輸送に関しては、重量と距離に、輸送手段別の排出係数（第 7 版 荷主の省エネ推進のてびき（経産省）を参照）を乗じる方法などにより算出しています。 
なお、保管、荷役による排出の影響は軽微なため、対象外としています。 製品： 輸送に関しては、重量、距離、積載率に、輸送手段別の排出係数（サプライチェ

ーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照））を乗じる方法などにより算出しています。保管に関しては、寄託先から排出

量の情報を得るなどして算出しています。 なお、荷役による排出の影響は軽微なため、対象外としています。 

事業から出る廃棄物 
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(7.8.1) 評価状況 

選択: 

☑ 関連性あり、算定済み 

(7.8.2) 報告年の排出量(CO2 換算トン) 

8008 

(7.8.3) 排出量計算方法 

該当するすべてを選択 

☑ 廃棄物の種類特有の手法 

(7.8.4) サプライヤーまたはバリューチェーン・パートナーから得たデータを用いて計算された排出量の割合 

1 

(7.8.5) 説明してください 

廃棄物種別ごとの廃棄物発生量に廃棄物種別ごとの排出係数（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照））

を乗じて算出しています。 

出張 

(7.8.1) 評価状況 

選択: 

☑ 関連性あり、算定済み 

(7.8.2) 報告年の排出量(CO2 換算トン) 

5926 
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(7.8.3) 排出量計算方法 

該当するすべてを選択 

☑ 平均データ手法 

(7.8.4) サプライヤーまたはバリューチェーン・パートナーから得たデータを用いて計算された排出量の割合 

0 

(7.8.5) 説明してください 

従業員数（総数）に排出係数（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照））を乗じて算出しています。 

雇用者の通勤 

(7.8.1) 評価状況 

選択: 

☑ 関連性あり、算定済み 

(7.8.2) 報告年の排出量(CO2 換算トン) 

21058 

(7.8.3) 排出量計算方法 

該当するすべてを選択 

☑ 平均データ手法 

(7.8.4) サプライヤーまたはバリューチェーン・パートナーから得たデータを用いて計算された排出量の割合 

0 

(7.8.5) 説明してください 
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従業員数（総数）と平均的営業日数に排出係数（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照））を乗じて算出

しています。 

上流のリース資産 

(7.8.1) 評価状況 

選択: 

☑ 関連性あり、算定済み 

(7.8.2) 報告年の排出量(CO2 換算トン) 

5472 

(7.8.3) 排出量計算方法 

該当するすべてを選択 

☑ ハイブリッド（複合）手法 

☑ 平均データ手法 

(7.8.4) サプライヤーまたはバリューチェーン・パートナーから得たデータを用いて計算された排出量の割合 

0 

(7.8.5) 説明してください 

該当する建築物の床面積に 単位面積当たりの排出原単位（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照））を乗

じる方法などにより算出しています。 

下流の輸送および物流 

(7.8.1) 評価状況 
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選択: 

☑ 関連性あり、算定済み 

(7.8.2) 報告年の排出量(CO2 換算トン) 

28203 

(7.8.3) 排出量計算方法 

該当するすべてを選択 

☑ ハイブリッド（複合）手法 

☑ 平均データ手法 

(7.8.4) サプライヤーまたはバリューチェーン・パートナーから得たデータを用いて計算された排出量の割合 

0 

(7.8.5) 説明してください 

カテゴリ 4 で算出した製品輸送（上流）に関する排出量を用いて、自社が荷主の場合と第三者が荷主の場合の比率から算出しています。 なお、一次販売先までの輸

送・配送に関する排出量のみを算出対象としています。 

販売製品の加工 

(7.8.1) 評価状況 

選択: 

☑ 関連性がない、理由の説明 

(7.8.5) 説明してください 

WBCSD の「化学部門バリューチェーンの企業 GHG 排出量算定および報告に関するガイダンス」（日本語版）の P.35 に「用途及び顧客構成が多様であることに

より信頼性のある数字を入手することが困難であるため、化学会社にはスコープ３カテゴリー10 排出量を報告する義務がない。」と規定されています。 東レグル

ープの販売品目は繊維、フィルム、ケミカル、樹脂、電子情報材料、炭素繊維複合材料、医薬・医療、水処理・環境といった様々な分野において広く使用されてい
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る中間製品が主体であり、当社顧客による当社製品の加工に伴う排出量を算定するには不確定要素が多く含まれます。 そのため GHG 排出量を合理的に見積もるこ

とが出来ず、このカテゴリーは関連性がないとして算定対象から除外しています。 

販売製品の使用 

(7.8.1) 評価状況 

選択: 

☑ 関連性あり、算定済み 

(7.8.2) 報告年の排出量(CO2 換算トン) 

1467151 

(7.8.3) 排出量計算方法 

該当するすべてを選択 

☑ ハイブリッド（複合）手法 

☑ 平均データ手法 

(7.8.4) サプライヤーまたはバリューチェーン・パートナーから得たデータを用いて計算された排出量の割合 

0 

(7.8.5) 説明してください 

直接使用段階排出製品について、報告対象年の販売数量に生涯排出量（東レグループで製品ごとに標準的シナリオを設定し推定）を乗じて算出しています。直接使

用段階排出製品の主な対象は、東レエンジニアリング（株）の各種プラント、設備、装置・機器、東レ・メディカル（株）の透析関連、血液浄化装置などです。 

販売製品の廃棄 

(7.8.1) 評価状況 

選択: 
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☑ 関連性あり、算定済み 

(7.8.2) 報告年の排出量(CO2 換算トン) 

4418548 

(7.8.3) 排出量計算方法 

該当するすべてを選択 

☑ ハイブリッド（複合）手法 

☑ 平均データ手法 

(7.8.4) サプライヤーまたはバリューチェーン・パートナーから得たデータを用いて計算された排出量の割合 

0 

(7.8.5) 説明してください 

東レグループが第三者に販売した製品の販売量に、各製品の廃棄に関係する排出係数（完全燃焼焼却を前提）を乗じて算出しています。 

下流のリース資産 

(7.8.1) 評価状況 

選択: 

☑ 関連性あり、算定済み 

(7.8.2) 報告年の排出量(CO2 換算トン) 

10684 

(7.8.3) 排出量計算方法 

該当するすべてを選択 
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☑ ハイブリッド（複合）手法 

☑ 平均データ手法 

(7.8.4) サプライヤーまたはバリューチェーン・パートナーから得たデータを用いて計算された排出量の割合 

0 

(7.8.5) 説明してください 

該当する建築物の床面積に単位面積当たりの排出原単位（サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出などの算定のための排出係数（IDEA を参照））を乗

じる方法などにより算出しています。 

フランチャイズ 

(7.8.1) 評価状況 

選択: 

☑ 関連性あり、算定済み 

(7.8.2) 報告年の排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.8.3) 排出量計算方法 

該当するすべてを選択 

☑ ハイブリッド（複合）手法 

☑ 平均データ手法 

(7.8.4) サプライヤーまたはバリューチェーン・パートナーから得たデータを用いて計算された排出量の割合 

0 
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(7.8.5) 説明してください 

東レグループでは、フランチャイズ加盟店は無いため、排出量ゼロとしています。 

投資 

(7.8.1) 評価状況 

選択: 

☑ 関連性がない、理由の説明 

(7.8.5) 説明してください 

当社は製造を事業として営む企業であり、当社定款においても投資の記載はなく、事業対象外であるため、関連性がない、としています。 

[固定行] 
 

(7.9) 報告した排出量に対する検証/保証の状況を回答してください。 

 

検証/保証状況 

スコープ 1 選択: 

☑ 第三者検証/保証を実施中 

スコープ 2(ロケーション基準またはマーケット基準) 選択: 

☑ 第三者検証/保証を実施中 

スコープ 3 選択: 

☑ 第三者検証/保証を実施中 

[固定行] 
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(7.9.1) スコープ 1 排出量に対して実施した検証/保証の詳細を記入し、関連する報告書を添付してください。 

Row 1 

(7.9.1.1) 検証/保証の実施サイクル 

選択: 

☑ 年 1 回のプロセス 

(7.9.1.2) 報告年における検証/保証取得状況 

選択: 

☑ 完了 

(7.9.1.3) 検証/保証の種別  

選択: 

☑ 限定的保証 

(7.9.1.4) 声明書を添付 

AS_Toray2024_JP.pdf 

(7.9.1.5) ページ/章 

ページ 1-3. P1 に対象スコープ、P2 に 2024 年度実績値が記載されている。 

(7.9.1.6) 関連する検証基準 

選択: 

☑ ISO14064-3 

(7.9.1.7) 検証された報告排出量の割合(%) 
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100 
[行を追加] 
 

(7.9.2) スコープ 2 排出量に対して実施した検証/保証の詳細を記入し、関連する報告書を添付してください。 

Row 1 

(7.9.2.1) スコープ 2 の手法 

選択: 

☑ スコープ 2 マーケット基準 

(7.9.2.2) 検証/保証の実施サイクル 

選択: 

☑ 年 1 回のプロセス 

(7.9.2.3) 報告年における検証/保証取得状況 

選択: 

☑ 完了 

(7.9.2.4) 検証/保証の種別  

選択: 

☑ 限定的保証 

(7.9.2.5) 声明書を添付 

AS_Toray2024_JP.pdf 

(7.9.2.6) ページ/章 
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ページ 1-3. P1 に対象スコープ、P2 に 2024 年度実績値が記載されている。 

(7.9.2.7) 関連する検証基準 

選択: 

☑ ISO14064-3 

(7.9.2.8) 検証された報告排出量の割合(%) 

100 
[行を追加] 
 

(7.9.3) スコープ 3 排出量に対して実施した検証/保証の詳細を記入し、関連する報告書を添付してください。 

Row 1 

(7.9.3.1) スコープ 3 カテゴリ 

該当するすべてを選択 

☑ スコープ 3:出張 ☑ スコープ 3:上流のリース資産 

☑ スコープ 3:資本財 ☑ スコープ 3:下流のリース資産 

☑ スコープ 3:雇用者の通勤 ☑ スコープ 3:事業から出る廃棄物 

☑ スコープ 3:販売製品の使用 ☑ スコープ 3:上流の輸送および物流 

☑ スコープ 3:販売製品の廃棄 ☑ スコープ 3:下流の輸送および物流 

☑ スコープ 3:購入した製品およびサービス  

☑ スコープ 3:燃料およびエネルギー関連活動(スコープ 1 または 2 に含まれない)  

(7.9.3.2) 検証/保証の実施サイクル 

選択: 

☑ 年 1 回のプロセス 
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(7.9.3.3) 報告年における検証/保証取得状況 

選択: 

☑ 完了 

(7.9.3.4) 検証/保証の種別 

選択: 

☑ 限定的保証 

(7.9.3.5) 声明書を添付 

AS_Toray2024_JP.pdf 

(7.9.3.6) ページ/章 

ページ 1-3. P1 に対象スコープ、P2 に 2024 年度実績値が記載されている。 

(7.9.3.7) 関連する検証基準 

選択: 

☑ ISO14064-3 

(7.9.3.8) 検証された報告排出量の割合(%) 

100 
[行を追加] 
 

(7.10) 報告年における排出量総量 (スコープ 1+2 合計) は前年と比較してどのように変化しましたか。 

選択: 

☑ 減少 
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(7.10.1) 全世界総排出量 (スコープ 1 と 2 の合計) の変化の理由を特定し、理由ごとに前年と比較して排出量がどのように

変化したかを示してください。 

再生可能エネルギー消費の変化 

(7.10.1.1) 排出量の変化(CO2 換算トン) 

15800 

(7.10.1.2) 排出量変化の増減 

選択: 

☑ 減少 

(7.10.1.3) 排出量（割合） 

0.3 

(7.10.1.4) 計算を説明してください 

2024 年度は再生エネルギーの導入により、15,800 ﾄﾝの排出量を削減しました。 15,800 ﾄﾝＣＯ２／4,951,240（2023 年度実績 Scope1＋Scope2 排出量） 

その他の排出量削減活動 

(7.10.1.1) 排出量の変化(CO2 換算トン) 

358966 

(7.10.1.2) 排出量変化の増減 

選択: 

☑ 減少 
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(7.10.1.3) 排出量（割合） 

7.2 

(7.10.1.4) 計算を説明してください 

2024 年度は省エネ活動やプロセス改善により、358,966 ﾄﾝの排出量を削減しました。 358,966 ﾄﾝＣＯ２／4,951,240（2023 年度実績 Scope1＋Scope2 排出量） 

生産量の変化 

(7.10.1.1) 排出量の変化(CO2 換算トン) 

97615 

(7.10.1.2) 排出量変化の増減 

選択: 

☑ 増加 

(7.10.1.3) 排出量（割合） 

2 

(7.10.1.4) 計算を説明してください 

2024 年度は生産量の増加などにより、97,615 ﾄﾝの排出量が増加しました。 97,615 ﾄﾝＣＯ２／4,951,240（2023 年度実績 Scope1＋Scope2 排出量） 

[固定行] 
 

(7.10.2) 7.10 および 7.10.1 の排出量実績計算は、ロケーション基準のスコープ 2 排出量値もしくはマーケット基準のスコ

ープ 2 排出量値のどちらに基づいていますか。 

選択: 

☑ マーケット基準 
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(7.12) 生物起源炭素由来の二酸化炭素排出は貴組織に関連しますか。 

選択: 

☑ はい 

(7.12.1) 貴組織に関連する生物起源炭素による排出量を CO2 換算トン単位で記入します。 

 

生物起源炭素による CO2 排出量(CO2 換算トン) コメント 

  17770 廃油、メタンガス、RPF 

[固定行] 

(7.15) 貴組織では、スコープ 1 排出量の温室効果ガスの種類別の内訳を作成していますか。 

選択: 

☑ はい 

(7.15.1) スコープ 1 全世界総排出量の内訳を温室効果ガスの種類ごとに回答し、使用した地球温暖化係数 (GWP) それぞれ

の出典も記入してください。 

Row 1 

(7.15.1.1) GHG 

選択: 

☑ CO2 

(7.15.1.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 
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2180760 

(7.15.1.3) GWP 参照 

選択: 

☑ IPCC 第 4 次評価報告書(AR4 – 100 年値)  

Row 2 

(7.15.1.1) GHG 

選択: 

☑ CH4 

(7.15.1.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

847 

(7.15.1.3) GWP 参照 

選択: 

☑ IPCC 第 4 次評価報告書(AR4 – 100 年値)  

Row 3 

(7.15.1.1) GHG 

選択: 

☑ N2O 

(7.15.1.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

62903 
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(7.15.1.3) GWP 参照 

選択: 

☑ IPCC 第 4 次評価報告書(AR4 – 100 年値)  

Row 4 

(7.15.1.1) GHG 

選択: 

☑ HFCs 

(7.15.1.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

5913 

(7.15.1.3) GWP 参照 

選択: 

☑ IPCC 第 4 次評価報告書(AR4 – 100 年値)  

Row 5 

(7.15.1.1) GHG 

選択: 

☑ SF6 

(7.15.1.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

101 

(7.15.1.3) GWP 参照 
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選択: 

☑ IPCC 第 4 次評価報告書(AR4 – 100 年値)  
[行を追加] 
 

(7.16) スコープ 1 および 2 の排出量の内訳を国/地域別で回答してください。 

バングラデシュ 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

0 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

0 

ブラジル 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

0 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

0 



174 

中国 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

19209 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

335428 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

356083 

チェコ 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

7765 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

8136 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

6265 

フランス 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

44741 
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(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

45256 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

32501 

ドイツ 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

135406 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

3 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

0 

香港特別行政区(中国) 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

0 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

0 
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ハンガリー 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

26508 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

23989 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

33231 

インド 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

90 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

25953 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

25545 

インドネシア 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

139935 



177 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

180457 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

199873 

イタリア 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

4818 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

70662 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

68397 

日本 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

1353273 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

467508 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

410245 
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マレーシア 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

28479 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

231441 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

226662 

メキシコ 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

104168 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

127077 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

120742 

オランダ 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

1756 
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(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

1032 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

1717 

ポルトガル 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

8 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

292 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

284 

大韓民国 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

187454 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

631366 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

621403 
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サウジアラビア 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

4 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

928 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

694 

スペイン 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

0 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

0 

スウェーデン 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

0 
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(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

0 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

0 

スイス 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

0 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

0 

台湾(中国) 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

21 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

11797 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

8604 
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タイ 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

54969 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

135977 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

139351 

チュニジア 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

1648 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

2783 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

2741 

グレート・ブリテンおよび北アイルランド連合王国(英国) 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

3912 
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(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

2116 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

1171 

アメリカ合衆国（米国） 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

136359 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

158962 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

130457 

ベトナム 

(7.16.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.16.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

0 

(7.16.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

0 
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[固定行] 
 

(7.17) スコープ 1 全世界総排出量の内訳のうちのどれを記入できるか示してください。 

該当するすべてを選択 

☑ 施設別 

(7.17.2) 事業施設別にスコープ 1 全世界総排出量の内訳をお答えください。 

Row 1 

(7.17.2.1) 施設 

滋賀事業場 

(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

32916 

(7.17.2.3) 緯度 

34.976664 

(7.17.2.4) 経度 

135.893086 

Row 2 

(7.17.2.1) 施設 

瀬田工場 
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(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

454 

(7.17.2.3) 緯度 

34.984125 

(7.17.2.4) 経度 

135.916649 

Row 3 

(7.17.2.1) 施設 

愛媛工場 

(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

535547 

(7.17.2.3) 緯度 

33.789567 

(7.17.2.4) 経度 

132.699529 

Row 4 

(7.17.2.1) 施設 

名古屋事業場 
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(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

59534 

(7.17.2.3) 緯度 

35.09159 

(7.17.2.4) 経度 

136.899833 

Row 5 

(7.17.2.1) 施設 

東海工場 

(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

475296 

(7.17.2.3) 緯度 

35.054858 

(7.17.2.4) 経度 

136.891183 

Row 6 

(7.17.2.1) 施設 

愛知工場 
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(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

3185 

(7.17.2.3) 緯度 

35.200545 

(7.17.2.4) 経度 

136.880771 

Row 7 

(7.17.2.1) 施設 

岡崎工場 

(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

41054 

(7.17.2.3) 緯度 

34.955989 

(7.17.2.4) 経度 

137.136314 

Row 8 

(7.17.2.1) 施設 

岐阜工場 
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(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

31740 

(7.17.2.3) 緯度 

35.434393 

(7.17.2.4) 経度 

136.604975 

Row 9 

(7.17.2.1) 施設 

三島工場 

(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

116772 

(7.17.2.3) 緯度 

35.131094 

(7.17.2.4) 経度 

138.909322 

Row 10 

(7.17.2.1) 施設 

土浦工場 
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(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

8607 

(7.17.2.3) 緯度 

36.119539 

(7.17.2.4) 経度 

140.226846 

Row 11 

(7.17.2.1) 施設 

千葉工場 

(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

8119 

(7.17.2.3) 緯度 

35.509307 

(7.17.2.4) 経度 

140.052094 

Row 12 

(7.17.2.1) 施設 

石川工場 
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(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

4773 

(7.17.2.3) 緯度 

36.455837 

(7.17.2.4) 経度 

136.53407 

Row 13 

(7.17.2.1) 施設 

那須工場 

(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

33 

(7.17.2.3) 緯度 

36.921993 

(7.17.2.4) 経度 

139.977378 

Row 14 

(7.17.2.1) 施設 

基礎研究所 
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(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

2437 

(7.17.2.3) 緯度 

35.32962 

(7.17.2.4) 経度 

139.502731 

Row 15 

(7.17.2.1) 施設 

本社（東京、大阪）、研修 C、各支店 

(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

59 

(7.17.2.3) 緯度 

35.686921 

(7.17.2.4) 経度 

139.77303 

Row 16 

(7.17.2.1) 施設 

国内関係会社 
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(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

32745 

(7.17.2.3) 緯度 

35.054536 

(7.17.2.4) 経度 

136.891106 

Row 17 

(7.17.2.1) 施設 

海外関係会社 

(7.17.2.2) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

897251 

(7.17.2.3) 緯度 

41.5975 

(7.17.2.4) 経度 

-71.4669 
[行を追加] 
 

(7.19) 貴組織のスコープ 1 全世界総排出量の内訳をセクター生産活動別に回答してください (単位: CO2 換算トン)。 
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スコープ１総排出量(単位: CO2 換算トン) コメント 

化学品生産活動 2250524 特になし 

[固定行] 

(7.20) スコープ 2 世界総排出量の内訳のうちのどれを記入できるか示してください。 

該当するすべてを選択 

☑ 施設別 

(7.20.2) 事業施設別にスコープ 2 全世界総排出量の内訳をお答えください。 

Row 1 

(7.20.2.1) 施設 

滋賀事業場 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

31835 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

26034 

Row 2 

(7.20.2.1) 施設 
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瀬田工場 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

1475 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

1164 

Row 3 

(7.20.2.1) 施設 

愛媛工場 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

57890 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

50613 

Row 4 

(7.20.2.1) 施設 

名古屋事業場 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

15540 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 
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12148 

Row 5 

(7.20.2.1) 施設 

東海工場 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

17683 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

14531 

Row 6 

(7.20.2.1) 施設 

愛知工場 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

17930 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

14218 

Row 7 

(7.20.2.1) 施設 

岡崎工場 
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(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

36973 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

29330 

Row 8 

(7.20.2.1) 施設 

岐阜工場 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

35071 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

30333 

Row 9 

(7.20.2.1) 施設 

三島工場 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

572 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

418 
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Row 10 

(7.20.2.1) 施設 

土浦工場 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

15745 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

12787 

Row 11 

(7.20.2.1) 施設 

千葉工場 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

2964 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

2050 

Row 12 

(7.20.2.1) 施設 

石川工場 
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(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

40855 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

38183 

Row 13 

(7.20.2.1) 施設 

那須工場 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

17249 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

15531 

Row 14 

(7.20.2.1) 施設 

基礎研究所 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

4222 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

3246 
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Row 15 

(7.20.2.1) 施設 

本社（東京、大阪）、研修 C、各支店 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

1349 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

1144 

Row 16 

(7.20.2.1) 施設 

国内関係会社 

(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

170155 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

158515 

Row 17 

(7.20.2.1) 施設 

海外関係会社 
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(7.20.2.2) スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

1993657 

(7.20.2.3) スコープ 2、マーケット基準(CO2 換算トン) 

1975722 
[行を追加] 
 

(7.21) 貴組織のスコープ 2 全世界総排出量のセクター生産活動別の内訳を回答してください (単位: CO2 換算トン)。 

 

スコープ 2、ロケーション基準(CO2 換

算トン) 
スコープ 2、マーケット基準(該当する

場合)、CO2 換算トン 
コメント 

化学品生産活動 2461165 2385967 特になし 

[固定行] 

(7.22) 連結会計グループと回答に含まれる別の事業体の間のスコープ 1 およびスコープ 2 総排出量の内訳をお答えくださ

い。 

連結会計グループ 

(7.22.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

2250524 

(7.22.2) スコープ 2 排出量、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

2461165 
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(7.22.3) スコープ 2、マーケット基準排出量(CO2 換算トン) 

2385967 

(7.22.4) 説明してください 

連結会計グループを対象とし、GHG プロトコルに従った経営支配力を乗じた算定方法で算出。 

その他すべての事業体 

(7.22.1) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.22.2) スコープ 2 排出量、ロケーション基準(CO2 換算トン) 

0 

(7.22.3) スコープ 2、マーケット基準排出量(CO2 換算トン) 

0 

(7.22.4) 説明してください 

その他は該当ありません。 

[固定行] 
 

(7.23) 貴組織の CDP 回答に含まれる子会社の排出量データの内訳を示すことはできますか。 

選択: 

☑ はい 

(7.23.1) スコープ 1 およびスコープ 2 の総排出量の内訳を子会社別にお答えください。 
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Row 1 

(7.23.1.1) 子会社名 

東レファインケミカル（千葉工場） 

(7.23.1.2) 主要活動 

選択: 

☑ その他の基礎化学品 

(7.23.1.3) この子会社に対して貴組織が提示できる固有 ID を選択してください 

該当するすべてを選択 

☑ 固有 ID はありません 

(7.23.1.12) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

2027 

(7.23.1.13) スコープ 2、ロケーション基準排出量(CO2 換算トン) 

23676 

(7.23.1.14) スコープ 2、マーケット基準排出量(CO2 換算トン) 

21225 

(7.23.1.15) コメント 

国内関係会社 

Row 2 
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(7.23.1.1) 子会社名 

東レハイブリッドコード 

(7.23.1.2) 主要活動 

選択: 

☑ 生地 

(7.23.1.3) この子会社に対して貴組織が提示できる固有 ID を選択してください 

該当するすべてを選択 

☑ 固有 ID はありません 

(7.23.1.12) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

4263 

(7.23.1.13) スコープ 2、ロケーション基準排出量(CO2 換算トン) 

7767 

(7.23.1.14) スコープ 2、マーケット基準排出量(CO2 換算トン) 

6162 

(7.23.1.15) コメント 

国内関係会社 

Row 3 

(7.23.1.1) 子会社名 
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Penfibre 社（繊維） 

(7.23.1.2) 主要活動 

選択: 

☑ 生地 

(7.23.1.3) この子会社に対して貴組織が提示できる固有 ID を選択してください 

該当するすべてを選択 

☑ 固有 ID はありません 

(7.23.1.12) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

306 

(7.23.1.13) スコープ 2、ロケーション基準排出量(CO2 換算トン) 

14412 

(7.23.1.14) スコープ 2、マーケット基準排出量(CO2 換算トン) 

14409 

(7.23.1.15) コメント 

海外関係会社 

Row 4 

(7.23.1.1) 子会社名 

Toray Films Europe 社 
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(7.23.1.2) 主要活動 

選択: 

☑ その他の基礎化学品 

(7.23.1.3) この子会社に対して貴組織が提示できる固有 ID を選択してください 

該当するすべてを選択 

☑ 固有 ID はありません 

(7.23.1.12) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

20874 

(7.23.1.13) スコープ 2、ロケーション基準排出量(CO2 換算トン) 

9648 

(7.23.1.14) スコープ 2、マーケット基準排出量(CO2 換算トン) 

8129 

(7.23.1.15) コメント 

海外関係会社 

Row 5 

(7.23.1.1) 子会社名 

上記 4 社以外の関係会社 

(7.23.1.2) 主要活動 
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選択: 

☑ その他の基礎化学品 

(7.23.1.3) この子会社に対して貴組織が提示できる固有 ID を選択してください 

該当するすべてを選択 

☑ 固有 ID はありません 

(7.23.1.12) スコープ 1 排出量(CO2 換算トン) 

902526 

(7.23.1.13) スコープ 2、ロケーション基準排出量(CO2 換算トン) 

2108309 

(7.23.1.14) スコープ 2、マーケット基準排出量(CO2 換算トン) 

2084312 

(7.23.1.15) コメント 

上記 4 社以外の関係会社 

[行を追加] 
 

(7.25) 貴組織のスコープ 3、カテゴリ 1 排出量を購入化学原料別に開示してください。 

Row 1 

(7.25.1) 購入原料 

選択: 

☑ その他（詳述してください） :テレフタル酸 
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(7.25.2) 購入原料からのスコープ 3 カテゴリ 1 の割合(CO2 換算トン) 

17 

(7.25.3) 計算方法の説明  

活動量は、東レ(株)と連結子会社の購入重量を使用した。 GHG 排出係数は AIST-IDEAv3.5 のデータ(IPCC 2021 GWP100 with LULUCF)を使用した。 活動量×GHG
排出係数により算出した。 

Row 2 

(7.25.1) 購入原料 

選択: 

☑ その他（詳述してください） :エチレングリコール 

(7.25.2) 購入原料からのスコープ 3 カテゴリ 1 の割合(CO2 換算トン) 

4 

(7.25.3) 計算方法の説明  

活動量は、東レ(株)と連結子会社の購入重量を使用した。 GHG 排出係数は AIST-IDEAv3.5 のデータ(IPCC 2021 GWP100 with LULUCF)を使用した。 活動量×GHG
排出係数により算出した。 

Row 3 

(7.25.1) 購入原料 

選択: 

☑ その他（詳述してください） :ヘキサメチレンジアミン 

(7.25.2) 購入原料からのスコープ 3 カテゴリ 1 の割合(CO2 換算トン) 
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4 

(7.25.3) 計算方法の説明  

活動量は、東レ(株)と連結子会社の購入重量を使用した。 GHG 排出係数は AIST-IDEAv3.5 のデータ(IPCC 2021 GWP100 with LULUCF)を使用した。 活動量×GHG
排出係数により算出した。 

[行を追加] 
 

(7.25.1) 温室効果ガスの製品の販売量を開示してください。 

二酸化炭素(CO2) 

(7.25.1.1) 販売量、トン 

0 

(7.25.1.2) コメント 

関連性がない 

メタン(CH4) 

(7.25.1.1) 販売量、トン 

0 

(7.25.1.2) コメント 

関連性がない 

亜酸化窒素(N2O) 

(7.25.1.1) 販売量、トン 
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0 

(7.25.1.2) コメント 

関連性がない 

ハイドロフルオロカーボン(HFC) 

(7.25.1.1) 販売量、トン 

0 

(7.25.1.2) コメント 

関連性がない 

ペルフルオロカーボン(PFC) 

(7.25.1.1) 販売量、トン 

0 

(7.25.1.2) コメント 

関連性がない 

六フッ化硫黄(SF6) 

(7.25.1.1) 販売量、トン 

0 

(7.25.1.2) コメント 
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関連性がない 

三フッ化窒素(NF3) 

(7.25.1.1) 販売量、トン 

0 

(7.25.1.2) コメント 

関連性がない 

[固定行] 
 

(7.27) 排出量を顧客ごとに割り当てる際の課題と、その課題を克服するために役立つことは何ですか。 

Row 1 

(7.27.1) 割当の課題 

選択: 

☑ 顧客基盤が大きく多様なため、顧客レベルでの排出量を正確に追跡するのが困難 

(7.27.2) その課題を克服するために何が役立つか説明してください 

東レグループ全体での情報収集基盤の導入。 

[行を追加] 
 

(7.28) 今後、顧客ごとの排出量を割り当てられるようにする計画はありますか。 



211 

 

今後、顧客ごとの排出量を割り当てられるようにする

計画はありますか。 
能力をどのように開発するか記述してください 

  選択: 

☑ はい 

東レグループ全体での情報収集基盤の導入。 

[固定行] 

(7.29) 報告年の事業支出のうち何%がエネルギー使用によるものでしたか。 

選択: 

☑ 0%超、5%以下 

(7.30) 貴組織がどのエネルギー関連活動を行ったか選択してください。 

 

貴組織が報告年に次のエネルギー関連活動を実践したかどうかを示します。  

燃料の消費(原料を除く) 選択: 

☑ はい 

購入または取得した電力の消費  選択: 

☑ はい 

購入または取得した熱の消費 選択: 

☑ いいえ 

購入または取得した蒸気の消費 選択: 

☑ はい 
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貴組織が報告年に次のエネルギー関連活動を実践したかどうかを示します。  

購入または取得した冷熱の消費 選択: 

☑ いいえ 

電力、熱、蒸気、または冷熱の生成 選択: 

☑ はい 

[固定行] 

(7.30.1) 貴組織のエネルギー消費量合計 (原料を除く) を MWh 単位で報告してください。 

燃料の消費(原材料を除く) 

(7.30.1.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV （高位発熱量） 

(7.30.1.2) 再生可能エネルギー源からのエネルギー量（単位：MWh） 

271052 

(7.30.1.3) 非再生可能エネルギー源からのエネルギー量（単位：MWh） 

10219347 

(7.30.1.4) 総エネルギー量(再生可能+非再生可能) MWh 

10490399.00 
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購入または取得した電力の消費 

(7.30.1.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV （高位発熱量） 

(7.30.1.2) 再生可能エネルギー源からのエネルギー量（単位：MWh） 

105949 

(7.30.1.3) 非再生可能エネルギー源からのエネルギー量（単位：MWh） 

4312218 

(7.30.1.4) 総エネルギー量(再生可能+非再生可能) MWh 

4418167.00 

購入または取得した蒸気の消費 

(7.30.1.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV （高位発熱量） 

(7.30.1.2) 再生可能エネルギー源からのエネルギー量（単位：MWh） 

0 

(7.30.1.3) 非再生可能エネルギー源からのエネルギー量（単位：MWh） 

2171956 
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(7.30.1.4) 総エネルギー量(再生可能+非再生可能) MWh 

2171956.00 

自家生成非燃料再生可能エネルギーの消費 

(7.30.1.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV （高位発熱量） 

(7.30.1.2) 再生可能エネルギー源からのエネルギー量（単位：MWh） 

49775 

(7.30.1.4) 総エネルギー量(再生可能+非再生可能) MWh 

49775.00 

合計エネルギー消費量 

(7.30.1.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV （高位発熱量） 

(7.30.1.2) 再生可能エネルギー源からのエネルギー量（単位：MWh） 

409697 

(7.30.1.3) 非再生可能エネルギー源からのエネルギー量（単位：MWh） 

16703521 
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(7.30.1.4) 総エネルギー量(再生可能+非再生可能) MWh 

17113218.00 
[固定行] 
 

(7.30.3) 化学品生産活動に関する貴組織のエネルギー消費量合計 (原料を除く) を MWh 単位で報告してください。 

燃料の消費(原料を除く) 

(7.30.3.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV （高位発熱量） 

(7.30.3.2) 化学セクターバウンダリ(境界)内の再生可能エネルギー源から消費されたエネルギー量(MWh) 

271052 

(7.30.3.3) 化学セクターバウンダリ(境界)内の非再生可能エネルギー源から消費されたエネルギー量(MWh)(回収した廃熱、

廃ガスを除く) 

10219347 

(7.30.3.4) 化学セクターバウンダリ(境界)内の燃料原料を用いたプロセスから回収した廃熱、廃ガスから消費されたエネル

ギー量(MWh) 

0 

(7.30.3.5) 化学セクターバウンダリ(境界)内で消費された総エネルギー量(MWh)(回収した廃熱、廃ガスからの再生可能+非
再生可能エネルギー量(MWh)) 

10490399.00 
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購入または取得した電力の消費 

(7.30.3.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV （高位発熱量） 

(7.30.3.2) 化学セクターバウンダリ(境界)内の再生可能エネルギー源から消費されたエネルギー量(MWh) 

105949 

(7.30.3.3) 化学セクターバウンダリ(境界)内の非再生可能エネルギー源から消費されたエネルギー量(MWh)(回収した廃熱、

廃ガスを除く) 

4312218 

(7.30.3.4) 化学セクターバウンダリ(境界)内の燃料原料を用いたプロセスから回収した廃熱、廃ガスから消費されたエネル

ギー量(MWh) 

0 

(7.30.3.5) 化学セクターバウンダリ(境界)内で消費された総エネルギー量(MWh)(回収した廃熱、廃ガスからの再生可能+非
再生可能エネルギー量(MWh)) 

4418167.00 

購入または取得した蒸気の消費 

(7.30.3.1) 発熱量 

選択: 

☑ LHV (低位発熱量) 
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(7.30.3.2) 化学セクターバウンダリ(境界)内の再生可能エネルギー源から消費されたエネルギー量(MWh) 

0 

(7.30.3.3) 化学セクターバウンダリ(境界)内の非再生可能エネルギー源から消費されたエネルギー量(MWh)(回収した廃熱、

廃ガスを除く) 

2171956 

(7.30.3.4) 化学セクターバウンダリ(境界)内の燃料原料を用いたプロセスから回収した廃熱、廃ガスから消費されたエネル

ギー量(MWh) 

0 

(7.30.3.5) 化学セクターバウンダリ(境界)内で消費された総エネルギー量(MWh)(回収した廃熱、廃ガスからの再生可能+非
再生可能エネルギー量(MWh)) 

2171956.00 

自家生成非燃料再生可能エネルギーの消費  

(7.30.3.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV （高位発熱量） 

(7.30.3.2) 化学セクターバウンダリ(境界)内の再生可能エネルギー源から消費されたエネルギー量(MWh) 

49775 

(7.30.3.5) 化学セクターバウンダリ(境界)内で消費された総エネルギー量(MWh)(回収した廃熱、廃ガスからの再生可能+非
再生可能エネルギー量(MWh)) 
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49775.00 

合計エネルギー消費量  

(7.30.3.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV （高位発熱量） 

(7.30.3.2) 化学セクターバウンダリ(境界)内の再生可能エネルギー源から消費されたエネルギー量(MWh) 

409697 

(7.30.3.3) 化学セクターバウンダリ(境界)内の非再生可能エネルギー源から消費されたエネルギー量(MWh)(回収した廃熱、

廃ガスを除く) 

16703521 

(7.30.3.4) 化学セクターバウンダリ(境界)内の燃料原料を用いたプロセスから回収した廃熱、廃ガスから消費されたエネル

ギー量(MWh) 

0 

(7.30.3.5) 化学セクターバウンダリ(境界)内で消費された総エネルギー量(MWh)(回収した廃熱、廃ガスからの再生可能+非
再生可能エネルギー量(MWh)) 

17113218.00 
[固定行] 
 

(7.30.6) 貴組織の燃料消費の用途を選択してください。 
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貴組織がこのエネルギー用途の活動を行うかどうかを示してください  

発電のための燃料の消費量 選択: 

☑ はい 

熱生成のための燃料の消費量 選択: 

☑ はい 

蒸気生成のための燃料の消費量 選択: 

☑ はい 

冷熱生成のための燃料の消費量 選択: 

☑ はい 

コジェネレーションまたはトリジェネレーションのための燃料の消費 選択: 

☑ はい 

[固定行] 

(7.30.7) 貴組織が消費した燃料の量 (原料を除く) を燃料の種類別に MWh 単位で示します。 

持続可能なバイオマス 

(7.30.7.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV 

(7.30.7.2) 組織によって消費された燃料合計(MWh) 

223028 
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(7.30.7.3) 電力の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.4) 熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.5) 蒸気の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.6) 冷熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.7) 自家コジェネ・トリジェネレーションのために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.8) コメント 

木質バイオマス 

その他のバイオマス 

(7.30.7.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV 

(7.30.7.2) 組織によって消費された燃料合計(MWh) 

56979 
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(7.30.7.3) 電力の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.4) 熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.5) 蒸気の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.6) 冷熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.7) 自家コジェネ・トリジェネレーションのために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.8) コメント 

汚泥燃料 

その他の再生可能燃料(たとえば、再生可能水素)  

(7.30.7.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV 

(7.30.7.2) 組織によって消費された燃料合計(MWh) 

0 
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(7.30.7.3) 電力の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.4) 熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.5) 蒸気の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.6) 冷熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.7) 自家コジェネ・トリジェネレーションのために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.8) コメント 

なし 

石炭 

(7.30.7.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV 

(7.30.7.2) 組織によって消費された燃料合計(MWh) 

3536248 
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(7.30.7.3) 電力の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.4) 熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.5) 蒸気の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

457844 

(7.30.7.6) 冷熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.7) 自家コジェネ・トリジェネレーションのために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.8) コメント 

なし 

石油 

(7.30.7.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV 

(7.30.7.2) 組織によって消費された燃料合計(MWh) 

134407 
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(7.30.7.3) 電力の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

1151 

(7.30.7.4) 熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

19871 

(7.30.7.5) 蒸気の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

113385 

(7.30.7.6) 冷熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.7) 自家コジェネ・トリジェネレーションのために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.8) コメント 

重油、軽油 

天然ガス 

(7.30.7.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV 

(7.30.7.2) 組織によって消費された燃料合計(MWh) 

205362 



225 

(7.30.7.3) 電力の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.4) 熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.5) 蒸気の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.6) 冷熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.7) 自家コジェネ・トリジェネレーションのために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.8) コメント 

LNG 

その他の非再生可能燃料(たとえば、非再生可能水素) 

(7.30.7.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV 

(7.30.7.2) 組織によって消費された燃料合計(MWh) 

6343329 
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(7.30.7.3) 電力の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.4) 熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.5) 蒸気の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.6) 冷熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.7) 自家コジェネ・トリジェネレーションのために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.8) コメント 

都市ガス、LPG 

燃料合計 

(7.30.7.1) 発熱量 

選択: 

☑ HHV 

(7.30.7.2) 組織によって消費された燃料合計(MWh) 

10499353 
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(7.30.7.3) 電力の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

1151 

(7.30.7.4) 熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

19871 

(7.30.7.5) 蒸気の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

571229 

(7.30.7.6) 冷熱の自家生成のために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.7) 自家コジェネ・トリジェネレーションのために消費された燃料(MWh) 

0 

(7.30.7.8) コメント 

なし 

[固定行] 
 

(7.30.9) 貴組織が報告年に生成、消費した電力、熱、蒸気および冷熱に関する詳細をお答えください。 

電力 

(7.30.9.1) 総生成量(MWh) 

1312522 

(7.30.9.2) 組織によって消費される生成量（MWh） 
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1301336 

(7.30.9.3) 再生可能エネルギー源からの総生成量（MWh） 

108604 

(7.30.9.4) 組織によって消費される再生可能エネルギー源からの生成量(MWh) 

97418 

熱 

(7.30.9.1) 総生成量(MWh) 

0 

(7.30.9.2) 組織によって消費される生成量（MWh） 

0 

(7.30.9.3) 再生可能エネルギー源からの総生成量（MWh） 

0 

(7.30.9.4) 組織によって消費される再生可能エネルギー源からの生成量(MWh) 

0 

蒸気 

(7.30.9.1) 総生成量(MWh) 

0 

(7.30.9.2) 組織によって消費される生成量（MWh） 
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0 

(7.30.9.3) 再生可能エネルギー源からの総生成量（MWh） 

0 

(7.30.9.4) 組織によって消費される再生可能エネルギー源からの生成量(MWh) 

0 

冷熱 

(7.30.9.1) 総生成量(MWh) 

0 

(7.30.9.2) 組織によって消費される生成量（MWh） 

0 

(7.30.9.3) 再生可能エネルギー源からの総生成量（MWh） 

0 

(7.30.9.4) 組織によって消費される再生可能エネルギー源からの生成量(MWh) 

0 
[固定行] 
 

(7.30.11) 貴組織が化学品生産活動用に生成、消費した電力、熱、蒸気および冷熱に関する詳細を記入します。 

電力 

(7.30.11.1) 化学セクターバウンダリ(境界)内の総生成量(MWh) 
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1312522 

(7.30.11.2) 化学セクターバウンダリ(境界)内で消費される生成量(MWh) 

1301336 

(7.30.11.3) 化学セクターバウンダリ(境界)内の再生可能エネルギー源からの生成量(MWh) 

108604 

(7.30.11.4) 化学セクターバウンダリ(境界)内の燃料原料を用いたプロセスから回収した廃熱/廃ガスからの生成量(MWh) 

97418 

熱 

(7.30.11.1) 化学セクターバウンダリ(境界)内の総生成量(MWh) 

0 

(7.30.11.2) 化学セクターバウンダリ(境界)内で消費される生成量(MWh) 

0 

(7.30.11.3) 化学セクターバウンダリ(境界)内の再生可能エネルギー源からの生成量(MWh) 

0 

(7.30.11.4) 化学セクターバウンダリ(境界)内の燃料原料を用いたプロセスから回収した廃熱/廃ガスからの生成量(MWh) 

0 

蒸気 

(7.30.11.1) 化学セクターバウンダリ(境界)内の総生成量(MWh) 
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0 

(7.30.11.2) 化学セクターバウンダリ(境界)内で消費される生成量(MWh) 

0 

(7.30.11.3) 化学セクターバウンダリ(境界)内の再生可能エネルギー源からの生成量(MWh) 

0 

(7.30.11.4) 化学セクターバウンダリ(境界)内の燃料原料を用いたプロセスから回収した廃熱/廃ガスからの生成量(MWh) 

0 

冷熱 

(7.30.11.1) 化学セクターバウンダリ(境界)内の総生成量(MWh) 

0 

(7.30.11.2) 化学セクターバウンダリ(境界)内で消費される生成量(MWh) 

0 

(7.30.11.3) 化学セクターバウンダリ(境界)内の再生可能エネルギー源からの生成量(MWh) 

0 

(7.30.11.4) 化学セクターバウンダリ(境界)内の燃料原料を用いたプロセスから回収した廃熱/廃ガスからの生成量(MWh) 

0 
[固定行] 
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(7.30.14) 7.7 で報告したマーケット基準スコープ 2 の数値において、ゼロまたはゼロに近い排出係数を用いて計算された

電力、熱、蒸気、冷熱量について、具体的にお答えください。 

Row 1 

(7.30.14.1) 国・地域 

選択: 

☑ イタリア 

(7.30.14.2) 調達方法 

選択: 

☑ 系統に接続された発電設備との物理的な電力購入契約(フィジカル PPA)  

(7.30.14.3) エネルギーキャリア 

選択: 

☑ 電力 

(7.30.14.4) 低炭素技術の種類 

選択: 

☑ 低炭素エネルギーミックス、具体的にお答えください :Green 

(7.30.14.5) 報告年に選択した調達方法を通じて消費された低炭素エネルギー(MWh) 

22494 

(7.30.14.6) トラッキング(追跡)手法 

選択: 

☑ 契約 
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(7.30.14.7) 低炭素エネルギーの供給源(生成)の国/地域またはエネルギー属性 

選択: 

☑ イタリア 

(7.30.14.8) 発電施設の運転開始あるいはリパワリングの年を報告できますか。 

選択: 

☑ はい 

(7.30.14.9) 発電施設の運転開始年(たとえば、最初の商業運転またはリパワリングの日付) 

2021 

(7.30.14.10) コメント 

なし 

Row 2 

(7.30.14.1) 国・地域 

選択: 

☑ アメリカ合衆国（米国） 

(7.30.14.2) 調達方法 

選択: 

☑ 系統に接続された発電設備との物理的な電力購入契約(フィジカル PPA)  

(7.30.14.3) エネルギーキャリア 

選択: 
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☑ 電力 

(7.30.14.4) 低炭素技術の種類 

選択: 

☑ 低炭素エネルギーミックス、具体的にお答えください :Green 

(7.30.14.5) 報告年に選択した調達方法を通じて消費された低炭素エネルギー(MWh) 

39562 

(7.30.14.6) トラッキング(追跡)手法 

選択: 

☑ 契約 

(7.30.14.7) 低炭素エネルギーの供給源(生成)の国/地域またはエネルギー属性 

選択: 

☑ アメリカ合衆国（米国） 

(7.30.14.8) 発電施設の運転開始あるいはリパワリングの年を報告できますか。 

選択: 

☑ はい 

(7.30.14.9) 発電施設の運転開始年(たとえば、最初の商業運転またはリパワリングの日付) 

2021 

(7.30.14.10) コメント 

なし 



235 

Row 3 

(7.30.14.1) 国・地域 

選択: 

☑ ドイツ 

(7.30.14.2) 調達方法 

選択: 

☑ 系統に接続された発電設備との物理的な電力購入契約(フィジカル PPA)  

(7.30.14.3) エネルギーキャリア 

選択: 

☑ 電力 

(7.30.14.4) 低炭素技術の種類 

選択: 

☑ 低炭素エネルギーミックス、具体的にお答えください :Green 

(7.30.14.5) 報告年に選択した調達方法を通じて消費された低炭素エネルギー(MWh) 

5714 

(7.30.14.6) トラッキング(追跡)手法 

選択: 

☑ 契約 

(7.30.14.7) 低炭素エネルギーの供給源(生成)の国/地域またはエネルギー属性 
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選択: 

☑ ドイツ 

(7.30.14.8) 発電施設の運転開始あるいはリパワリングの年を報告できますか。 

選択: 

☑ はい 

(7.30.14.9) 発電施設の運転開始年(たとえば、最初の商業運転またはリパワリングの日付) 

2022 

(7.30.14.10) コメント 

なし 

Row 4 

(7.30.14.1) 国・地域 

選択: 

☑ 中国 

(7.30.14.2) 調達方法 

選択: 

☑ 系統に接続された発電設備との物理的な電力購入契約(フィジカル PPA)  

(7.30.14.3) エネルギーキャリア 

選択: 

☑ 電力 

(7.30.14.4) 低炭素技術の種類 
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選択: 

☑ 低炭素エネルギーミックス、具体的にお答えください :Green 

(7.30.14.5) 報告年に選択した調達方法を通じて消費された低炭素エネルギー(MWh) 

1000 

(7.30.14.6) トラッキング(追跡)手法 

選択: 

☑ 契約 

(7.30.14.7) 低炭素エネルギーの供給源(生成)の国/地域またはエネルギー属性 

選択: 

☑ 中国 

(7.30.14.8) 発電施設の運転開始あるいはリパワリングの年を報告できますか。 

選択: 

☑ はい 

(7.30.14.9) 発電施設の運転開始年(たとえば、最初の商業運転またはリパワリングの日付) 

2022 

(7.30.14.10) コメント 

なし 

Row 5 

(7.30.14.1) 国・地域 
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選択: 

☑ 日本 

(7.30.14.2) 調達方法 

選択: 

☑ 系統に接続された発電設備との物理的な電力購入契約(フィジカル PPA)  

(7.30.14.3) エネルギーキャリア 

選択: 

☑ 電力 

(7.30.14.4) 低炭素技術の種類 

選択: 

☑ 低炭素エネルギーミックス、具体的にお答えください :Green 

(7.30.14.5) 報告年に選択した調達方法を通じて消費された低炭素エネルギー(MWh) 

17179 

(7.30.14.6) トラッキング(追跡)手法 

選択: 

☑ 契約 

(7.30.14.7) 低炭素エネルギーの供給源(生成)の国/地域またはエネルギー属性 

選択: 

☑ 日本 

(7.30.14.8) 発電施設の運転開始あるいはリパワリングの年を報告できますか。 
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選択: 

☑ はい 

(7.30.14.9) 発電施設の運転開始年(たとえば、最初の商業運転またはリパワリングの日付) 

2023 

(7.30.14.10) コメント 

なし 

Row 6 

(7.30.14.1) 国・地域 

選択: 

☑ フランス 

(7.30.14.2) 調達方法 

選択: 

☑ 系統に接続された発電設備との物理的な電力購入契約(フィジカル PPA)  

(7.30.14.3) エネルギーキャリア 

選択: 

☑ 電力 

(7.30.14.4) 低炭素技術の種類 

選択: 

☑ 低炭素エネルギーミックス、具体的にお答えください :Green 

(7.30.14.5) 報告年に選択した調達方法を通じて消費された低炭素エネルギー(MWh) 
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20000 

(7.30.14.6) トラッキング(追跡)手法 

選択: 

☑ 契約 

(7.30.14.7) 低炭素エネルギーの供給源(生成)の国/地域またはエネルギー属性 

選択: 

☑ フランス 

(7.30.14.8) 発電施設の運転開始あるいはリパワリングの年を報告できますか。 

選択: 

☑ はい 

(7.30.14.9) 発電施設の運転開始年(たとえば、最初の商業運転またはリパワリングの日付) 

2024 

(7.30.14.10) コメント 

なし 

[行を追加] 
 

(7.30.16) 報告年における電力/熱/蒸気/冷熱の消費量の国/地域別の内訳を示してください。 

バングラデシュ 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

0 
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(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

0.00 

ブラジル 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 
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0.00 

中国 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

421736 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

369047 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

790783.00 

チェコ 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

14569 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 
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0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

14569.00 

フランス  

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

253648 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

88511 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

342159.00 

ドイツ 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 
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6710 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

6710.00 

香港特別行政区(中国) 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 
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(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

0.00 

ハンガリー 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

103009 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

103009.00 

インド 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

32210 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 
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(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

32210.00 

インドネシア 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

329007 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

20912 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

349919.00 

イタリア 
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(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

66672 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

201967 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

268639.00 

日本 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

994556 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

1025504 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

269714 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 
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0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

2289774.00 

マレーシア 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

216244 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

435355 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

651599.00 

メキシコ 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

275667 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 
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0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

275667.00 

オランダ 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

3203 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

3203.00 
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ポルトガル 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

1512 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

1512.00 

大韓民国 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

1004067 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

691183 
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(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

1695250.00 

サウジアラビア 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

2444 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

2444.00 

スペイン 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

0 
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(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

0.00 

スウェーデン 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 
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0.00 

スイス 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

0.00 

台湾(中国) 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

17418 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 
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0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

17418.00 

タイ 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

242580 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

34892 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

277472.00 

チュニジア 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 
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5640 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

5640.00 

グレート・ブリテンおよび北アイルランド連合王国(英国)  

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

9558 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 
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(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

9558.00 

アメリカ合衆国（米国） 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

296648 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

406567 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

703215.00 

ベトナム 

(7.30.16.1) 購入した電力の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.2) 自家発電した電力の消費量(MWh) 

0 
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(7.30.16.4) 購入した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.5) 自家生成した熱、蒸気、冷熱の消費量(MWh) 

0 

(7.30.16.6) 電気/蒸気/冷熱エネルギー総消費量 (MWh) 

0.00 
[固定行] 
 

(7.31) 貴組織は、化学品生産活動の原料として燃料を消費しますか。 

選択: 

☑ いいえ 

(7.39) 貴組織の化学品製品について詳述してください。 

Row 1 

(7.39.1) 生産製品 

選択: 

☑ その他、具体的にお答えください :カプロラクタム、テレフタル酸およびその他の化学物質 

(7.39.2) 生産量(トン) 

290000 

(7.39.3) 能力(トン) 
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460000 

(7.39.4) 直接排出量原単位(CO2 換算トン/製品重量(トン)) 

0.724 

(7.39.5) 電力原単位(MWh/製品重量(トン)) 

0.63 

(7.39.6) 蒸気の原単位(MWh/製品重量(トン)) 

0.61 

(7.39.7) 回収された蒸気/熱(MWh/製品重量(トン)) 

0 

(7.39.8) コメント 

特になし 

[行を追加] 
 

(7.45) 報告年のスコープ 1 と 2 の全世界総排出量について、単位通貨総売上あたりの CO2 換算トン単位で詳細を説明し、

貴組織の事業に当てはまる追加の原単位指標を記入します。 

Row 1 

(7.45.1) 原単位数値 

2.03 

(7.45.2) 指標分子(スコープ 1 および 2 の組み合わせ全世界総排出量、CO2 換算トン) 
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4636491 

(7.45.3) 指標分母 

選択: 

☑ 売上高合計 

(7.45.4) 指標分母:単位あたりの総量 

2283819 

(7.45.5) 使用したスコープ 2 の値 

選択: 

☑ マーケット基準 

(7.45.6) 前年からの変化率(％) 

11 

(7.45.7) 変化の増減  

選択: 

☑ 減少 

(7.45.8) 変化の理由 

該当するすべてを選択 

☑ 再生可能エネルギー消費の変化 

☑ その他の排出量削減活動 

(7.45.9) 説明してください 

再生可能エネルギーの導入、石炭の削減を含む省エネ活動や生産プロセスの改善等により売り上げ収益あたりの排出原単位を削減できた。 
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[行を追加] 
 

(7.52) 貴組織の事業に関連がある、追加の気候関連指標を記入してください。 

Row 1 

(7.52.1) 詳細  

選択: 

☑ 廃棄物 

(7.52.2) 指標値 

87.3 

(7.52.3) 指標分子  

再資源化物の量と有価物の量の合計 

(7.52.4) 指標分母（原単位のみ）  

総廃棄物の材料の量と有価物の量の合計 

(7.52.5) 前年からの変化率(％) 

0.3 

(7.52.6) 変化の増減 

選択: 

☑ 増加 

(7.52.7) 説明してください 
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東レグループの 2024 年度のリサイクル率は、管理対象会社における汚泥乾燥設備などの減容化装置の安定稼働などを推進したことや、東レグループ各拠点での再

資源化や有価物化が進んだことにより 87.3％となり、前年度比で 0.3 ポイント改善するとともに、目標の 87％以上を達成しました。 

[行を追加] 
 

(7.53) 報告年に有効な排出量目標はありましたか。 

該当するすべてを選択 

☑ 総量目標 

☑ 原単位目標 

(7.53.1) 排出の総量目標とその目標に対する進捗状況の詳細を記入してください。 

Row 1 

(7.53.1.1) 目標参照番号 

選択: 

☑ Abs 1 

(7.53.1.2) これは科学に基づく目標ですか 

選択: 

☑ いいえ、しかし、今後 2 年以内に設定する予定です 

(7.53.1.5) 目標設定日 

01/16/2023 

(7.53.1.6) 目標の対象範囲 

選択: 

☑ 国/地域 
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(7.53.1.7) 目標の対象となる温室効果ガス 

該当するすべてを選択 

☑ 二酸化炭素(CO2) 

(7.53.1.8) スコープ 

該当するすべてを選択 

☑ スコープ 1 

☑ スコープ 2 

(7.53.1.9) スコープ 2 算定方法 

選択: 

☑ マーケット基準 

(7.53.1.11) 基準年の終了日 

03/30/2014 

(7.53.1.12) 目標の対象となる基準年スコープ 1 排出量 (CO2 換算トン) 

1780747 

(7.53.1.13) 目標の対象となる基準年スコープ 2 排出量 (CO2 換算トン) 

671270 

(7.53.1.31) 目標の対象となる基準年のスコープ 3 総排出量 (CO2 換算トン) 

0.000 

(7.53.1.32) すべての選択したスコープの目標の対象となる基準年総排出量 (CO2 換算トン) 
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2452017.000 

(7.53.1.33) スコープ 1 の基準年総排出量のうち、目標の対象となる基準年スコープ 1 排出量の割合 

100 

(7.53.1.34) スコープ 2 の基準年総排出量のうち、目標の対象となる基準年スコープ 2 排出量の割合 

100 

(7.53.1.53) 選択した全スコープの基準年総排出量のうち、目標の対象となる基準年排出量の割合 

100 

(7.53.1.54) 目標の終了日 

03/30/2031 

(7.53.1.55) 基準年からの目標削減率 (%) 

40 

(7.53.1.56) 選択した全スコープの目標で対象とする目標の終了日における総排出量 (CO2 換算トン) 

1471210.200 

(7.53.1.57) 目標の対象となる報告年のスコープ 1 排出量 (CO2 換算トン) 

1353273 

(7.53.1.58) 目標の対象となる報告年のスコープ 2 排出量 (CO2 換算トン) 

410245 

(7.53.1.77) すべての選択したスコープの目標の対象となる報告年の総排出量 (CO2 換算トン) 
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1763518.000 

(7.53.1.78) 目標の対象となる土地関連の排出量 

選択: 

☑ いいえ、土地関連の排出量を対象としていません (例: 非 FLAG SBT) 

(7.53.1.79) 基準年に対して達成された目標の割合 

70.20 

(7.53.1.80) 報告年の目標の状況 

選択: 

☑ 進行中 

(7.53.1.82) 目標対象範囲を説明し、除外事項を教えてください 

レポーティングガイダンスに従い、基準年、目標年の回答は、会計年度（4 月～3 月）の終了月が属する年を報告しております。基準年 2014 年、目標年 2031 年と

なりま す。 SCOPE1+SCOPE2 の絶対量削減目標の対象は東レ（株）及び日本国内の関係会社の工 場に限定され、海外関係会社工場は除外されています。海外関

係会社工場も個別に絶対 量削減目標を近い将来定める予定です。 

(7.53.1.83) 目標の目的 

基準年対比 40%以上削減 

(7.53.1.84) 目標を達成するための計画、および報告年の終わりに達成された進捗状況 

東レ（株）及び日本国内の関係会社の SCOPE1、SCOPE2 排出量の合計は、2024 年度 実績 176 万トンとなり、基準年である 2013 年度排出量比 69 万トンの削減

となり、 2030 年度目標に対する進捗率は 70%となった。石炭からバイオマス混焼・LNG 化などへの燃料転換、ガスコージェネレーション設備の導入、再生可能

エネルギーの導入拡大 を図り、目標を達成する計画である。 

(7.53.1.85) セクター別脱炭素化アプローチを用いて設定された目標 
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選択: 

☑ いいえ 

[行を追加] 
 

(7.53.2) 貴組織の排出原単位目標とその目標に対する進捗状況の詳細を記入してください。 

Row 1 

(7.53.2.1) 目標参照番号 

選択: 

☑ Int 1 

(7.53.2.2) これは科学に基づく目標ですか  

選択: 

☑ いいえ、しかし、今後 2 年以内に設定する予定です 

(7.53.2.5) 目標設定日 

01/16/2023 

(7.53.2.6) 目標の対象範囲  

選択: 

☑ 組織全体 

(7.53.2.7) 目標の対象となる温室効果ガス  

該当するすべてを選択 

☑ 二酸化炭素(CO2)  
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(7.53.2.8) スコープ 

該当するすべてを選択 

☑ スコープ 1 

☑ スコープ 2 

(7.53.2.9) スコープ 2 算定方法 

選択: 

☑ マーケット基準 

(7.53.2.11) 原単位指標 

選択: 

☑ CO2 換算トン/売上 

(7.53.2.12) 基準年の終了日  

03/30/2014 

(7.53.2.13) スコープ 1 基準年の原単位数値 

2.01 

(7.53.2.14) スコープ 2 基準年の原単位数値 

1.55 

(7.53.2.33) 選択した全スコープの目標年の原単位数値 

3.5600000000 

(7.53.2.34) このスコープ 1 原単位数値で対象となるスコープ 1 の基準年総排出量の割合 
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100 

(7.53.2.35) このスコープ 2 原単位数値で対象となるスコープ 2 の基準年総排出量の割合 

100 

(7.53.2.54) この原単位数値で対象となる選択した全スコープの基準年総排出量の割合 

100 

(7.53.2.55) 目標の終了日 

03/30/2031 

(7.53.2.56) 基準年からの目標削減率 (%) 

50 

(7.53.2.57) 選択した全スコープの目標の終了日における原単位数値 

1.7800000000 

(7.53.2.58) スコープ 1+2 総量排出量で見込まれる変化率 

-15 

(7.53.2.60) スコープ 1 の報告年の原単位数値 

0.99 

(7.53.2.61) スコープ 2 の報告年の原単位数値 

1.04 

(7.53.2.80) 報告年の選択した全スコープの原単位数値 
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2.0300000000 

(7.53.2.81) 目標の対象となる土地関連排出量  

選択: 

☑ いいえ、土地関連の排出量を対象としていません (例: 非 FLAG SBT) 

(7.53.2.82) 基準年に対して達成された目標の割合 

85.96 

(7.53.2.83) 報告年の目標の状況  

選択: 

☑ 進行中 

(7.53.2.85) 目標対象範囲を説明し、除外事項を教えてください 

東レ G 全体が対象となる目標 

(7.53.2.86) 目標の目的 

2013 年度比 2030 年度 50%削減 

(7.53.2.87) 目標を達成するための計画、および報告年の終わりに達成された進捗状況 

2030 年に 2013 年度対 GHG 排出売上収益原単位を 50%削減する全社横断のチャレンジ 50+プロジェクト。エンジニアリング部門長を推進リーダーとして、各事業

本部ごとに削減目標を割り当て、四半期ごとに進捗を管理するとともに、社内の省エネの取り組み事例（例：排熱回収の増加）を共有・横展開し、排出量の削減に

つなげた。2024 年度で 2013 年度対比 43%削減と順調に推移している。 

(7.53.2.88) セクター別脱炭素化アプローチを用いて設定された目標 

選択: 

☑ いいえ 
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Row 2 

(7.53.2.1) 目標参照番号 

選択: 

☑ Int 2 

(7.53.2.2) これは科学に基づく目標ですか  

選択: 

☑ いいえ、しかし、今後 2 年以内に設定する予定です 

(7.53.2.5) 目標設定日 

07/30/2018 

(7.53.2.6) 目標の対象範囲  

選択: 

☑ 組織全体 

(7.53.2.7) 目標の対象となる温室効果ガス  

該当するすべてを選択 

☑ 二酸化炭素(CO2)  

(7.53.2.8) スコープ 

該当するすべてを選択 

☑ スコープ 1 

☑ スコープ 2 

(7.53.2.9) スコープ 2 算定方法 
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選択: 

☑ マーケット基準 

(7.53.2.11) 原単位指標 

選択: 

☑ CO2 換算トン/売上 

(7.53.2.12) 基準年の終了日  

03/30/2014 

(7.53.2.13) スコープ 1 基準年の原単位数値 

2.01 

(7.53.2.14) スコープ 2 基準年の原単位数値 

1.55 

(7.53.2.33) 選択した全スコープの目標年の原単位数値 

3.5600000000 

(7.53.2.34) このスコープ 1 原単位数値で対象となるスコープ 1 の基準年総排出量の割合 

100 

(7.53.2.35) このスコープ 2 原単位数値で対象となるスコープ 2 の基準年総排出量の割合 

100 

(7.53.2.54) この原単位数値で対象となる選択した全スコープの基準年総排出量の割合 

100 
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(7.53.2.55) 目標の終了日 

03/30/2051 

(7.53.2.56) 基準年からの目標削減率 (%) 

100 

(7.53.2.57) 選択した全スコープの目標の終了日における原単位数値 

0.0000000000 

(7.53.2.58) スコープ 1+2 総量排出量で見込まれる変化率 

-100 

(7.53.2.60) スコープ 1 の報告年の原単位数値 

0.99 

(7.53.2.61) スコープ 2 の報告年の原単位数値 

1.04 

(7.53.2.80) 報告年の選択した全スコープの原単位数値 

2.0300000000 

(7.53.2.81) 目標の対象となる土地関連排出量  

選択: 

☑ いいえ、土地関連の排出量を対象としていません (例: 非 FLAG SBT) 

(7.53.2.82) 基準年に対して達成された目標の割合 
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42.98 

(7.53.2.83) 報告年の目標の状況  

選択: 

☑ 進行中 

(7.53.2.85) 目標対象範囲を説明し、除外事項を教えてください 

東レ G 全体が対象となる目標 

(7.53.2.86) 目標の目的 

2050 年に東レグループのカーボンニュートラルを実現 

(7.53.2.87) 目標を達成するための計画、および報告年の終わりに達成された進捗状況 

東レグループのカーボンニュートラルへの取り組みは、事業拡大とカーボンニュートラル実現の両立を目指すものです。生産活動に伴う GHG 排出量として、

Scope1、2 排出量からカーボンネガティブに貢献する事業による CO2 吸収量を差し引いた「実質排出量」を対象とし、GHG 排出量の売上収益原単位の低減を通

じて Scope1、2 排出量を徹底的に削減します。削減しきれない排出は、CO2 資源化などを通じて CO2 を利活用することにより、2050 年の「実質排出量」ゼロを

目指します。合わせて、Scope3 排出量の削減につながる資源循環への取り組み、生物多様性・自然資本の保全との両立も推進しています。2024 年度で 2013 年度

対比 43%削減と順調に推移しています。 

(7.53.2.88) セクター別脱炭素化アプローチを用いて設定された目標 

選択: 

☑ いいえ 

[行を追加] 
 

(7.54) 報告年に有効なその他の気候関連目標がありましたか。 

該当するすべてを選択 

☑ ネットゼロ目標 
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(7.54.3) ネットゼロ目標の詳細を記入してください。 

Row 1 

(7.54.3.1) 目標参照番号  

選択: 

☑ NZ1 

(7.54.3.2) 目標設定日 

07/31/2018 

(7.54.3.3) 目標の対象範囲 

選択: 

☑ 組織全体 

(7.54.3.4) このネットゼロ目標に関連する目標 

該当するすべてを選択 

☑ Abs1 

(7.54.3.5) ネットゼロを達成する目標最終日 

12/31/2050 

(7.54.3.6) これは科学に基づく目標ですか 

選択: 

☑ いいえ、しかし別の科学に基づく目標を報告しています  

(7.54.3.8) スコープ 
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該当するすべてを選択 

☑ スコープ 1 

☑ スコープ 2 

(7.54.3.9) 目標の対象となる温室効果ガス 

該当するすべてを選択 

☑ メタン(CH4) ☑ ハイドロフルオロカーボン (HFC) 

☑ 二酸化炭素(CO2)  

☑ 亜酸化窒素(N2O)  

☑ 六フッ化硫黄(SF6)  

☑ ペルフルオロカーボン (PFC)  

(7.54.3.10) 目標対象範囲を説明し、除外事項を教えてください 

CO2, CH4, N2O, HFCs, PFCs, SF6 の 6 ガスににつき、各ガスの換算係数から CO2 相当の排出量を算定。NF3 は排出ゼロ。 

(7.54.3.11) 目標の目的 

東レグループは、1926 年の創業以来、「企業は社会の公器であり、その事業を通じて社会に貢献する」との経営思想のもと、現在の企業理念である「わたしたち

は新しい価値の創造を通じて社会に貢献します」へと志を受け継いできました。この企業理念のもと、東レグループは、長年にわたり、地球規模の環境問題などさ

まざまな社会的課題へのソリューションを提供する革新技術・先端材料の創出に取り組み、持続可能な社会の発展に向けて貢献してきました。こうした考え方のも

と、東レグループは 2018 年に「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」を策定しました。その中で 2050 年に向け、「地球規模での温室効果ガスの排出と吸

収のバランスが達成された世界（GHG 排出実質ゼロの世界）」すなわち“カーボンニュートラル”の世界、を目指すと宣言しました。 東レグループは、再生可能エ

ネルギー、水素、電動化関連の素材など従来から取り組んでいるサステナビリティイノベーション（SI）事業※1 の拡大と、CO2 分離膜などの GHG の吸収に貢献

する新たな SI 製品の開発を進め、社会全体の GHG 排出量の削減と 2050 年カーボンニュートラルの実現に貢献します。また、SI 事業の拡大を通じて還元される持

続可能なエネルギー・原料と、革新プロセスおよび CO2 を利活用する CO2 資源化技術などの開発・導入により、東レグループの GHG 排出量（Scope1＋2）を削

減し、2050 年の東レグループのカーボンニュートラルを目指します。さらに、サプライチェーン全体の GHG 排出量削減にむけ、原料のバイオ化やリサイクルの推

進などにより Scope3 の削減も進めていきます。※1 サステナビリティイノベーション（SI）事業：「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」の実現に貢献す

る事業・製品群。 これらの取り組みを推進するため、2021 年 4 月に、気候変動対策推進の統括機関として社長を委員長とするサステナビリティ委員会とその下部

組織である気候変動対策部会を新たに設置し、2022 年 4 月には資源循環推進部会を加え、気候変動対策を加速させてきました。 2022 年度は、気候変動対策部会に

おいて、東レグループの GHG 排出量（Scope1＋2）の 2030 年度削減目標の見直し、サプライチェーン全体の GHG 排出量（Scope3）の実態把握および削減に向

けた基本方針、製品カーボンフットプリントの算出・可視化に向けたデジタル化推進計画、社内カーボンプライシングの 2023 年度設定価格（10,000 円／トン-
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CO2）とその活用方法などを議論した上で、サステナビリティ委員会で審議し方針を決定しました。さらに、東レグループはカーボンニュートラル実現に向けて、

事業を通じた社会の GHG 排出量削減への貢献（サステナビリティイノベーション事業拡大各プロジェクト（以下、SI 事業拡大各 PJ））と自社の活動における

GHG 排出量削減（気候変動対策各プロジェクト（以下、気候変動対策各 PJ））の両輪で推進します。SI 事業拡大各 PJ では、各事業本部での取り組みを基本とし

つつ、モビリティ、資源循環、水素などの事業横断領域については個別に部会を設置し、連携して SI 事業の拡大に取り組んでいます。気候変動対策各 PJ では、

2030 年の Scope1 および Scope2 の GHG 排出量削減目標の実現に向けた取り組みをチャレンジ 50＋プロジェクトとして全社的に推進しています。また、同 PJ の

GHG 削減部会（気候変動対策部会から名称変更）においては、さらなる GHG 排出量削減に向けた全体戦略や、Scope3 排出量の削減、社外発信、カーボンプライ

シングなどの議論を進めています。 取締役会は、それらの進捗状況について定期的に報告を受け、気候変動への対応を適切にモニタリングするとともに、経営判断

に際して、気候変動に関する機会とリスクを重要な要素の一つとして考慮し、監督と総合的な意思決定を行っています。なお、2050 年のカーボンニュートラルの

実現には、これまでと異なる発想に基づく変革や非連続的な技術革新が必須であり、企業だけではなく、業界、国や社会全体で一丸となって取り組んでいく必要が

あると考えています。東レグループは、参画している経済団体や業界団体、国などと議論や対話を行い、2050 年のカーボンニュートラルおよびパリ協定の目標の

実現に向けて連携して取り組んでいます。 対話においては、政府から公開される情報の収集や、所管する省庁へのヒアリング、意見交換、提言を通じて、その理解

と確認および社内施策への反映を行っています。 また、東レグループの事業に関連する業界団体に参画し、カーボンニュートラルの推進に必要な取り組みについ

て、業界団体として意思統一した後、政府へ提言を行っています。 さらに、カーボンニュートラルに向けた産官協働の取り組みとして設置された”GX リーグ”へ参

画し、GHG 排出削減目標の設定や削減実績のフォローアップなどカーボンニュートラルに向けた活動に関連する情報の公開を進めています。 

(7.54.3.12) 目標終了時に恒久的炭素除去によって残余排出量をニュートラル化するつもりがありますか。 

選択: 

☑ はい 

(7.54.3.13) 貴組織のバリューチェーンを越えて排出量を軽減する計画がありますか 

選択: 

☑ はい、報告年にすでにこれに取り組みました 

(7.54.3.14) ニュートラル化やバリューチェーンを越えた軽減のために炭素クレジットの購入やキャンセルをする意図があ

りますか 

該当するすべてを選択 

☑ はい、バリューチェーンを越えた軽減のために現在、炭素クレジットの購入・キャンセルを行っています。 

(7.54.3.15) 目標終了時のニュートラル化のための中間目標や短期投資の計画 

2030 年の Scope1+Scope2 の GHG 排出量削減目標の実現に向けた取り組みをチャレンジ 50＋プロジェクトとして全社的に推進しています。 具体的には、東レグ
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ループ全体の GHG 排出量の売上収益減単位を 2030 年度までに 2013 年度比で 50%以上の削減、東レグループのうち日本国内 GHG 排出量を 2030 年度までに 2013

年度比で 40%以上の削減、を目標として掲げています。石炭ボイラーの買電化、燃料転換、バイオマス燃焼の使用拡大、再エネ電力使用拡大などを施策として、削

減に取り組んでいます。 

(7.54.3.16) 貴組織のバリューチェーンを越えて排出量を軽減するための行動について説明してください 

気候変動対策を加速させる製品、持続可能な循環型の資源利用と生産に貢献する製品、安全な水・空気を届け、環境負荷低減に貢献する製品などで構成されるサス

テナビリティイノベーション事業（SI 事業）の供給拡大を通じて、バリューチェーンへの CO2 削減貢献量拡大を進めています。 

(7.54.3.17) 報告年の目標の状況 

選択: 

☑ 進行中 

(7.54.3.19) 目標のレビュープロセス 

経時的に GHG 排出量を測定し、しかるべきルートで報告することで、目標をレビューしています。 

[行を追加] 
 

(7.55) 報告年内に有効であった排出量削減イニシアチブがありましたか。これには、計画段階及び実行段階のものを含み

ます。 

選択: 

☑ はい 

(7.55.1) 各段階のイニシアチブの総数を示し、実施段階のイニシアチブについては推定排出削減量 (CO2 換算) もお答えく

ださい。 



277 

 

イニシアチブの数  年間推定 CO2 削減量（メートルトン CO2e） 

調査中 209 数値入力  

実施予定 126 43518 

実施開始 0 0 

実施中 24 1536 

実施できず 5 数値入力  

[固定行] 

(7.55.2) 報告年に実施されたイニシアチブの詳細を以下の表に記入してください。 

Row 1 

(7.55.2.1) イニシアチブのカテゴリとイニシアチブの種類 

生産プロセスにおけるエネルギー効率 

☑ 圧縮空気 
 

(7.55.2.2) 推定年間 CO2e 排出削減量(CO2 換算トン) 

583 

(7.55.2.3) 排出量低減が起こっているスコープまたはスコープ 3 カテゴリ 

該当するすべてを選択 
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☑ スコープ 2(マーケット基準) 

(7.55.2.4) 自発的/義務的 

選択: 

☑ 自主的 

(7.55.2.5) 年間経費節減額 (通貨単位は 1.2 での指定に従う) 

27000000 

(7.55.2.6) 必要投資額 (通貨単位は 1.2 での指定に従う) 

75000000 

(7.55.2.7) 投資回収期間 

選択: 

☑ 1～3 年 

(7.55.2.8) 取り組みの推定活動期間 

選択: 

☑ 1～2 年 

(7.55.2.9) コメント  

特になし 

Row 2 

(7.55.2.1) イニシアチブのカテゴリとイニシアチブの種類 

生産プロセスにおけるエネルギー効率 
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☑ 機械/設備の置き換え 
 

(7.55.2.2) 推定年間 CO2e 排出削減量(CO2 換算トン) 

427 

(7.55.2.3) 排出量低減が起こっているスコープまたはスコープ 3 カテゴリ 

該当するすべてを選択 

☑ スコープ 1 

(7.55.2.4) 自発的/義務的 

選択: 

☑ 自主的 

(7.55.2.5) 年間経費節減額 (通貨単位は 1.2 での指定に従う) 

8700000 

(7.55.2.6) 必要投資額 (通貨単位は 1.2 での指定に従う) 

4200000 

(7.55.2.7) 投資回収期間 

選択: 

☑ 1 年未満 

(7.55.2.8) 取り組みの推定活動期間 

選択: 

☑ 1～2 年 
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(7.55.2.9) コメント  

特になし 

Row 3 

(7.55.2.1) イニシアチブのカテゴリとイニシアチブの種類 

生産プロセスにおけるエネルギー効率 

☑ プロセス最適化 
 

(7.55.2.2) 推定年間 CO2e 排出削減量(CO2 換算トン) 

47 

(7.55.2.3) 排出量低減が起こっているスコープまたはスコープ 3 カテゴリ 

該当するすべてを選択 

☑ スコープ 1 

(7.55.2.4) 自発的/義務的 

選択: 

☑ 自主的 

(7.55.2.5) 年間経費節減額 (通貨単位は 1.2 での指定に従う) 

3800000 

(7.55.2.6) 必要投資額 (通貨単位は 1.2 での指定に従う) 

2900000 
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(7.55.2.7) 投資回収期間 

選択: 

☑ 1 年未満 

(7.55.2.8) 取り組みの推定活動期間 

選択: 

☑ 1～2 年 

(7.55.2.9) コメント  

特になし 

Row 4 

(7.55.2.1) イニシアチブのカテゴリとイニシアチブの種類 

生産プロセスにおけるエネルギー効率 

☑ モーターおよび駆動装置 
 

(7.55.2.2) 推定年間 CO2e 排出削減量(CO2 換算トン) 

431 

(7.55.2.3) 排出量低減が起こっているスコープまたはスコープ 3 カテゴリ 

該当するすべてを選択 

☑ スコープ 2(マーケット基準) 

(7.55.2.4) 自発的/義務的 

選択: 
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☑ 自主的 

(7.55.2.5) 年間経費節減額 (通貨単位は 1.2 での指定に従う) 

20166000 

(7.55.2.6) 必要投資額 (通貨単位は 1.2 での指定に従う) 

24200000 

(7.55.2.7) 投資回収期間 

選択: 

☑ 1～3 年 

(7.55.2.8) 取り組みの推定活動期間 

選択: 

☑ 1～2 年 

(7.55.2.9) コメント  

特になし 

Row 5 

(7.55.2.1) イニシアチブのカテゴリとイニシアチブの種類 

建物のエネルギー効率 

☑ 断熱 
 

(7.55.2.2) 推定年間 CO2e 排出削減量(CO2 換算トン) 
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48 

(7.55.2.3) 排出量低減が起こっているスコープまたはスコープ 3 カテゴリ 

該当するすべてを選択 

☑ スコープ 1 

(7.55.2.4) 自発的/義務的 

選択: 

☑ 自主的 

(7.55.2.5) 年間経費節減額 (通貨単位は 1.2 での指定に従う) 

5200000 

(7.55.2.6) 必要投資額 (通貨単位は 1.2 での指定に従う) 

3200000 

(7.55.2.7) 投資回収期間 

選択: 

☑ 1 年未満 

(7.55.2.8) 取り組みの推定活動期間 

選択: 

☑ 1～2 年 

(7.55.2.9) コメント  

特になし 

[行を追加] 
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(7.55.3) 排出削減活動への投資を促進するために貴組織はどのような方法を使っていますか。 

Row 1 

(7.55.3.1)  手法  

選択: 

☑ 省エネの専用予算 

(7.55.3.2) コメント  

特になし 

[行を追加] 
 

(7.73) 貴組織では、自社製品またはサービスに関する製品レベルのデータを提供していますか。 

選択: 

☑ いいえ、データは提供しない 

(7.74) 貴組織の製品やサービスを低炭素製品に分類していますか。 

選択: 

☑ はい 

(7.74.1) 低炭素製品に分類している貴組織の製品やサービスを具体的にお答えください。 

Row 1 

(7.74.1.1) 集合のレベル 

選択: 
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☑ 製品群またはサービス群 

(7.74.1.2) 製品またはサービスを低炭素に分類するために使用されタクソノミー 

選択: 

☑ その他、具体的にお答えください :東レグループでは、「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」で目指す世界に貢献する事業、つまり、気候変動対

策を加速、持続可能な循環型の資源利用と生産、安全な水・空気を届け環境負荷を低減、医療の充実と公衆衛生の普及促進、の 4 領域に貢献する製品・技

術の総称をサステナビリティイノベーション（SI）事業と定義している。 

(7.74.1.3) 製品またはサービスの種類 

その他 

☑ その他、具体的にお答えください :原材料から、製造、使用、廃棄にわたる製品のライフサイクル全体において、地球環境問題や資源・エネルギー問題の

解決に直接的又は間接的に貢献する製品である。 
 

(7.74.1.4) 製品またはサービスの内容 

東レグループの SI 事業は、「東レグループ サステナビリティ・ビジョン」で目指す４つの世界を実現すべく、４つの領域に分けて推進している。４つの領域と

は、気候変動対策を加速（カーボンニュートラル、CN）、持続可能な循環型の資源利用と生産（サーキュラーエコノミー、CE）、安全な水・空気を届け環境負荷

低減に貢献（ネイチャーポジティブ、NP）、医療の充実と公衆衛生の普及促進（ライフイノベーション、LI）である。CN 領域では、モビリティの軽量化や電力負

荷低減に貢献する製品を中心とした「省エネルギー」、再生可能エネルギーやモビリティ電動化・水素関連製品を中心とした「新エネルギー」、「CO2 の吸収・資

源化に寄与する製品」と定義している。この領域では、主に軽量化や遮熱・断熱材料による省エネ、電動化、水素関連材料に取り組んでいる。CE 領域では、「リ

サイクル」「バイオマス」「有価物分離回収」と定義している。この領域では、主に PET やナイロンといった当社製品の基幹ポリマーのリサイクル、バイオマス

由来原料化を推進している。NP 領域では「水処理」「空気浄化」「環境負荷低減」を対象とし、主に水処理膜や汚染物質削減・代替技術に取り組んでいる。LI 領
域では「医療の質の向上」「健康・長寿」「人の安全」を対象と定義し、医薬医療・衛材・安全・健康に関する事業拡大に取り組んでいる。 

(7.74.1.5) この低炭素製品またはサービスの削減貢献量を推定しましたか 

選択: 

☑ はい 

(7.74.1.6) 削減貢献量を計算するために使用された方法 
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選択: 

☑ その他、具体的にお答えください :バリューチェーンへの CO2 削減貢献量については、製品のバリューチェーンを通じた CO2 排出量削減効果を、日本化

学工業協会、ICCA（国際 化学工業協会協議会）及び WBCSD（持続可能な開発のための経済人会議）の化学セクターのガイドラインに従い、東レが独自に

算出。 

(7.74.1.7) 低炭素製品またはサービスの対象となるライフサイクルの段階 

選択: 

☑ 原材料取得から製品廃棄まで 

(7.74.1.8) 使用された機能単位 

代表例を以下に挙げます。 1）自動車用材料では自動車１台。 2）航空機用材料では航空機１台。 3）保温用肌着では 8 枚（一世帯 4 人家族、一人 2 枚所有とした

前提）。 4）海水淡水化プラント材料では RO 膜エレメント 1 本あたりの生涯造水量。 5）風力発電用材料では風力発電１基の生涯発電量。 

(7.74.1.9) 使用された基準となる製品/サービスまたはベースラインシナリオ 

代表例を以下に挙げます。 1）自動車用途では、燃費向上による CO2 排出量削減に直結する軽量化を目的として、東レグループの炭素繊維強化プラスチック

（CFRP）が使用されています。炭素繊維協会（JCFA）によると、一般的なセダンタイプの 17%に CFRP を使用した場合、従来のスチール製ボディに比べて、約

30%軽量化できるとされています。ライフサイクルを 10 年と仮定すると、自動車 1 台あたり 5 トンの CO2 削減に繋がり、現在走行中の高級車の殆ど（3700 万

台）に CFRP を適用した場合、約 1900 万トンの CO2 排出量を削減することができます。 2）保温用肌着として特殊加工繊維で製造された「ヒートテック®」は、

綿製品に比べ、約 1 度の保温効果があることが確認され、住宅やビルの暖房エネルギー削減に貢献します。着用により暖房温度を 1 度下げることを前提にライフサ

イクルで試算すると、その効果は CO2 削減貢献量として約 130 万トン、杉の木 9000 万本分に相当します。節電効果は 73 万 kW で、原子力発電所 1.6 基分に相当

します。※「ヒートテック®」は、株式会社ファーストリテイリングの登録商標です。 

(7.74.1.10) 基準製品/サービスまたはベースラインシナリオの対象となるライフサイクルの段階 

選択: 

☑ 原材料取得から製品廃棄まで 

(7.74.1.11) 基準製品/サービスまたはベースラインシナリオに対する推定削減貢献量 (機能単位あたりの CO2 換算トン) 

432760000 
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(7.74.1.12) 仮定した内容を含め、貴組織の削減貢献量の計算について、説明してください 

代表例を以下に挙げます。 1）自動車用材料 自動車用材料である東レグループの炭素繊維強化プラスチック（CFRP）による CO2 排出削減貢献量は次のように計

算した。 a）前提条件 ・製品：評価対象製品を車体の 17%に CFRP を適用した自動車（CFRP 自動車）、比較製品を車体に CFRP を適用していない自動車（従来

自動車）とした。 ・自動車のタイプ：ガソリンのみを燃料とする乗用車を対象とした。 ・重量：CFRP 自動車 970kg、従来自動車 1380kg。CFRP 自動車は従来自

動車よりも 30%軽量化とした。 ・燃費：CFRP 自動車 12.4km/L、従来自動車 9.83km/L(※1）。 ・生涯走行距離：10 年間で 94,000km 走行(※2)。 b）CO2 排出量

と削減貢献量 ・機能単位：自動車 1 台。 ・システム境界：原料の製造から部品製造・自動車組立、使用（走行）、自動車の廃棄段階。 ・各ライフステージでの

CO2 排出量を算定し合計することで自動車 1 台あたりのライフサイクル CO2 排出量を求め、CFRP 自動車と従来自動車との排出量の差を CFRP 自動車 1 台あたり

の排出削減貢献量とした。CFRP 自動車 1 台あたりの削減貢献量を CFRP 自動車 1 台あたりの CFRP 使用量で除算して自動車用 CFRP1 トンあたりの削減貢献量を

求め、これに東レグループの自動車向け CFRP 販売量を乗算することで自動車用材料による排出削減貢献量を算定した。 2）航空機用材料 航空機用材料である東レ

グループの炭素繊維強化プラスチック（CFRP）による CO2 排出削減貢献量は次のように計算した。 a）前提条件 ・製品：評価対象製品を機体構造の 50%に

CFRP を適用した機体（CFRP 航空機）、比較製品を機体構造の 3%に CFRP を適用した機体（従来航空機）とした。 ・機体重量：CFRP 航空機 48 トン/機、従来

航空機 60 トン/機（※3）。 ・燃費：CFRP 航空機 110km/kL、従来航空機 103km/kL。 ・生涯飛行距離：1,000 万マイル。（羽田空港～千歳空港（片道 500 マイ

ル）を年間 2,000 便飛行、航空機寿命 10 年（※4）と設定） b）CO2 排出量と削減貢献量 ・機能単位：航空機 1 機。 ・システム境界：原料の製造から部品製造・

自動車組立、使用（飛行）。廃棄は実績がないので除外している。 ・各ライフステージでの CO2 排出量を算定し、合計することで航空機 1 台あたりのライフサイ

クル CO2 排出量を求め、CFRP 航空機と従来航空機との排出量の差を CFRP 航空機 1 機あたりの排出削減貢献量とした。CFRP 航空機 1 機あたりの削減貢献量を

CFRP 航空機 1 機あたりの CFRP 使用量で除算して航空機用 CFRP1 トンあたりの削減貢献量を求め、これに東レグループの航空機向け CFRP 販売量を乗算するこ

とで航空機用材料による排出削減貢献量を算定した。 3）海水淡水化プラント材料 海水淡水化プラント材料である東レグループの RO 膜エレメントによる CO2 排

出削減貢献量は次のように計算した。 a）前提条件 ・製品：評価対象製品を RO 膜法による海水淡水化技術、比較製品を蒸発法による海水淡水化技術とした。 b）
CO2 排出量と削減貢献量 ・機能単位：RO 膜エレメントの生涯造水量。 ・システム境界：原料の製造から海水淡水化プラントの材料製造、プラント建設、使用

（淡水化プロセス）、廃棄。 ・各ライフステージでの CO2 排出量を算定し、合計することで RO 膜エレメント 1 本あたりのライフサイクル CO2 排出量を求め、

蒸発法により同量の海水を淡水化する場合の排出量との差を RO 膜エレメント１本あたりの排出削減貢献量とした。東レグループの海水淡水化向け RO 膜エレメン

トの販売数に RO 膜エレメント１本あたりの削減貢献量を乗算することで海水淡水化プラント材料による排出削減貢献量を算定した。 なお、いずれの事例でも

CO2 排出削減貢献量は東レグループだけに帰属しておらず、貢献に寄与する製品の資源・原材料から製造、使用、廃棄に至るまでのバリューチェーン全体に帰属

している。 ※1）自動車工業会の資料をもとに設定。 ※2）国土交通省の資料をもとに設定。 ※3）従来航空機（CFRP 使用割合 3％）はボーイング 767 をモデル

機とし、CFRP 航空機（CFRP 使用割合 50％）はボーイング 767 において、ボーイング 787（CFRP 使用割合 50％）と同じ素材構成のモデル機体構造とした。 
※4）減価償却資産の耐用年数等に関する省令 別表第一飛行機 最大離陸重量が 130ｔを超えるもの（財務省）をもとに設定。 

(7.74.1.13) 報告年の売上合計のうちの、低炭素製品またはサービスから生じた売上の割合 

53.4 
[行を追加] 
 

(7.79) 貴組織では、報告年内にプロジェクトベースの炭素クレジットを償却しましたか。 
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選択: 

☑ いいえ 
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C9. 環境パフォーマンス - ウォーター 
(9.1) 水関連データの中で開示対象から除外されるものはありますか。 

選択: 

☑ いいえ 

(9.2) 貴組織の事業活動全体で、次の水に関する側面のどの程度の割合を定期的に測定・モニタリングしていますか。 

取水量 – 総量 

(9.2.1) 拠点/施設/事業活動に占める割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(9.2.2) 測定頻度 

選択: 

☑ 毎日 

(9.2.3) 測定方法 

流量計により計測 

(9.2.4) 説明してください  

東レグループは全ての生産工場で取水量を把握し ています。 取水量は流量計等で日次管理しており、年間の使 用量は毎年本社へ報告する仕組みがあります。 

取水量 – 水源別の量  
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(9.2.1) 拠点/施設/事業活動に占める割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(9.2.2) 測定頻度 

選択: 

☑ 毎日 

(9.2.3) 測定方法 

流量計により計測 

(9.2.4) 説明してください  

東レグループは全ての生産工場で取水量を把握し ています。 取水は水源別のデータを把握しており、それぞれの使用量については流量計により管理しています。

水源別の年間使用量についても、毎年本社へ報告する仕組みがあります。 

取水の水質 

(9.2.1) 拠点/施設/事業活動に占める割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(9.2.2) 測定頻度 

選択: 

☑ 毎日 

(9.2.3) 測定方法 
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自社、第 3 者機関による PH などの水質計測 

(9.2.4) 説明してください  

東レグループの水のほとんどは第三者から供給さ れており、水質の問題が発生した場合、もしくは 問題が予想される場合、第三者からの報告が入る ことになって

います。過去に自然の影響で水質が 悪化した際は、第三者からの連絡を受けて工場への供給が停止されたこともあります。 東レの工場へ供給される水は、第三者

によりｐH や濁度等が日次管理されているほか、東レでも定 期的に水質を確認しています。第三者を経由しない地下水などは pH や濁度などのパラメータを東レ自

社の pH・濁度計で取水時に必ず監視してお り、想定外のトラブルにも迅速に対応できる仕組 みがあります。 

排水量 – 総量 

(9.2.1) 拠点/施設/事業活動に占める割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(9.2.2) 測定頻度 

選択: 

☑ 毎日 

(9.2.3) 測定方法 

流量計による計測 

(9.2.4) 説明してください  

東レグループは全ての生産工場で排水量を把握しています。 排水量は流量計等で日次管理しており、年間の排 出量は毎年本社へ報告する仕組みがあります。 

排水量 – 放流先別排水量 

(9.2.1) 拠点/施設/事業活動に占める割合 (%) 

選択: 
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☑ 100% 

(9.2.2) 測定頻度 

選択: 

☑ 毎日 

(9.2.3) 測定方法 

流量計による計測 

(9.2.4) 説明してください  

東レグループは全ての生産工場で排水量を把握し ています。 排水は放流先ごとのデータを把握しており、それぞれ流量計等で数値管理をしています。排出先別の

年間の排出量は毎年本社へ報告する仕組みがあります。 

排水量 – 処理方法別排水量 

(9.2.1) 拠点/施設/事業活動に占める割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(9.2.2) 測定頻度 

選択: 

☑ 毎日 

(9.2.3) 測定方法 

流量計による計測 

(9.2.4) 説明してください  
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東レグループでは、冷却水などの綺麗な排水と、工程排水などの要処理排水を分類し、処理方法に応じた流量を把握しています。 工程排水は、最終的に無害化され

るため、冷却水 排水などを混合して総合排水として排出されます。処理方法別の年間排出量は毎年本社へ報告する仕組みがあります。 

排水水質 – 標準廃水パラメータ別 

(9.2.1) 拠点/施設/事業活動に占める割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(9.2.2) 測定頻度 

選択: 

☑ 毎日 

(9.2.3) 測定方法 

TOC,PH などを計測 

(9.2.4) 説明してください  

東レグループでは、法令や条例に基づき、必要なパラメータについて必要な頻度で排水の水質監視 を行っています。一般的には、TOC（全有機炭素）や pH などの

パラメータを自社の TOC 計や pH 計でリアルタイムに監視しています。BOD などのパラメータは、各工場にて外部機関を通じて 定期的に分析を行っています。 

各工場は、重大な問題が発生した場合、本社に報告する仕組みがあるため、工場では排水質を継続 的に監視して日次的な情報を把握し、重大な問題が発生した場合

は素早く異常対応が取れるように なっています。 

排水の質 - 水への排出(硝酸塩、リン酸塩、殺虫剤、その他の優先有害物質)  

(9.2.1) 拠点/施設/事業活動に占める割合 (%) 

選択: 

☑ 関連性がない 
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(9.2.4) 説明してください  

各国規制の有害物質については対応しているものの、ここに記載の物質自体を対象とはしていない 

排水水質 – 温度 

(9.2.1) 拠点/施設/事業活動に占める割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(9.2.2) 測定頻度 

選択: 

☑ 毎日 

(9.2.3) 測定方法 

温度計による計測 

(9.2.4) 説明してください  

排水処理設備がある工場や下水道に放流する工場 では、自社の温度計で排水の温度をリアルタイム に連続監視しています。 

水消費量 – 総量 

(9.2.1) 拠点/施設/事業活動に占める割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(9.2.2) 測定頻度 
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選択: 

☑ 毎日 

(9.2.3) 測定方法 

流量計による計測 

(9.2.4) 説明してください  

各工場では取水量と排水量を流量計を用いて日次 管理して把握しています。水消費量についてもこれらデータをもとに計算で日次管理が出来る仕組みになっていま

す。 

リサイクル水/再利用水  

(9.2.1) 拠点/施設/事業活動に占める割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(9.2.2) 測定頻度 

選択: 

☑ 毎日 

(9.2.3) 測定方法 

PH、濁度などを計測機器により計測 

(9.2.4) 説明してください  

各工場のリサイクル水については、マテリアルバ ランスを計算して把握しています。リサイクル水の水質はｐH 計や濁度計、目視等を 通じて日次的に監視されて

おり、スケール等の発 生で操業に影響を与えないよう注意しながら活用 しています。 

完全に管理された上下水道・衛生（WASH）サービスを全従業員に提供 
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(9.2.1) 拠点/施設/事業活動に占める割合 (%) 

選択: 

☑ 100% 

(9.2.2) 測定頻度 

選択: 

☑ 毎日 

(9.2.3) 測定方法 

水道業者により測定 

(9.2.4) 説明してください  

東レグループでは、飲料水として水道水を使用している工場があります。水道水の水質は水道事業 者が管理しており、問題が発生した場合や予想さ れる場合は、

水道事業者から当社に報告されることになっています。そのため、水道水事業者から の報告により、水道水の水質を継続的に監視でき ています。 また、各工場で

は、トイレの清掃時に衛生状態を 毎日確認し、すべての従業員に十分な衛生環境が 提供できるようにしています。 

[固定行] 
 

(9.2.2) 貴組織の事業全体で、取水、排水、消費した水の合計量と、前報告年比、また今後予測される変化についてご記載

ください。 

総取水量 

(9.2.2.1) 量(メガリットル/年) 

208700 

(9.2.2.2) 前報告年との比較 
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選択: 

☑ ほぼ同じ 

(9.2.2.3) 前報告年との変化/無変化の主な理由 

選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 

(9.2.2.4) 5 年間の予測 

選択: 

☑ 少ない 

(9.2.2.5) 将来予測の主な根拠 

選択: 

☑ 効率性の向上/低下  

(9.2.2.6) 説明してください 

2023 年度実績に比較し 0.9%増加した。リサイクルやプロセス改善に削減を進めたものの、生産の状況により増加しています。今後も取水のリサイクル量アップや

製造プロセスの改善を通じて総取水量の削減を継続していき、2030 年度までに売上収益あたりの取水量を 50%削減していく予定です。また、取水の絶対量につい

ても事業拡大に都内増加する分をリサイクルやプロセス改善を通じて極力削減し前年比で大幅な増加がないよう管理していく予定です。 

総排水量 

(9.2.2.1) 量(メガリットル/年) 

179334 

(9.2.2.2) 前報告年との比較 

選択: 

☑ 多い 
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(9.2.2.3) 前報告年との変化/無変化の主な理由 

選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 

(9.2.2.4) 5 年間の予測 

選択: 

☑ 少ない 

(9.2.2.5) 将来予測の主な根拠 

選択: 

☑ 効率性の向上/低下  

(9.2.2.6) 説明してください 

2023 年度実績に比較し 6%増加した。取水同様にリサイクルやプロセス改善により削減を進めたものの、生産の状況により増加しています。今後もリサイクル量ア

ップや製造プロセスの改善を通じて総排水量の削減を継続していきます。排水量の具体的な削減目標は定めていませんが、取水量とのバランスを確認し、事業拡大

の際についても取水量同様に管理していく予定です。 

総消費量 

(9.2.2.1) 量(メガリットル/年) 

29336 

(9.2.2.2) 前報告年との比較 

選択: 

☑ 少ない 

(9.2.2.3) 前報告年との変化/無変化の主な理由 
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選択: 

☑ 効率性の向上/低下  

(9.2.2.4) 5 年間の予測 

選択: 

☑ 少ない 

(9.2.2.5) 将来予測の主な根拠 

選択: 

☑ 効率性の向上/低下  

(9.2.2.6) 説明してください 

2023 年度実績に比較し 24%減少した。プロセスの改善などにより消費量は減少した。今後も冷却水の効率利用などを進めて、取水・排水の管理を進めていく。 

[固定行] 
 

(9.2.4) 水ストレス下にある地域から取水を行っていますか。また、その量、前報告年比、今後予測される変化はどのよう

なものですか。 

  

(9.2.4.1) 取水は水ストレス下にある地域からのものです 

選択: 

☑ はい 

(9.2.4.2) 水ストレス下にある地域からの取水量 (メガリットル) 

16745 

(9.2.4.3) 前報告年との比較 
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選択: 

☑ ほぼ同じ 

(9.2.4.4) 前報告年との変化/無変化の主な理由 

選択: 

☑ 効率性の向上/低下  

(9.2.4.5) 5 年間の予測 

選択: 

☑ ほぼ同じ 

(9.2.4.6) 将来予測の主な根拠 

選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 

(9.2.4.7) 水ストレス化にある地域からの取水量の全体における割合 

8.02 

(9.2.4.8) 確認に使ったツール 

該当するすべてを選択 

☑ WRI Aqueduct 

(9.2.4.9) 説明してください 

東レでは水ストレスがある地域として WRI のアキダクトリスクレベル High 以上を提起しています。2024 年度は水ストレス地域の見直しを行いました。 

[固定行] 
 

(9.2.7) 水源別の総取水量をお答えください。 
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雨水、湿地帯の水、河川、湖水を含む淡水の地表水) 

(9.2.7.1) 事業への関連性(relevance) 

選択: 

☑ 関連性がある 

(9.2.7.2) 量(メガリットル/年) 

158162 

(9.2.7.3) 前報告年との比較 

選択: 

☑ 多い 

(9.2.7.4) 前報告年との変化/無変化の主な理由 

選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 

(9.2.7.5) 説明してください 

昨年度対比で 1%増となりました。生産量の影響を受け増加しました。 

汽水の地表水/海水 

(9.2.7.1) 事業への関連性(relevance) 

選択: 

☑ 関連性がある 

(9.2.7.2) 量(メガリットル/年) 
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7999 

(9.2.7.3) 前報告年との比較 

選択: 

☑ 少ない 

(9.2.7.4) 前報告年との変化/無変化の主な理由 

選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 

(9.2.7.5) 説明してください 

昨年度対比 15%減少。海水が必要な工程での使用量減少。 

地下水 - 再生可能 

(9.2.7.1) 事業への関連性(relevance) 

選択: 

☑ 関連性がある 

(9.2.7.2) 量(メガリットル/年) 

32494 

(9.2.7.3) 前報告年との比較 

選択: 

☑ ほぼ同じ 

(9.2.7.4) 前報告年との変化/無変化の主な理由 
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選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 

(9.2.7.5) 説明してください 

昨年度対比ほぼ同じとなりました。地下水が必要な工程での変動はありませんでした。 

地下水 - 非再生可能 

(9.2.7.1) 事業への関連性(relevance) 

選択: 

☑ 関連性がない 

(9.2.7.5) 説明してください 

東レ G では対象の使用はありません。 

随伴水/混入水 

(9.2.7.1) 事業への関連性(relevance) 

選択: 

☑ 関連性がない 

(9.2.7.5) 説明してください 

東レ G では対象の使用はありません。 

第三者の水源  

(9.2.7.1) 事業への関連性(relevance) 
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選択: 

☑ 関連性がある 

(9.2.7.2) 量(メガリットル/年) 

10045 

(9.2.7.3) 前報告年との比較 

選択: 

☑ 多い 

(9.2.7.4) 前報告年との変化/無変化の主な理由 

選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 

(9.2.7.5) 説明してください 

昨年度対比で 10%増となりました。生産量の影響を受け増加しました。 

[固定行] 
 

(9.2.8) 放流先別の総排水量をお答えください。 

淡水の地表水 

(9.2.8.1) 事業への関連性(relevance) 

選択: 

☑ 関連性がある 

(9.2.8.2) 量(メガリットル/年) 
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114011 

(9.2.8.3) 前報告年との比較 

選択: 

☑ 多い 

(9.2.8.4) 前報告年との変化/無変化の主な理由 

選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 

(9.2.8.5) 説明してください 

昨年度対比で 8%増となりました。生産量等の影響を受け増加しました。 

汽水の地表水/海水 

(9.2.8.1) 事業への関連性(relevance) 

選択: 

☑ 関連性がある 

(9.2.8.2) 量(メガリットル/年) 

52051 

(9.2.8.3) 前報告年との比較 

選択: 

☑ 少ない 

(9.2.8.4) 前報告年との変化/無変化の主な理由 
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選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 

(9.2.8.5) 説明してください 

昨年度対比 2%減少。海水を使用する工程での使用量減少。 

地下水 

(9.2.8.1) 事業への関連性(relevance) 

選択: 

☑ 関連性がない 

(9.2.8.5) 説明してください 

東レ G では、地下水へ工場排水を放流していま せん。 

第三者の放流先 

(9.2.8.1) 事業への関連性(relevance) 

選択: 

☑ 関連性がある 

(9.2.8.2) 量(メガリットル/年) 

13273 

(9.2.8.3) 前報告年との比較 

選択: 

☑ 多い 
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(9.2.8.4) 前報告年との変化/無変化の主な理由 

選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 

(9.2.8.5) 説明してください 

昨年度対比 33%増となりました。生産量等の影響を受け増加しました。 

[固定行] 
 

(9.2.9) 貴組織直接操業内でのどの程度まで排水処理を行うかをお答えください。 

三次処理(高度処理) 

(9.2.9.1) 排水処理レベルの事業への関連性 

選択: 

☑ 関連性がある 

(9.2.9.2) 量(メガリットル/年) 

3954 

(9.2.9.3) 前報告年との処理済み量の比較 

選択: 

☑ 多い 

(9.2.9.4) 前報告年との変化/無変化の主な理由 

選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 
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(9.2.9.5) この量が適用される操業地/施設/操業の割合(％) 

選択: 

☑ 11-20 

(9.2.9.6) 説明してください 

東レＧでは、一部の工場で三次処理を実施しています。三次処理は主に活性汚泥処理を通じた膜分離と凝集沈殿が該当します。 生産工程で有機溶剤を含む排水を排

出する工場があり、その場合は必ず排水処理設備を通じて有機溶剤等を除去しています。この水処理施設は、常時監視・管理されており、オンラインおよび手分析

を経て BOD、COD、N、P、温度、pH、色、SS、DO などを確認し、法令および自主管理基準を遵守しています。 また、自動検知システムを通じて、万が一、水

質に異常が発生した場合は、原因を突き止め、関係者に迅速に連絡する体制を整えています。 

二次処理 

(9.2.9.1) 排水処理レベルの事業への関連性 

選択: 

☑ 関連性がある 

(9.2.9.2) 量(メガリットル/年) 

12736 

(9.2.9.3) 前報告年との処理済み量の比較 

選択: 

☑ 多い 

(9.2.9.4) 前報告年との変化/無変化の主な理由 

選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 
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(9.2.9.5) この量が適用される操業地/施設/操業の割合(％) 

選択: 

☑ 11-20 

(9.2.9.6) 説明してください 

東レＧでは、一部の工場で二次処理を実施しています。二次処理は主に活性汚泥処理が該当します。 生産工程で有機溶剤を含む排水を排出する工場があり、その場

合は必ず排水処理設備を通じて有機溶剤等を除去しています。この水処理施設は、常時監視・管理されており、オンラインおよび手分析を経て BOD、COD、N、

P、温度、pH、色、SS、DO などを確認し、法令および自主管理基準を遵守しています。 また、自動検知システムを通じて、万が一、水質に異常が発生した場合

は、原因を突き止め、関係者に迅速に連絡する体制を整えています。 

一次処理のみ 

(9.2.9.1) 排水処理レベルの事業への関連性 

選択: 

☑ 関連性がない 

(9.2.9.6) 説明してください 

東レＧでは要処理排水において１次処理で放流している排水は無く、最低でも２次処理まで実施しています。 

未処理のまま自然環境に排水 

(9.2.9.1) 排水処理レベルの事業への関連性 

選択: 

☑ 関連性がある 

(9.2.9.2) 量(メガリットル/年) 

149372 
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(9.2.9.3) 前報告年との処理済み量の比較 

選択: 

☑ 多い 

(9.2.9.4) 前報告年との変化/無変化の主な理由 

選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 

(9.2.9.5) この量が適用される操業地/施設/操業の割合(％) 

選択: 

☑ 51-60 

(9.2.9.6) 説明してください 

未処理で自然環境に排水しているものは、主に機械の冷却水やエアコン排水などであり、有機溶媒などが混入するリスクの無いものに該当します。東レではこれら

排水についても pH や SS、油分、COD、TOC 等の水質をオンライン計や手分析で常時／日次監視し、法令および自主管理基準を遵守するよう管理すると共に、異

常発生時は速やかに対応が取れるよう体制を整えています。 

未処理のまま第三者に排水 

(9.2.9.1) 排水処理レベルの事業への関連性 

選択: 

☑ 関連性がある 

(9.2.9.2) 量(メガリットル/年) 

13273 

(9.2.9.3) 前報告年との処理済み量の比較 
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選択: 

☑ 多い 

(9.2.9.4) 前報告年との変化/無変化の主な理由 

選択: 

☑ 事業活動の拡大/縮小 

(9.2.9.5) この量が適用される操業地/施設/操業の割合(％) 

選択: 

☑ 11-20 

(9.2.9.6) 説明してください 

第三者への放流は、公共処理場への排水を意味しています。 公共処理場への排水は pH や SS、油分、COD、TOC 等の水質をオンライン計や手分析で常時／日次監

視し、法令、第三者との協定、自主管理基準を遵守するよう管理すると共に、異常発生時は速やかに対応が取れるよう体制を整えています。 

その他 

(9.2.9.1) 排水処理レベルの事業への関連性 

選択: 

☑ 関連性がない 

(9.2.9.6) 説明してください 

その他はありません。 

[固定行] 
 

(9.3) 直接操業およびバリューチェーン上流において、水に関連する重大な依存、インパクト、リスク、機会を特定した施

設の数はいくつですか。  
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直接操業 

(9.3.1) バリューチェーン上の段階における施設の特定 

選択: 

☑ はい、このバリューチェーン上の段階を評価し、水関連の依存、インパクト、リスク、機会のある施設を特定しました。  

(9.3.2) 特定された施設の総数 

1 

(9.3.3) 直接操業を行う施設の割合  

選択: 

☑ 1-25 

(9.3.4) 説明してください 

東レの東海工場は、流域上流のダム湖（牧尾ダム）で干ばつ等による深刻な渇水が発生した場合、自治体からの要請によっては取水量を削減させる必要がありま

す。当工場では過去に約 10%の取水量を削減した実績もあり、製造戦略面で大きな影響を受けました。 

バリューチェーン上流 

(9.3.1) バリューチェーン上の段階における施設の特定 

選択: 

☑ はい、このバリューチェーン上の段階を評価し、水関連の依存、インパクト、リスク、機会のある施設を特定しました。  

(9.3.2) 特定された施設の総数 

1 

(9.3.4) 説明してください 
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日本での売上収益は東レグループ連結売上収益の約 40％を占めており、国・地域別では東レグループでも最も重要な位置を占めています。近年、豪雨により日本

の一部地域で深刻な洪水が発生し、多くの日本企業のサプライチェーンが崩壊しました。 このような洪水によって、主要サプライヤーが被災した場合、サプライチ

ェーンが崩壊し、工場の生産に大きな影響を及ぼします。 例えば、木曽川流域で洪水が発生した場合、周囲にある名古屋、愛知、東海、岡崎、岐阜の 5 つの製造工

場の操業に影響し、また、周辺の在庫拠点に保管されている当社の製品も被災するリスクがあります。さらに、 幹線道路が不通になれば、当該５工場の操業・製品

のみならず、当社全工場の原材料の調達や、顧客への製品納入などサプライチェーンに影響を与える可能性があります。 

[固定行] 
 

(9.3.1) 質問 9.3 で挙げた各施設について、地理座標、水会計データ、前報告年との比較内容を記入してください。  

Row 1 

(9.3.1.1) 施設参照番号 

選択: 

☑ 施設 1 

(9.3.1.2) 施設名(任意) 

東海工場 

(9.3.1.3) バリューチェーンの段階 

選択: 

☑ 直接操業  

(9.3.1.4) この施設で特定された依存、インパクト、リスク、機会 

該当するすべてを選択 

☑ リスク 

(9.3.1.5) 報告年での取水量または排水量 

選択: 
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☑ はい、取水量と排水量 

(9.3.1.7) 国/地域および河川流域 

日本 

☑ 木曽川 
 

(9.3.1.8) 緯度 

35.05 

(9.3.1.9) 経度 

136.89 

(9.3.1.10) 水ストレス下にある地域にある 

選択: 

☑ いいえ 

(9.3.1.13) 本施設における総取水量(メガリットル) 

22480 

(9.3.1.14) 前報告年との総取水量の比較 

選択: 

☑ 少ない 

(9.3.1.15) 淡水地表水(雨水、湿地帯、河川および湖からの水を含む)からの取水量 

22410 
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(9.3.1.16) 汽水の地表水/海水からの取水量 

0 

(9.3.1.17) 地下水からの取水量 - 再生可能 

0 

(9.3.1.18) 地下水からの取水量 - 非再生可能 

0 

(9.3.1.19) 随伴水/混入水からの取水量 

0 

(9.3.1.20) 第三者水源からの取水量 

70 

(9.3.1.21) 本施設における総排水量(メガリットル) 

18682 

(9.3.1.22) 前報告年との総排水量の比較  

選択: 

☑ 少ない 

(9.3.1.23) 淡水の地表水への排水 

18682 

(9.3.1.24) 汽水の地表水/海水への排水 
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0 

(9.3.1.25) 地下水への排水 

0 

(9.3.1.26) 第三者の放流先への排水 

0 

(9.3.1.27) 当該施設における水総消費量 (メガリットル)  

3798 

(9.3.1.28) 前報告年との総消費量の比較  

選択: 

☑ 少ない 

(9.3.1.29) 説明してください 

東海工場では、ナイロン用カプロラクタム、ポリエステル用テレフタル酸、PPS 樹 脂、ファインケミカルなどの化成品を生産しています。 生産量の影響や効率化

などで、昨年対比減少となりました。リスクとして考えている愛知用水の渇水などは発生しておらず冷却水などは問題無く使用できています。 

[行を追加] 
 

(9.3.2) 質問 9.3.1 で挙げた貴組織が直接操業している施設について、第三者検証を受けている水会計データの比率をお答

えください。 

取水量 – 総量  

(9.3.2.1) 検証率(%) 

選択: 
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☑ 76-100 

(9.3.2.2) 使用した検証基準  

2024 年度は全ての取水量について第三者の検証（ISAE3000）を受け、合格した。 

取水 – 水源別取水量 

(9.3.2.1) 検証率(%) 

選択: 

☑ 76-100 

(9.3.2.2) 使用した検証基準  

2024 年度は全ての取水量について第三者の検証（ISAE3000）を受け、合格した。 

取水量 – 標準水質パラメータ別の水質 

(9.3.2.1) 検証率(%) 

選択: 

☑ 76-100 

(9.3.2.2) 使用した検証基準  

2024 年度は全ての水質パラメーターについて第三者の検証（ISAE3000）を受け、合格した。 

排水量 – 総量 

(9.3.2.1) 検証率(%) 

選択: 
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☑ 76-100 

(9.3.2.2) 使用した検証基準  

2024 年度は全ての総排水量について第三者の検証（ISAE3000）を受け、合格した。 

排水量 – 放流先別の量 

(9.3.2.1) 検証率(%) 

選択: 

☑ 76-100 

(9.3.2.2) 使用した検証基準  

2024 年度は全ての放流先排水量について第三者の検証（ISAE3000）を受け、合格した。 

排水量 – 最終処理レベル別の量  

(9.3.2.1) 検証率(%) 

選択: 

☑ 76-100 

(9.3.2.2) 使用した検証基準  

2024 年度は全ての最終処理水量について第三者の検証（ISAE3000）を受け、合格した。 

排水量 – 標準水質パラメータ別の水質 

(9.3.2.1) 検証率(%) 

選択: 
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☑ 76-100 

(9.3.2.2) 使用した検証基準  

2024 年度は水質パラメータについて第三者の検証（ISAE3000）を受け、合格した。 

水消費量 – 総量 

(9.3.2.1) 検証率(%) 

選択: 

☑ 76-100 

(9.3.2.2) 使用した検証基準  

2024 年度は全ての水消費量について第三者の検証（ISAE3000）を受け、合格した。 

[固定行] 
 

(9.4) 質問 9.3.1 で報告した貴組織の施設のいずれかが回答を要請している CDP サプライチェーンメンバー企業に影響を及

ぼす可能性がありますか。 

選択: 

☑ これは機密情報です 

(9.5) 貴組織の総取水効率の数値を記入してください。 

  

(9.5.1) 売上 (通貨) 

2283819 

(9.5.2) 総取水量効率 
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10.94 

(9.5.3) 予測される将来の傾向 

売上の単位は「百万円」です。 将来的な事業拡大に伴い取水量が増加する可能性がありますが、リサイクル・再利用も含めた効率的利用に継続的に取り組み、売上

収益当たりの用水使用量原単位は、2024 年度実績で 2013 年度対比 38%削減できており、水の効率的利用を推進できています。2030 年の目標は、2013 年度比

50%削減としており、水の更なる効率的利用に取り組んでいくため、取水効率は年々改善する方向です。 

[固定行] 
 

(9.6) 貴組織では、化学セクターにおける事業活動の水量原単位を測定していますか。 

選択: 

☑ はい 

(9.6.1) 生産重量/生産量上位 5 つの製品について、化学セクターでの活動に関連する次の水量原単位をお答えください。 

Row 1 

(9.6.1.1) 製品の種類 

その他の化学品 

☑ その他、具体的にお答えください  :全製品 
 

(9.6.1.2) 製品名  

全製品 

(9.6.1.3) 水量原単位の値(m3/分母) 

91.37 

(9.6.1.4) 分子： 水に関する側面  
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選択: 

☑ 総取水量 

(9.6.1.5) 配点 

選択: 

☑ その他、具体的にお答えください :売上収益 

(9.6.1.6) 前報告年との比較 

選択: 

☑ 少ない 

(9.6.1.7) 説明してください 

化学品各製品の製造プロセスは相互に絡み合い、製品単体の原単位での精緻な算出は困難です。一方、当社で製造する全ての製品は化学品であると認識していま

す。そのため、全ての製品製造にかかわる水量に関して回答します。2024 年度の水量原単位は 91.37m3/百万円となり前年比で 4%改善しました。これは全社横断

プロジェクト「チャレンジ５０」にて削減活動に取り組み、冷却水の補給水量管理強化や温調器の更新、洗浄水の削減など各現場での取り組みの結果取水量が削減

された結果です。 今後も原単位を 2030 年度に 2013 年度比 50%削減目標を掲げて「チャレンジ５０」での取り組みを継続し、水資源原単位を組織的かつ戦略的に

削減することを目指しています。 プロジェクトでパフォーマンスレビューに基づくフォローアップ活動を推進し、確実に目標を達成できるように取り組んでいま

す。今後もこの取り組みを継続することにより取水量の削減が見込まれます。加えて売上高も改善していく見通しです。よって、2024 年度よりもさらに原単位が

改善する傾向にあると予想しています。以上のことから、2030 年度の目標達成は可能であると想定しています。 

[行を追加] 
 

(9.13) 規制当局により有害と分類される物質を含んだ貴組織の製品はありますか。 

 

製品が有害物質を含む コメント 

  選択: 東レグループでは製品の品質保証と安全の管理体制を強化し、適切な情報提供に努め、安全で信頼性の高
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製品が有害物質を含む コメント 

☑ いいえ い製品を供給します。水質汚濁防止法等で規制される有害物質を含む製品は確認されていません。 

[固定行] 

(9.14) 貴組織が現在製造や提供をしている製品やサービスの中で、水に対するインパクトを少なくしているものはありま

すか。 

  

(9.14.1) 水に対するインパクトが少ないと分類した製品および/またはサービス 

選択: 

☑ はい 

(9.14.2) 水に対するインパクトが少ないと分類するために使用した定義 

東レは、欧州有数の食品軟包装印刷会社であるスペインの SP Group 社と世界で初めて軟包装印刷分野での 100％VOC フリー水なし EB(電子線)オフセット印刷技

術の実証に成功しました。本技術はシャープで高精細な印刷品質でありながら印刷時の環境負荷低減に大きく貢献します。 

(9.14.4) 説明してください 

東レは 2015 年から 100％VOC フリー印刷技術の開発を開始し、2017 年には VOC を発生する有機溶剤を含まない液体で印刷機のユニットを洗浄することができる

水溶性 UV インキを開発してきました。そして今回、SP Group 社と世界で初めて軟包装印刷分野での 100％VOC フリー水なし EB オフセット印刷技術を使用した

レトルト食品包装印刷の実証に成功しました。今回開発した水溶性 EB インキを適用し、EB 硬化プロセスを組み合わせた本技術は、インキ溶剤乾燥、有機溶剤に

よるインキ洗浄が不要となり、すべての印刷工程において 100％VOC フリーを達成すると共に、各国の食品包装規制にも準拠しています。 

[固定行] 
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(9.15) 貴組織には水関連の目標がありますか。 

選択: 

☑ はい 

(9.15.1) 水質汚染、取水量、WASH、その他の水関連カテゴリと関連する目標があるか否かを教えてください。 

 

このカテゴリで設定された目標 

水質汚染 選択: 

☑ はい 

取水量 選択: 

☑ はい 

水衛生(WASH)サービス 選択: 

☑ はい 

その他 選択: 

☑ はい 

[固定行] 

(9.15.2) 貴組織の水関連の目標およびそれに対する進捗状況を具体的にお答えください。 

Row 1 

(9.15.2.1) 目標参照番号 

選択: 

☑ 目標 1 
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(9.15.2.2) 目標の対象範囲 

選択: 

☑ 組織全体 (直接操業のみ) 

(9.15.2.3) 目標のカテゴリおよび定量指標 

取水量 

☑ 総取水量の削減  
 

(9.15.2.4) 目標設定日 

07/30/2018 

(9.15.2.5) 基準年の終了日 

03/30/2014 

(9.15.2.6) 基準年の数値 

0 

(9.15.2.7) 目標年の終了日 

03/30/2031 

(9.15.2.8) 目標年の数値 

50 

(9.15.2.9) 報告年の数値 

38 



325 

(9.15.2.10) 報告年の目標の状況 

選択: 

☑ 進行中 

(9.15.2.11) 基準年に対して達成された目標の割合 

76 

(9.15.2.12) この目標に合致または支持されているグローバルな環境条約/イニシアチブ/枠組み  

該当するすべてを選択 

☑ 持続可能な開発目標 6  

(9.15.2.13) 目標対象範囲を説明し、除外事項を教えてください 

東レＧ全体除外項目なし 

(9.15.2.14) 目標を達成するための計画、および報告年の終わりに達成された進捗状況  

水使用量の削減に向けて全社で取り組みを実施し、ムダや不要な水の削減や再利用などを進めた結果順調に推移。 

(9.15.2.16) 目標に関する追加情報  

水関連の 2030 年度の目標の 1 つは、生産活動による用水使用量の売上収益原単位を 2013 年度対比 50％以上削減することです。 2022 年度までは、2030 年度に

2013 年度対比 30％以上削減を目標としていましたが、 2024 年度実績で 38%の削減を達成し目標を過達したことから、2030 年度目標を 50%以上削減に上方修正

しました。 この目標を設定したのは、当社の製品/サービスによる深刻な水不足の緩和への貢献とは別に、自社の水ストレス低減に向けて水使用量を削減するため

です。私たちは当社自身の取水量を削減し、水を効率的に利用することを目的としており、その取り組みが東レグループ全体の目標である、用水使用量売上高・売

上収益原単位削減につながるとともに、サステナビリティ・ビジョンで設定した 2050 年に目指す「誰もが安全な水・空気を利用し、自然環境が回復した世界」の

実現に貢献すると考え、指標として、用水使用量の売上収益原単位を用いています。成功を判断する閾値としては、目標である売上収益原単位の 50%削減です。 

Row 2 

(9.15.2.1) 目標参照番号 
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選択: 

☑ 定量的目標 2 

(9.15.2.2) 目標の対象範囲 

選択: 

☑ 組織全体 (直接操業のみ) 

(9.15.2.3) 目標のカテゴリおよび定量指標 

上下水道・衛生(WASH)サービス  

☑ 施設や操業地周辺の安全に管理された飲料水サービスを使用する地域人口の割合の増加  
 

(9.15.2.4) 目標設定日 

07/30/2018 

(9.15.2.5) 基準年の終了日 

03/30/2014 

(9.15.2.6) 基準年の数値 

27230000 

(9.15.2.7) 目標年の終了日 

03/30/2031 

(9.15.2.8) 目標年の数値 

95305000 

(9.15.2.9) 報告年の数値 
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78967000 

(9.15.2.10) 報告年の目標の状況 

選択: 

☑ 進行中 

(9.15.2.11) 基準年に対して達成された目標の割合 

76 

(9.15.2.12) この目標に合致または支持されているグローバルな環境条約/イニシアチブ/枠組み  

該当するすべてを選択 

☑ 持続可能な開発目標 6  

(9.15.2.13) 目標対象範囲を説明し、除外事項を教えてください 

東レＧ全体除外項目なし 

(9.15.2.14) 目標を達成するための計画、および報告年の終わりに達成された進捗状況  

工場廃水の再利用、下水処理等での厳しい使用条件において、これまでの高い除去性を維持したまま、長期間安定して良質な水を製造できる、高耐久逆浸透膜を開

発し、各国向けに出荷を伸ばした結果。 

(9.15.2.16) 目標に関する追加情報  

東レグループ全体の目標である、サステナビリティ・ビジョンで、2050 年に目指す「誰もが安全な水・空気を利用し、自然環境が回復した世界」の実現に貢献す

ることを宣言しています。当社の膜（逆浸透膜、UF、MBR）により、上下水道を含む安全な水を生成しており、深刻な水不足の緩和への貢献をしています。な

お、その指標として水処理貢献量を用いています。 

[行を追加] 
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C13. 追加情報および最終承認 
(13.1) CDP への回答に含まれる環境情報 (質問 7.9.1/2/3、8.9.1/2/3/4、および 9.3.2 で報告されていないもの) が第三者に

よって検証または保証されているかどうかをお答えください。 

 

CDP への回答に含まれるその他の環境情報は、第三者によって検証または保証さ

れている 

 選択: 

☑ はい 

[固定行] 

(13.1.1) CDP 質問書への回答のどのデータ・ポイントが第三者によって検証または保証されており、どの基準が使用され

ていますか。  

Row 1 

(13.1.1.1) データが検証/保証されている環境課題 

該当するすべてを選択 

☑ 気候変動 

(13.1.1.2) 検証または保証を受けた開示モジュールとデータ 

環境パフォーマンス - 気候変動 

☑ 燃料消費量 

☑ 廃棄物データ 
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(13.1.1.3) 検証/保証基準 

 一般的な基準 

☑ ISAE 3000  
 

(13.1.1.4) 第三者検証/保証プロセスの詳細 

エネルギー消費量について、東レ（株）、国内および海外関係会社を対象に LRQA リミテッド社による限定的保証を受けています。エネルギー消費量を選択した理

由は、GHG 排出量と密接に関係があり、かつ、従来から取り組んでいる省エネの取り組みの進捗を評価する為にも、数値の確からしさを確認することが重要と考

えて、エネルギー消費量について、毎年、年に１回、前年度の実績値について第三者による検証を受けています。検証のカバレッジは東レグループ全体の 100%で

す。 

(13.1.1.5) 検証/保証のエビデンス/レポートを添付する (任意) 

AS_Toray2024_JP.pdf 
[行を追加] 
 

(13.3) CDP 質問書への回答を最終承認した人物に関する以下の情報を記入します。 

  

(13.3.1) 役職 

代表取締役社長 

(13.3.2) 職種 

選択: 

☑ 社長 

[固定行] 
 



331 

(13.4) [ウォーターアクションハブ]ウェブサイトのコンテンツをサポートするため、CDP がパシフィック・インスティチュ

ートと連絡先情報を共有することに同意してください。 

選択: 

☑ はい、CDP は情報開示提出責任者の連絡先情報を Pacific Institute と共有することができます 
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